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「行ってらっしゃい！　お兄ちゃん！」

　秋空に響ひびく妹の声。

「うん。行ってくる」

　門をくぐると、柳生やぎゆう宗むね朗あきらは学生服の腰こしに大小を差し、背筋を伸のばした。

　三百石構えの柳生やぎゆう道場の表門は決して小さくない。十分な武ぶ家け屋や敷しきの格式をそなえている。

　涼すずしい風が頬ほおに心ここ地ちよい。

　気持ちが高まる。身も引ひき締しまる。自おのずと、もののふの気き概がいがみなぎってくる。視線はやや高く。

　いい日になりそうだ。そんな予感のなか、宗朗が歩を踏ふみ出だそうとする。

　が、しかし……、

「お兄ちゃぁん！」

　不意に呼び止められて振ふり向むくと、そこへ飛びついてくる妹。

　押おしつけられる、バストという名の柔やわらかさと弾だん力りよくの入り交じったふたつの球体。その膨ふくらみに触ふれては！　と宗朗は思わず身を退いた。が、間に合わず。

「ぅあ！　ま、待て、なんで……！　うあああああ！」

　倒たおれた。かろうじて、妹を抱だき留とめたのはよかったものの、それはすなわち、抱き合あって倒れるという形。

　そしてその勢いは地面の上に折り重なっても止まらず、半回転しながら顔と顔までもがぶつかることに。

「きゃあ！　お、お兄ちゃん!?」

「だからやめ……おあっ!?」

　チュッ。

　ふれ合った。唇くちびるが。兄と妹の唇が禁断の接せつ触しよくを果たす。そのとき……。

「……い、痛てて……。だ、だいじょうぶか？　ケガは……」

　結果的に上になっていた宗朗が先に身を起こした。そのまま妹の手を引いて起こそうとするところ、

「……わたしに、なにか用か」

　下から見上げるのは、氷のような視線。それはまさしく、

「十じゆう兵べ衛え……？　柳生十兵衛なのか。おまえ……いや、きみは」

　十兵衛。そう。宗朗の妹は柳生十兵衛だ。

　ならばわざわざ確かめる必要はない。なのに呼びかけているその理由。

「いかにも。わたしは柳生十兵衛三みつ厳よし。またわたしの身体に不埒なことをしたようだな、柳生宗朗」

　同じ顔なのに、表情が異なるだけでまったく別人に見える。心なしか身長までが伸びたような。身体の一部のボリュームも……。

　そんなふうに、いま宗朗の目の前、いや下にいるのはさっきまでの甘あまい妹のキャラクターではない。

　宗朗以上の剣けん技ぎを持つ武人。精強で鳴る剣けん豪ごうの柳生十兵衛その人だった。

　ひとつの身体にふたつの心。というよりも、完全にふたりの人間が、十兵衛の姿を借りて現れる。

「きみは、ほんとうに十兵衛なのか。あ、いや、つまり、あの柳生十兵衛……柳生家の、もっとも名高い剣けんの……！」

　聞きたいことは山ほどある。いつも、そう思っている。だが目の前の十兵衛は視線を少しも動かさない。宗朗の目を見ながら言った。

「それよりも、わたしの上からどいてくれないか。さっきからおまえに押し倒されたままだ」

「あ！　うわ！　ご、ごめん！」

　あわてて十兵衛の上から飛とび退のく宗朗。十兵衛の乱れた胸むなもとからのぞいた胸の谷間に、くっきりと浮うき出した桜色の痣あざが見えた。

（あれ、は……）

　それはサムライのうちでも、「将」と契約したる者、すなわち「剣姫マスターサムライ」の徴しるし。

「士」＝サムライとは、現代の世に現れたかつての武士・武将の総そう称しようだ。

　同じ名を持ち、同じ剣技を操あやつる。一部の身体的特とく徴ちようを同じくする者もいる。しかし彼かれらのすべてが、十代の少女に顕けん現げんしていた。

　サムライはそれ自体、きわめて優すぐれた能力を持つが、さらに「将」を得れば、その能力は数倍にも跳はね上あがる。

「将」との繋つながりを得たサムライは、剣姫マスターサムライとなり、「将」もまた剣姫マスターサムライを手て脚あしのように使うことで、大きな武力を得ることになるのだ。

「将」とサムライの繋がりは特定の「絆きずな」と言われる儀ぎ式しきをもって成る。

　儀式は「将」によって異なるが、宗朗の場合は、

「キス、したのだな。またわたしの身体と」

　十兵衛が冷たい視線で言う。

「し、してない！　い、いや！　しようとしたわけではなくて、これはアクシデントというか、弾はずみで……はい、しました」

　キス。口づけ。宗朗はサムライの少女とキスすることで「契約」し、「将」と「士」の絆を持つ。

　真さな田だ幸ゆき村むら。後ご藤とう又また兵べ衛え。千せん姫ひめ。服部はつとり半はん蔵ぞう。そして直なお江え兼かね続つぐ。

　いずれも宗朗と、ある者は自ら、ある者は偶ぐう然ぜんに、またある者はその身を助たすけるために、キスして契ちぎった少女たちだ。

　だが、十兵衛だけは異なっていた。その出会いは空そらから。

　柳生道場の稽けい古こ場ばへ、剣を抱いただけで他ほかにいっさいを身にまとわず落ちてきた十兵衛は、目覚めると同時に、自らの唇を宗朗のそれとふれ合わせた。

（そうなんだ。だから本当なら、ぼくと十兵衛はそれで「契約」したことになる、はずなんだけど……）

　しかし十兵衛はサムライではなかった。

　妹の十兵衛は。

　十兵衛のふだんの姿。

　宗朗に甘え、柳生道場の他のサムライ少女たちとも天てん真しん爛らん漫まんに接している。というよりも、見た目よりもかなり幼いその中身。

　教えれば剣けん術じゆつはかなりの腕うで前まえを見せるほどに才能も持っている。しかしどこか、やはり、たよりない。

　だがこの妹・十兵衛は、身体の中にもうひとつの人物を潜ひそませていた。

　それがいま、宗朗が対たい峙じしているサムライの柳生十兵衛。

　しかしふだん、妹十兵衛の中にいるためか、ごく限られたときしか表に出てくることはない。

　その剣豪十兵衛を「呼び出す」術が、再度のキス。

　本来ならば一度キスすれば「将」の宗朗と「士」のサムライ少女は永遠に契約したことになる。

　その絆を分かつものは、互たがいの身が滅ほろぶことでしか、ありえない。

　が、十兵衛だけは別で、剣豪十兵衛をこの世に呼び現すためにはその都度キスしなければならないのだ。

「だから、教えてほしいんだ！　きみはいったい誰だれで、どうしてぼくの前に現れるのか、って。ぼくを……みんなを助けてくれるのか！」

　気がつけば、十兵衛に詰つめ寄よっていた。

　そうだ。

（いつだって十兵衛はぼくたちを助けてくれた。そのとき、必ず現れてくれた。だから……）

　その先に、もっとなにかがあるようで、なにかが隠かくされているようで、知りたかった。

　そこにはきっと、宗朗が「将」であることも、多くのサムライ少女たちとの繋がりも絆も、いま起こっている旗本生徒会との対立のことまでも、見み透とおせるような気がして。

「頼たのむ！　頼みます！　教えて……く、れ……ぁ？」

　思わず、十兵衛の肩かたに手をかけて、揺ゆさぶっていた。だが揺すられている十兵衛の表情が不意に、いや、宗朗が詰め寄ったところからもう、

「ふぁ？　お兄ちゃん？　んー、痛い、痛いよぉ。そんなに強くしたら、十兵衛、痛ぁい！」

「え、ぁ！　ごめ、ん……て、十兵衛さんは!?　……もう、いない、か……」

　その無類の強さと引き替かえに、多くの体力を消費するのか、剣姫マスターサムライの十兵衛でいられる時間は極きよく端たんに短い。およそ、三分ほどだ。

「ん？　お兄ちゃん？」

　逆に覗のぞき込んでくる十兵衛の顔に、宗朗は笑いかけると立ち上がった。見上げる十兵衛の頭を、くしゃっ、と髪かみを混ぜてやる。

「ぁ、やあ、ん！」

　わずかに顔をしかめる妹に、手を差し出す。ぁ、と笑う妹が手を握にぎると、そこには確実に暖かみ、ぬくもりがあって……、

（そうだよ。十兵衛はぼくの妹。それで、いいんだな。そして十兵衛さんは、きっとそこにいる。全部見てる。なかなか会えないし、話がちゃんとできたらって思うけど、そこにいつもいるなら、いまにきっと会えるさ）

　そうしたら、そうなったら、きっと、わかる。わかる気がする。なにもかも。なにも、かも……？

「なにをしておる！」

　声が響いた。上から降ふってきた。宗朗が振り仰あおぐ。その先に、

「幸村？」

　真田幸村。天才軍師にして、十三歳さいの女子中学生。身長百四十センチに満たないその姿は、ふだんなら宗朗よりずっと下にあるはず、なのだが。

「あぶないぞ。塀へいの上なんか乗ったら」

「う、うるさいわ！」

　宗朗の言ったとおり、幸村は土ど塀べいの屋や根ね瓦がわらの上に座すわっていた。

　どうしてそんなところに、とは思うが、高いところに登って優勢を誇ほこるのは動物ではありがちなこと。そして動物、と言えば、

「ウキーッ！」

　猿さるの佐さ助すけもまた、いつものように幸村の肩の上に。

「わーい、ゆっきー！　なにしてるの!?」

　十兵衛も見上げて手を振る。ちなみに「ゆっきー」は、十兵衛がつけた幸村のあだ名だ。もっとも十兵衛以外使ってはいないが。

　当の幸村はかぶりを振ると、

「それはわらわのセリフじゃ！　兄妹きようだいで朝っぱらからいちゃいちゃと、キスまでしおって！　よいか。古来より『将』と契った『士』＝サムライを『剣姫マスターサムライ』と呼ぶ。わらわが古文書よりつきとめたこの事実にしてもじゃ、何度も『契約』の儀式をする『将』とサムライなどはおらぬ。まして、キスなどという破廉恥な儀式で契るなど、宗朗、おぬしだけじゃ！」

　いかにもイラだたしげに言う。キス、と言われて宗朗は顔を赤らめ、

「だ！　だから今回のそれは偶然というか、事故で……！」

　弁解しようとする。が、十兵衛は、

「あは、ゆっきーもキスしたいんだ。いいよ！」

　笑っていた。

「な、なにを言うのじゃ！　わらわはそんなことを……い、いや、少しは……ち、違ちがう！　そうではなくて、形式上とはいえ兄と妹がそんなことをしてはいかんと」

「なら、ゆっきーならいいの？」

「わ、わらわはサムライで剣姫マスターサムライじゃからな。んん！　しないよりは、したほうがいいかもしれんの」

　咳せき払ばらいをしながらせいいっぱい顔をしかめる幸村。だがその頬はすでに真っ赤だった。

「あれ？　でもサムライの契約って、一度キスすればいいんだって、いま？」

　十兵衛が、キャラに似合わず冷静に突っ込むと、

「じゃ、じゃから！　宗朗とキ……キスすることは、すなわち契約の絆を強くする、ということでもあるやもしれず。だ、だいたい！　おぬしばかりが『柳生十兵衛』を呼び出すために何度もキスするのは不公平……もとい！　変じゃとつねづねから！」

　そこまで言うと幸村は興奮したのか、急に立ち上がった。

　が、そこは不安定な屋根瓦の上。勢い余って体勢を崩くずしてしまう。

「ひゃ！」

「わ！　幸村!?」

　あわてて手を広げ、抱き留めようとする宗朗。いっしゅん、幸村の表情がわずかにほころんだ。が、

「こ、これしき！」

　無理に渋じゆう面めんを作ると、赤い顔のままその場で跳ちよう躍やくした。

　もともとサムライは、常人とは比べものにならない身体能力を持っている。

　まして剣姫マスターサムライの幸村ならば、この程度……高さ二メートルほどの土塀の上から跳躍し、無事に着地するくらい造作もない。

　造作もない……はずだった。とつぜん屋根瓦の一部が割れて落ちなければ。

「はや!?　は、きゅ……きゃああああ!!」

　跳躍の足場を失った幸村は……落ちた。

　しかしこれとて、剣姫マスターサムライならば不意の落下事故くらい、見事な受け身で身を守ることはたやすい。

　たやすいが、それより先に受け止めようとした宗朗の顔が、近すぎた。

「のあわ!?」

　宗朗のほうからいえば、受け止めようとした軌き道どうよりも高めに飛んできた幸村を避さけきれず、顔で迎むかえることになった。

　ドスン！　ドシン！

　ふたり分の衝しよう撃げきが地面を這はい、仰あお向むけに伸びた宗朗と、その顔の上にちょうど女のコ座りで跨またがり、膝ひざを突いた幸村がいた。

　それはもう、宗朗の顔をクッションにしての見事な着地。

「む、宗朗？　宗……な!?」

　気づいた幸村があわてて飛び退こうとする。が、それより先に、ひょい、と持ち上げられた。

　まるで仔こ猫ねこを持ち上げるように襟えり首くびをつかんで、幸村を立ち上がらせたのは、

「べーたさん！」

　又兵衛だった。片手にはいつもの五丈じよう鑓やりを持ったまま。片手で事足りるのはその長身ゆえもある。

「又兵衛、おぬし……！　い、いや、宗朗！」

　いっしゅんムッとする幸村だが、いまはそれどころではない。

「む、むぐ……」

　股こ間かんで顔をプレスされた宗朗は、これ以上ないほど正確な「大」の字を全身で描えがいて地面に横たわっていた。顔には鼻血さえ滲にじませて。

「宗朗！　……こ、この、お、愚おろか者ものぉぉおおおお!!」

　気づかせようと襟えり元もとをつかんでゆすっていた幸村だが、とつじょワナワナと震ふるえると、そう叫さけんでいた。五十メートル先からでもわかるほど、熟れたリンゴのように顔全部を真っ赤にした、まま。



「……この、愚か者ぉぉおおおお!!」

　幸村の叫び声ごえは、柳生道場の客間にまで達していた。

　遅おそい朝食をとっていた千姫と半蔵の耳にも飛び込んでくる。が、ふたりは少しも表情を変えず、

「また、なにかやったのかしら。おチビちゃん、相変わらず元気ね」

　千姫が言えば、その手におみおつけの椀わんを差し出す半蔵もまた、

「はい。この道場の、風物詩ですから」

　なにごともなかったように目を伏ふせるのだった。

　そして……。

「……ふぁ、なにごとですの……」

　寝ねぼけた態で「小屋」から顔を出すのは、直江兼続だ。

　それは柳生道場の中庭に造られた臨時宿しゆく泊はく施し設せつ。

　すでに宗朗や十兵衛、千姫と半蔵、それに幸村と又兵衛で、柳生道場の主要な部屋は埋うまってしまっていた。

　そのためしかたなく、道場の稽古場を使ってもらおうとしたところ、兼続はそれを頑がんとして拒こばむのだった。

「この兼続！　くさっても奥洲名門直江家の名めい跡せきを継つぐ者ですわ！　いえくさってはおりませんわ！　と、とにかく柳生の世話になど、金輪際なりませんわ！」

　が、そう言ったところで、行くところもないのが兼続の現状。

　宗朗の成敗と道場に巣くう「豊臣派」の一いつ掃そうを、生徒会の書記長、松まつ平だいら尊たか保もりに命じられながら見事に失敗したばかりか、宗朗と「将」「士」の契りまで交かわしてしまったのだ。

　選せん択たく肢しのない、緊きん急きゆう避ひ難なん的なものだったとはいえ、もはや兼続は宗朗の剣姫マスターサムライ。生徒会に戻もどれるはずもなく、かといって、道場にいまさら寄宿するのも兼続のプライドが許さない。

　結果。

「こ、これはわたくしの家ですわ！　場所は借りますけれど、そ、それだって、勝手にわたくしの唇を奪うばった、その代償として当然ですわ！」

　畳たたみ一畳ほどの小屋を中庭に造った兼続は、そこに住むといって聞かず、宗朗もとうとう認めるしかなかった。

　とはいえ、それは客観的に見て限りなく、

「なんじゃ、この犬小屋は」

　一目で幸村に雑言を浴びせられてしまう。

「な、なんですって！　違いますわ！　これはコテージ！　コテージですのよ！」

　兼続の弁解もむなしく、いつのまにか小屋の正面には「かねつぐ」と書かれたプレートまで貼はられる始末。しかもこのネームプレート、みょうに魚っぽい臭においがしたのは、もとはカマボコの板だったことを如によ実じつに物語っていた。

「板付きのカマボコは、いまは高級なのじゃぞ」

　もちろん幸村の「兼続いじり」のひとつであった。

　と、かような経けい緯いを経へて、道場中庭に造った小屋、もといコテージに住み着いている兼続ではあった。

「またあのお子様幸村がなにか騒さわいでいるのですわね。もういいですわ。どうせまた……ふぁあ……もうひと眠ねむりさせていただきますわ」

　そう言って自作の小屋、もといコテージの入り口から首を引っ込めると、そのままコテッ、と毛布にくるまって眠る兼続は、どうみても犬……もとい、イヌ科の動物を思い起こさせた。……同じか。



　そんないつもの（？）柳生道場の朝だったのだが。

「じゃあ、もうほんとうに行くからね」

　宗朗が居住まいを正し、改めて十兵衛に向き直る。

「うん。行ってらっしゃい、お兄ちゃん」

　こんどは十兵衛も比ひ較かく的てき落ち着いて見送る。

　うなずいて宗朗はきびすを返し、こんどこそ学園への道を歩きだそう、というところ……立ち止まった。そして振り返かえる。

「あー！　思い出したぞ！　今日から新学期。十兵衛も学園に通うんだよ。そうだ！　忘れてた！」



    

  
    
      　千姫の尽じん力りよく、というよりは勝手に学園の電脳にハッキングして生徒名めい簿ぼを書かき換かえる荒あら技わざによって、十兵衛は今期から正式に武應学園の生徒になっていたのだ。

「ほんと、だ！　お兄ちゃん！」

「急げ、したくするんだ！　遅ち刻こくするぞ！」

「うん。はい！　待っててえ！」

　バタバタと門をくぐり、母おも屋やへ駆かけていく十兵衛。その後ろ姿に、

「最初からわらわが言いたかったのはそこじゃ！　愚か者が」

　ぽつりとつぶやくのは、ようやく気を取り直した幸村だった。着き替がえに戻った離はなれの一角から眺ながめている。

「さて。わらわたちも参るとするか。いつも調べ物ばかりでは少々退たい屈くつじゃからの」

　幸村が言う。その背後で又兵衛が、

「……」

　無言のままうなずいていた。
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　明治の大改革によって封ほう建けん制度は廃はい止しされ、民主主義制度と議会、大日本国憲法などが制定された。しかし行政機関としての幕府と徳川将軍の権力は絶大で、現在も独裁的な政治が続けられている。将軍は第二十五代の徳川義よし康やす。首都は、天領大おお江え戸ど特区。

　武應学園。

　日本全国に校舎を有する巨きよ大だい学園だ。その本校は、大江戸から離れること約百キロ、霊れい峰ほう富士の裾すそ野のにその巨大なキャンパスを有していた。

　どれほど巨大か、というと、総敷しき地ち面積で大江戸ドーム二千個分。あまりに巨大過ぎて、その周しゆう縁えんはグレーゾーンであり、未開の樹海が広がっていた。

　将来の大日本国を担になう人材を育成する。それが武應学園設立のモットーだった。そして、封ほう建けん的てきな身分制度はなくなったとはいえ、武應学園は旧武士階級の子し弟ていが事実上独どく占せんする武士の学園でもある。

　そのためふだんからの帯刀は当然。女子も懐剣などの武器を携けい行こうしている。士道に適かなえば、いついかなるときでも決けつ闘とうが許されていた。

　生徒会長は徳川慶よし彦ひこ。

　将しよう軍ぐん、徳川義康の嫡ちやく子しにあたる。むろん将来は、第二十六代将軍を襲しゆう名めいすることになる立場。

　高度な学生自治を謳うたう学園は、生徒会によってほぼ統治されていた。それも、慶彦以下、徳川の旧親しん藩ぱん、譜ふ代だい大名の子弟たちで占しめられている。そのため、旗本生徒会、とも呼ばれていた。

　副生徒会長は慶彦の実じつ妹まい、徳川千。通つう称しよう、千姫。書記長には親藩筆頭の松平尊保。

　豊臣派。

　それはひとつの伝説であり、現実でもあった。

　長すぎる幕府独裁の政治に対し、民衆の抵てい抗こう運動が起こりつつある。大規模なデモや集会。抵抗組織も数多く、地下に潜もぐって活動を強めている。

　これに対して幕府の弾だん圧あつもまた厳しく、反幕府勢力と疑われるだけで容よう赦しやない逮たい捕ほや取り調べが待っていた。また、収しゆう監かんされた者はその後の行方ゆくえがわからなくなるなど、過か酷こくな弾圧には社会規模での批判が集まっていた。

　そんな中、人々の期待は「豊臣派」に収しゆう斂れんされていく。

　かつて徳川と覇はを賭かけて戦った豊臣一族、そして豊臣恩おん顧この大名、武将たち。

　現実には、大坂の陣じんで豊臣家は滅めつ亡ぼうし、現在に至るも豊臣姓せいはない。

　だが「豊臣」はいつしか反徳川のシンボルとなり、人々の豊臣派待望はますます大きくなっていった。

　人々の心の中に「豊臣派」が燎りよう原げんの火のように広がっていく中、しかしまだ知られていないことがあった。

　ほんとうの豊臣のサムライたちが、いま次々と顕あらわれているということを……。
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「……おはようござ……い、ま……すぅ!?」

　こうして夏休み明けの新学期、初めての登校。

　ひと月ぶりに教室のドアを開けた宗朗は、そこに不思議な光景を見た。

　ひとことで言うと、デ・ジャ・ヴュ。既き視し感かん。初めての光景なのに、まるですでに体験したかのような風景に映る。それがデ・ジャ・ヴュ。フランス語で、「すでに視みた」。

「ぁ、あ……」

　言葉が喉のどの奥おくにからまって出てこない宗朗に代わって、

「お兄ちゃん！」

　声を上げてその胸に飛び込んできたのは、またも、

「十兵……衛！　と！　うぁあああ！」

　押し倒されるように背中から倒れる宗朗。これもデ・ジャ・ヴュ。既視感。いや、既き体たい験けん感！

　これとそっくり同じことが起こった気がする。いや、起こっている。それも、今朝！　登校まえに。

　けっきょく。新学期から編入されることになっている十兵衛を伴ともなって、宗朗は登校した。十兵衛を教員室へあずけ、いくつかの用事に時間を費やした。

　そんなわけで遅おくれて教室へ入った宗朗を襲おそった……もとい、待っていたのが、ついさっき教員室へ送り届けたばかりの十兵衛だったのだから、デ・ジャ・ヴュも起こる。

「お兄ちゃん……お兄ちゃん!?」

　さいわい、倒れたひょうしにキスしなかっただけ、マシだったのかもしれない。

「十兵衛！　おまえ、どうしてここに。ここは、ぼくの教室で……」

「千が、編入しておいたのよ、宗朗」

　横から声がした。宗朗が振り向くと、そこには机の上に浅く腰こし掛かけ、得物の薙なぎ刀なたを挟はさむように、投げ出した脚あしを組んでいる千姫の姿が。かたわらにはもちろんメイド姿の半蔵も。

「千姫さま！　どうして十兵衛が。いや、この学園に入れるように頼んだのは、確かにそうだけど、でも同じクラスになんて」

「どうせ問題が起こるとしたら、同じクラスのほうがなにかと都合がいいじゃない」

「それは、そうだけど……」

　空から落ちてきた十兵衛には戸こ籍せき自体がない。

　プロフィールなどは創作するしかないのだが、宗朗よりも年下とすると、中等部になってしまう。

「校舎も違うし、それじゃ目が行き届かないからって、同じ歳にすることにしたの、おまえも賛成したじゃない」

　千姫が言う。

「学校でもお兄ちゃんといっしょだね！　十兵衛うれしいよぉ！」

　ようやく半身を起こした宗朗に、ぐいぐいグリグリ抱きついてくる十兵衛。なんだか胸で顔を洗われているようで、

「ちょ！　離れなさ……ぃ、ってば！　これじゃまるで……」

（道場にいるのと変わらない！）

　宗朗の心の声が聞こえたように、さらに別のほうから声が飛んできた。

「これでは道場と変わらん、などと思うておるのじゃろう。甘いわ、愚か者が！」

「ゆ、幸村……!?」

　宗朗が顔を向けると、そこにはまぎれもない幸村の姿。

　ふつうに教室の椅い子すに座っていると、幸村の小ささがなんだか強調されるようだ。制服ではなく、白スク水風ボディースーツ（本人主張）に羽織、という出いで立たちはいつものまま。

「ほら、ゆっきーもいっしょなんだよ！　べーたさんも！　これでおうちと同じだね、お兄ちゃん！」

「道場のほうは、風紀委員会のわたしの部下たちが留守居をしていますから、問題はないと思います」

　半蔵も答える。

　半蔵は服部家当主の家いえ柄がら。その立場を活いかして、クラス委員長と同時に、生徒会の風紀委員長の職にもある。風紀委員を構成するのは、代々服部家に仕える甲こう賀が忍にん軍ぐんのくノ一たちだ。

「おチビさんたちは、千の差し金じゃないわよ。というより、大学院まで飛び級だって聞いてたけど」

　千姫が水を向けると、

「わらわは大学院まで飛び級の権利がある、というだけのこと。その間の高等部を少々ひやかしたとして、何の問題もあるまい。それに……んん！　調べ物も一段落したことじゃ。十兵衛にも誘さそわれておったし、なによりおぬし、宗朗が昼間なにをしておるか、監かん視しせねばならんしの」

「監視、って」

「徳川の女と同級というだけでも油断ならぬ事態じゃ。道場ならいいものの、わらわの目が行き届かぬ学校内で何か起こらぬとも限らぬ」

「あら、どういうことよ、それ。まるで千が宗朗をどうかするみたいじゃない」

　聞き捨てならじ、と反論する千姫。

「ふん。まだおぬしを信用したわけではない、ということじゃ。気を許したら寝ね首くびをかかれかねんしの」

「なんですって。黙だまって聞いていればさっきから、言っていいこととそうでないことがあるんだからね！」

「ほお。わらわがなにか間ま違ちがったことでも申したかの。おぬしが徳川の女であることに変わりはなし。それでなくとも宗朗を四六時中誘ゆう惑わくして迷めい惑わくしておるのじゃ」

「あ、あのぉ……」

「誰が誘惑なんてしてるってのよ！　ははぁん、わかったわ。まあ確かに、おチビちゃんのそれじゃ、裸はだかになって歩いても、風か邪ぜを引かないように、って心配されるのがオチだものね。そこへいくと千のこの身体が、宗朗の目の毒になっている、というのは理解できるわ。ごめんなさいね。でもこれ以上小さいカップのブラなんて入らないし、サラシで押さえつけるのも苦しいでしょお？　それに最近また大きくなったみたいで……」

　わざとらしく胸を抱いて見せては、ため息をつく千姫。

「あ、あの」

「また乳か！　また乳のことでこれみよがしな！　まあよいわ。どうせその浅はかな乳しか誇るものがないのじゃからな。せいぜい水でも空気でもため込んで、せいいっぱい乳袋を膨らませておくがよいぞ。あ、そうじゃ。クルマに乗っておるときには便利そうじゃの。乳がエアバッグの代わりになって安全じゃ。よい安全装備を持ったものじゃの」

「あの、あの……」

「ね、お兄ちゃん、エアバッグって、なに？」

「はあ？　なにが、人の胸をエアバッグだって言ってるのよ！　いい？　持っていない人が、他人の持ち物を非難するって、どういうことかしら。そういうのをね、『ひがみ』っていうのよ、『ひがみ』！」

「なんじゃと！　わらわがひがんでおるというのか！　愚か者が！　そのようなエアバッグ乳など誰がほしがるというのじゃ！　国土交通府にでもくれてやるがよかろう！」

「ああー、ちょ、っと……ちょ！」

「国土交通府ってなに？　お兄ちゃん？」

「なんですって！」

「なんじゃと！」

　にらみ合う千姫と幸村。

　その間でオロオロする宗朗。楽しそうな十兵衛。まったく空気を読んでいない。

　あたりを見回すと、クラスメイトたちはさっさと遠巻きに待たい避ひ。浴びせてくるのは、唖あ然ぜんとか呆ぼう然ぜんを通とおり越こし、完全に白い視線。

（お、終わった。ぼくの……学園生活……）

　そのとき、タイミングよく聞こえてきたのは宗朗の社会的評価終しゆう了りようを告げるチャイム、ではなく、ホームルームの開始を告げる、定時のものだった。

　いっしゅん、気がそがれる。教きよう壇だん側のドアが開いて、担任の教師が入ってきた。

「きりーつ！」

　日直担当が反射的に声を張り上げる。全員が席に戻り、いっせいに起立した。そういうところはやはり武士の学園だ。

「今日のところは見み逃のがしてあげる」

「ふん。その言葉、おぬしにそっくり返すぞ」

　千姫と幸村が、さっと離れる。宗朗もあわただしく自分の席に戻った。

「ん？」

　十兵衛が、早くも何かを感じ取っていた。それはすぐに明らかになる。

「あ、あの、今日からみんなの新しい仲間になる友だちを紹しよう介かいしちゃいます、ね」

　教壇に立った小こ柄がらな女性教師はそう言って、まだ開いたままのドアのほうを手で示した。そして、

「……」

　ドアから入ってきたのは女子生徒だった。

　誰もが、吸い寄せられるように彼かの女じよを見た。一いつ瞬しゆんで教室内の空気が、変わった。

　銀色の髪の少女。

　腰まで届く長さの髪と、スレンダーな長身。なのに、ひと目でわかるほど制服の胸もとを押し上げているバストや、超ちようミニのスカートから伸びるみずみずしい素す足あし。

　だがはっきりと目を惹ひくのは、その首もと。

「首輪……？」

　教室の誰かがつぶやいた。

　赤い首輪。あきらかにチョーカーなどのアクセサリーではない。

　無骨な大型犬の首輪にしか見えない。外側に銀の鋲頭。内側、つまり首の素す肌はだに触れる部分に、鋲の棘はりがいくつも尖とがっている。触れるだけで、本人の首を傷つける残ざん酷こくな仕し掛かけだ。

　この時期。新学期の始業の日。教師に連れられて朝のホームルームで紹介される見知らぬ生徒。

「はい。では自己紹介してもらっちゃて、いいですか？　え、と」

　間違いない。転入生。幼よう稚ち舎しやからのエレベーター組が大半を占める武應学園にあってはめずらしい。ことに高等部の、それも後期からの編入などはきわめて。

（誰……なんだ）

　教壇の横に立つ少女の顔を、宗朗は凝ぎよう視ししていた。誰か知りたい。その思いがこれほどに強い。それは、惹かれている、ということなのか。

「宗朗？」

「おぬし」

　異様な空気を感じ取って、千姫と幸村が声を上げる。が、宗朗は動けなかった。その後ろの十兵衛もまた。

「あ、あの、自己紹介……ぃ」

　女性教師もまた、教室の空気を感じておろおろする。

　転校生の少女が、伏せていた顔を上げた。

　顔にかかっていた前まえ髪がみが、わずかに流れる。それでもあまり表情が読み取れない。わかるのは、整った面おも立だちに、薄うすい唇。その唇が描く口の形が、うっすらと微び笑しようを形作っていること。

　前髪の向こう、眼帯で片目が隠れていた。青白いほどの肌はだに、残った左目の澄すんだグリーンが、不思議な静けさをたたえている。

　その瞳ひとみが、宗朗の視線を真正面から、受け止めた。

「柳生……宗朗さま、ですね」

　少女が口を開いた。それはまっすぐに、宗朗だけに向けられてのみ発せられたメッセージ。宗朗には、向かってくる視線と相まって、それがまるで鑓やりの穂ほ先さきのように感じた。

「そうだ。ぼくが……柳生宗朗だ。きみは……」

　誰。こんどこそ問える。誰か、わかる。そして心の中のザラッとした引っかかりが、消える……はず。

　だが逆に問いかける宗朗に少女は答えず、そのまま教壇から降りると宗朗のもとへまっすぐに進んできた。

「ぇえ？」

「お、ぉお」

　思わず、教室中から声が漏もれる。

　そのただならぬようすに、千姫も幸村も、すでに身構えていた。半蔵、又兵衛も得物を握っている。

　武應学園は武士の学舎。

　一いつ般ぱんの女子生徒でさえ、護身用の懐剣などはつねに携たずさえている。転入生の少女もまた、手には鞄かばんしかもっていなくとも、どこにどんな武器を携行しているかわからないのだ。

「宗朗さま」

　少女が、歩を止めた。それは宗朗の目の前だ。

　翠みどり色をたたえた瞳が、まばたきもせずに宗朗の目を見み据すえる。

「きみは、誰、なんだ」

　宗朗はようやくそれだけを口に出した。

　千姫や幸村だけでない、教室の全生徒が瞠どう目もくするなか、とうとつに、少女が持っていた鞄を落とした。やけに大きな音が響く。と、思うと、

「ぇ」

　不意に少女の姿が消えていた。宗朗の視界から消えた、と思ったのは、彼女が宗朗の目の前で床ゆかにひざまずいたからだ。

「なに、を」

　そう思う宗朗の前で、さらに驚おどろくべきことが起こった。

　床に膝を突いた少女はさらに、腰を落として両手をも床に落とした。いや、手のひらではなく、両手の三つ指を膝の前につく。そのあとは、

「……ぉおおー」

　誰ともなく声が上がった。

　少女が、深々と頭を下げていた。宗朗の足元で。

　とうに額は床についている。長い髪が放射状に広がって、床に流れていた。

「ちょ……っと、きみ！　手を……！」

　あわてて宗朗もまた、屈かがみ込む。少女の手を取って、顔を上げさせようとした。だがそのままの形で、少女が言う。

「義よし乃の、と申します」

「義乃、さん？」

「列れつ堂どう義乃です。どうかお見知りおきを。宗朗さま」

「と、とにかく顔を、あげて！」

　いまでは手のひらまでをそろえてきっちりと床につけていた義乃は、ようやく床から額を離した。

　少しホッとした宗朗は、さらに義乃を立ち上がらせようとして手を差し出した。しかし義乃の翠の目に見つめられ、さらに衝しよう撃げき的てきな言葉を聞くことになる。

「わたしを……列堂義乃を、宗朗さまの奴ど隷れいにしてくださいませ」



　そのころ。

　武應学園高等部から掘ほりを隔へだてた、ここは中等部。

　高等部の宗朗の教室が、濃こい面々で煮にえたぎるような沸ふつ騰とう状態を見せているのに対して、じつに平へい凡ぼん、平静、時間の流れまで違うような、低密度のなか、

「なんだか平和ですわ。あの宗朗ですとか、幸村がいないとこうも穏おだやかですのね」

　教室の窓から薫かおる風に鼻をひくひくさせるのは、兼続である。

　本来は幸村と同学年。しかし幸村が飛び級をいいことに高等部へ押しかけているいま、中等部には兼続だけ。

「……なんだかわたくしだけ除のけ者にされているような気も……い、いいえ！　そんなことありませんわ！　あんなやかましい連中、いないほうが全然いいですわ！　だいたい、道場でもいっしょ、学園でもいっしょ、では、気が休まりませんわ。うっとうしい。わずらわしくて、たまりませんもの！」

　しかしなぜか、脳のう裏りには十兵衛以下、千姫や宗朗たちの顔が次々と浮かんできてしまう。あまつさえ……、

「な、なんですの！　幸村まで……！　ば、バカはおやめになって、ですわ！」

　宿敵、いや、天敵の幸村の顔までが浮かんできて、兼続はうろたえた。また、文句を言いながらも柳生道場の面々が恋こいしくなるほど、教室ではひとり浮いている、友だちのいない兼続だった。

「そうですわ、そんなこと、ありませんわ」

　否定の言葉がどこか寂さびしく響く。ついでに兼続のお腹なかも、鳴っていた。

「お腹……空きましたわ。給食はまだですの」

　かたくなに道場でみんなといっしょの食事を拒んだ結果、一日一食しか食べられず、給食を待望している兼続であった。
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「ええええー！」

「おおおおおおっ!?」

　教室内が、一種の阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれていた。

「み、みんな、静かにしてくださぁい。せ、席について。あ、あなたたちもぉ……！」

　ますます混乱する女性教師。

　武士として、たいていのことには慣れている同級生たちだったが、義乃のひとことが伝わるや、興奮とパニックにも似た状じよう況きように陥おちいった。

「わたし……義乃を、宗朗さまの奴隷にしてくださいませ」

　よりによって、奴隷。恋こい人びと、愛人、お友達から、それらすべてを吹ふっ飛ばしたところにきっとあるのが、奴隷。

「ど、奴隷、って……」

　宗朗も反復せざるを得ない。

　義乃は微ほほ笑えんで、

「はい。その通りの意味です。奴隷とは、生せい殺さつ与よ奪だつの権をすべてご主人さまたる宗朗さまにお預けするということ。宗朗さまが死ねとおっしゃれば、義乃はいますぐに首をかき切って死にます」

　うれしそうに、言う。

　猟りよう奇き的てきなその言葉の内容には、一同退くものがある。それは宗朗でも同じで、また言葉を失っていると、

「もちろん、死なない程度に、半殺し、くらいであれば、義乃も何度もご命令に従えるということですから、より歓かん迎げいできます。半殺しよりももっと軽く、いたぶる程度でも、かまいません。義乃の、傷ひとつない玉の肌に、鋭えい利りな傷きず跡あとを付けてみたい、ですとか、一生消えない痣や跡あとを刻みつけたい、なんていうのでも」

　多少ソフトにはなったが、やはり方向性は同じ。

「いや、だからケガとか、そっちのほうじゃなくて」

「ええ、わかっています。ただ、男性は、付き合っている、あるいは婚こん姻いんしている女性に対して、その独どく占せん欲よくを満たし、また周囲に対して誇こ示じするために、女性にいろいろなことをさせたり、言わせたり、また、服装や髪かみ型がた、お化け粧しよう、といったことでもアピールさせたりするものです。これは、他に対して女性を、『オレ専用』と印象づけるのと同時に、いっしゅの貞てい操そう帯の役目をも果たしています」

　いっきに言う義乃。

　ここまで来ると教室の生徒たちも、宗朗も聞き入ってしまっていた。

　気弱そうな表情。か細い声はときに震えるようでもある。

　なのに、行動はしごく大だい胆たん。その言葉も、ていねいで奥ゆかしいように見えて、かなり言いにくいことまですべて言ってのける。

　が、むろん納なつ得とくなどしない者もいる。

「なんじゃその女は！　痛い理り屈くつなど並べ立ておって！」

　幸村だった。

「いきなり奴隷ってどういうことなの！　少しおかしいんじゃない」

　千姫もこれには同調する。

　ふだん犬けん猿えんの仲のふたりだが、あらたな異分子に対してはすばやく反応するのだ。当然、排はい除じよの方向で。

　なんだかその構図が、嫁よめいびりの姑しゆうと、小こ姑じゆうとめにちょっとだけに似ている、という気が一瞬したのは、

（た、たぶん気のせいだよ、な……）

　と宗朗は思う。

「おねがいですぅ。席についてぇ……」

　女性教師の言葉が、ますます小さくなっていくようだ。

　義乃は少しも動じない。顔はすでに上げて、正座に近い姿勢でいるものの、三つ指は再びついたまま。幸村たちを見ずに言う。

「恐おそれながら。生徒会副会長の徳川千さま、それに真田幸村さまとお見受けいたします」

　ふたりがうなずくと、

「じゃま、ですので、口を挟まないでほしいんです」

　ぱしり、と言い切った。

　これには宗朗も、うっ、と驚き、また退いた。幸村たちを相手に、誰がそんなふうに言えるだろう。

　果たして幸村も、いっしゅん呆あつ気けにとられたものの、すぐに、

「な、なんじゃと！　言うにこと欠いて、わらわをなんだと……！」

　言い返す。千姫も加わった。

「この千を相手にいい度胸ね。それだけ言う、っていうことは、もう覚かく悟ごはできているのよね」

　薙刀に手をかける。すでに幸村も大鉄てつ扇せんを握っていた。

「ちょ……！　みんなちょっと待って！」

　宗朗があわてる前で、義乃は相変わらず三つ指をついた姿勢を崩そうとしない。幸村たちのほうを見てもいなかった。

　誰が見ても、義乃の絶体絶命のピンチ。たとえ威い嚇かくだけだとしても、そのプレッシャーはすさまじい。なのに変わらず、姿勢も崩さず、微笑を浮かべたまま。

「どうやらほんとうに、命がいらぬようじゃな！」

「やめろ！　幸村！」

　幸村の大鉄扇が義乃の頭を薙なぐ、というところ、

　それに先んじたのは、意外にも千姫だった。小声で、

「ちょっと脅おどかすだけ、なんだから。おおげさに尻しり餅もちでもついて驚いたら、許してあげる」

　そう言うと千姫は、薙刀の柄えに仕込まれている小柄を引き抜ぬいた。

　義乃に背を向けていた千姫が、振り向きざまに小柄を放つ。それは軽く義乃の胸もとをかすめる軌道。が、

　キン！

　乾かわいた金属音とともに、次の瞬しゆん間かん、難なく小柄は弾はじかれていた。

　もっとも間近にいた宗朗にはすべてが見えていた。が、それはひどく奇き妙みようともいえるものだった。

　義乃の手に、裁さい縫ほうばさみが握られている。

　千姫が小柄を放つ寸前、かたわらに置いてあった自分の鞄に手をやると、義乃は中から裁縫ばさみをつかみ、取りだしてかざした。

　そして飛んできた小柄を簡単に受け流した。

「ちょうど今日は家庭科の授業のためにお裁縫道具を持ってきていたんです。偶然とはいえ、とっさに使えてよかった」

　義乃が笑った。

「違う……」

　宗朗がつぶやいた。

　とっさに使った？　偶然？　そんなわけがない。

　本気ではないとはいえ、剣姫マスターサムライの千姫が飛ばした小柄を、そんなもので受けられるはずが。いや、受けられる、としたら……？

　宗朗の考えは、すでに他の剣姫マスターサムライの少女たちにも共有されていた。

　幸村が、千姫が叫ぶ。

「宗朗、その女……！」

「サムライよ！　いえ、もっと……」

　それしかない。答えはわかっていた。が、宗朗はまだ信じられず、義乃を見る。義乃は鋏はさみを膝の前に静かに置くと、改めて床に三つ指をついた。

「はい。ですから義乃は宗朗さまに、剣姫マスターサムライにしていただきたいんです。宗朗さまと契って、宗朗さま専用の剣姫マスターサムライに、してください」

　再び、深々と頭を垂たれていった。

「サムライ……ぼくの、剣姫マスターサムライに……だって？」

「宗朗さまの奴隷で、剣姫マスターサムライ。義乃はそのために、ここに来ました」

　そう言うと再び深く頭を垂れる義乃。銀色の髪が辞じ儀ぎをしたまま八方に散って、別の生き物のように息づいて見えた。



４



　朝のホームルームは紛ふん糾きゆうの末、ひとまず収まった。

　義乃自身がサムライと告白したことで、幸村たちと一いつ触しよく即そく発はつの危機となった。ものの、

「……もう！　もう、授業時間なんですよぉおお！」

　担任女性教師の溜ために溜めたひと言、ほぼ悲鳴でようやく終了。すでに授業時間まで食い込んでいたのだ。

　問題は休み時間だったが、先に動いたのは千姫・幸村だった。

「来なさい、宗朗」

「わかっておろうな」

　むろん、拒きよ否ひ権けんなど宗朗にはない。

　半蔵に又兵衛、それに、

「十兵衛、十兵衛は……」

　宗朗が探すと、

「義乃さんっていうの？　十兵衛も今日からこのクラスに入ったんだよ。同じだね！　仲良くしようね！」

　早くも義乃の席に出張って、話しかけていた。

「ぁ、はい……ぇ？」

　これには義乃のほうが当とう惑わくしていたくらいなのだが、

「ええい、おぬしも来るのじゃ！」

　しまいには幸村に引っ張られて教室をあとにすることに。

「あー、ゆっきー痛い痛い！　耳引っ張らないで、痛～い！　義乃さん、またねー！　痛たたた……！」

　こうして教室をいったん離れた柳生道場の面々。

「……で、なんでここ、なんだ」

「しかたあるまい。校内で密談といえばここ、と決まっておろう」

「それにしても、少し……だいぶ狭せまいですね」

「す、すごく狭いよぉ、お兄ちゃん。ねえ、なんでこんな……？」

「だからなんで女子トイレなんだよ！　ぼくは男だってば！　それも個室の中って！」

　ぎっちりと、詰まっていた。宗朗に十兵衛、幸村と又兵衛、それに千姫と半蔵。

　六人も入れば、作りに余よ裕ゆうのある武應学園のトイレ（大小など武器を持ったまま入るため。内部には刀かけももちろんある）とはいえ、定員オーバーになるのは決まっている。もとい、定員は一名である。

　立りつ錐すいの余地もないとはこのこと。

「だから！　全員が入ること、ないじゃない！」

　千姫のひとことで外へ出たのはいいが、

「というか、女子トイレ以外のところにしてくれよ！」

　宗朗の主張はしごくもっともだった。



「あの女は危険じゃぞ、宗朗」

　結局、廊ろう下かの隅すみに集まって話すことになる柳生道場の面々。けっこう、かなり怪あやしい見てくれではある。

　あの女、とはもちろん義乃のことだ。

「しかし列堂義乃、とは誰のサムライなのでしょうか」

　半蔵が言うのは、義乃が誰の魂たましいを受うけ継ぐサムライなのか、ということだ。

　サムライはすべて、かつての武人の名を持ち、すなわちその魂と繋がる者とされる。そのサムライたちが、江戸時代初期の武人に集中しているのは、いまのところの謎と言ってもよかった。

「列堂……」

　幸村が小さくつぶやいた。

「幸村、何かわかったのか」

「ん、いや、それよりも、じゃ。おぬし、どうするのじゃ。まさかあの義乃と契約するつもりではあるまいな」



    

  
    
      　ジロッ、と宗朗を見る幸村の目。あきらかにたっぷりと怒いかりや苛いら立だちを含ふくんでいた。なにしろ宗朗の契約方法はキス。義乃と契約するということは、キスするということ。

「い、いや！　まだ義乃さんがどういう人かもわからないし、その目的もわからないんだ。契約なんてできるわけないよ」

「まだ、じゃと？　では義乃の素す性じようが明らかになって、納得できれば契約するというのか、おのれは！」

「そうよ、これ以上増やしてどうするつもり！　千との二度目のキスもまだなんだからね！」

「そんなことは誰も言っておらぬわ！　どさくさにまぎれてなんじゃ、この乳女が！」

「あら、おチビちゃんは、その立派なおデコにい～っぱいキスしてもらえばいいじゃないのよ！」

「なんじゃと！」

「なんですって！」

「少々、かなり論点がズレていると思うんですが」

　間に入ったのは半蔵だった。幸村、千姫とも顔を背そむける。双そう方ほうとも、見事にプーッと頬が膨らんでいた。

「……あの、あのね」

　そんな中、手を挙げるのは十兵衛だった。

「なんだい十兵衛。別に意見があるなら、手を挙げなくても言っていいんだよ」

「うん。あのね……義乃さんと仲良くしちゃダメなのかな」

　これには千姫がさっ、と反応した。

「あれを見ていなかったの？　あの娘むすめはサムライで、自分から宗朗に近づいてきたのよ。ぜったい怪しいんだから！」

「でも、千姫さんや半蔵さんだって、最初のうちはお兄ちゃんを襲ってきて、敵だったんだよ？　ゆっきーやべーたさんも。でもいまはこんなにみんな、仲良しなの。なんでかなあ」

「そ、それは……」

　十兵衛のまさかの正論に、千姫がパッと顔を赤くする。さらに、

「だからだよ。義乃さんも、いまはドレイさんだけど、きっと仲良しさんになれるって十兵衛思うんだ！」

「いや、奴隷は違うと思うけど……」

　宗朗もちょっと退く。

「いや、よいかもしれんの」

　だが、賛成したのは意外にも幸村だった。続けて、

「たしかに、同じクラスにいて宗朗に近づくな、というのも無理な話じゃ。それよりも、むしろ近くに泳がせておいたほうがシッポをつかみやすいかもしれぬ」

　と言えば、千姫もまた少々不満そうながら、同意する。

「まあ、そうかもしれないわね。最悪、契約しちゃったとしても、そうなれば宗朗には逆らえないわけだし、そういう意味の心配はなくなるわね」

「最悪、ですか……」

　義乃と契約すれば、道場の戦力は単純に増えることになる。生徒会との対立では有利だが、千姫の心情的には最悪らしい。

「え、ゆっきーほんと？　千姫さんも。義乃さんと仲良くしていいの!?」

　よろこぶ十兵衛。

「まあ、おぬしがしたければ、かまわぬ。あの義乃がどう反応するか、見物でもあるしの……ん」

　そう幸村が言ったところで、次の授業が始まる一分まえのベルが鳴り始めた。学園では、時間を告げるベルはつねに一分まえに鳴り、ちょうどの時間には席についていなくてはならない。

　全員、教室へ戻るところ、

「ぼくはちょっと」

　宗朗だけがみんなと別れて、廊下の先へ急いだ。その背中に幸村が、

「おぬしはスケベじゃからな！　あの女の術中に容易にはまらんともかぎらぬ。ゆめゆめ気をつけよ！」

　それだけ言うと、くるっときびすを返して教室へ入ってしまった。

「な！　なんでぼくが……。まあいい、か」

　宗朗が向かったのは、男子トイレだった。ベルはもう鳴っているのだ。素す早ばやく済ませて教室へ戻らなくては。

　トイレの中へ。並んだ小用の便器のひとつへ歩み寄る。制服のズボンの前に手をかける、というところ、

「宗朗さま、お手伝いいたします」

　背後から声をかけられた。

「うああ!!」

　下ろしかけていたファスナーを、思い切り引っ張り上げた。危なく中の一部を挟みそうになる。

　振り返る。そこにいたのはもちろん、

「だ、誰……義乃、さん。な、なんでここに!?　ここ、男子トイレだよ。それにもうすぐ、授業が始まる時間で」

　もちろん、そこにいたのは義乃だった。並んだ個室を背に、立っている。

　いつの間に入ってきたのか。最初からそこにいたのか。それとも個室の中から出てきたのか。それにしても、よくよく今日はトイレに縁がある、と思う。

「お小水の途と中ちゆうだったのですよね、宗朗さま。義乃ならかまいません。ご遠えん慮りよなさらず、続けて用をお足しになっててください」

「まだしてないよ。い、いや！　ぼくがかまうから！　というより、そんな後ろから見られててできるわけないよ！　それに、ここ男子トイレだから。女子はいちゃいけないところだと思う！」

　だいいち、男子トイレに女子が入って、恥はずかしくないのだろうか。

「懸け念ねんには及およびません。いいえ、いつも男子トイレに入ってるわけではありません。今日のいまが初めてです。でも宗朗さまが命じるなら、お小水の用をお足しになるのをお手伝いするのに、ためらいはないんです」

「ためらうよ、ぼくが！　それに、そんなことひとりでできるし。手伝ってもらうことなんか」

「はい。男性の場合、ズボンのファスナーを下ろす。ブリーフなど下着の中から性器を取り出し、ズボンの外へ出す。狙ねらいを定める。そこで腹圧をかけて、用を足していただくとして、終わった後、適度に振って水すい滴てきを払はらう。男性の場合、尿によう道どうが長いですから、これをじゅうぶんに行う必要があると聞いています。場合によっては、トイレットペーパーで拭ぬぐってもいいと思います。すべてが終わったならば、またズボンの中、下着の中の所定の位置へお戻しします。ファスナーを上げて、元通りにしたら完かん了りようです。どうでしょう。工程に落ち度はありませんか？」

「ない。いや、落ち度がなければいいってわけじゃなくて！　そんなこと、他人に、というか、女性にさせるやつ自体、いないんだよ」

「そうでしょうか。さきほども申し上げましたが、男性はおうおうにして女性を自分の思い通りにしたい、という願望にかられるものです。王様のように振るまうというのもそのひとつで、その場合女性は召めし使つかい、メイド、ときには奴隷のような行こう為いを求められます。また男性側も、自分の無理な要求を女性に強しいる快感と、それに従う女性を眺めることで愛情確かく認にんをする、という二重の行為を伴っています」

「あ、あの」

「一いつ般ぱん的てきに言って、男性は嗜し虐ぎやく傾けい向こう、逆に女性は被ひ虐ぎやく傾けい向こうがあると言われます。もちろん例外はありますし、反論の余地も大いにあるところではありますが、わたし、義乃に限ってはこの傾けい向こうは当てはまります。つまり、義乃に少々無理無体なことをさせてもかまわない、ということなんです。積極的によろこぶ義乃がここにいますから。小用を足すのを手伝え、あるいは、全部おまかせでやれ、などということもまた、義乃にとってはご褒ほう美びに等しいんです。よろこんでいるんですよ」

　長い、セリフだった。口上にも等しい。

　聞いているうちに宗朗の中の常識とか、女性らしさとか、そもそも言っている内容すらが少しずつ崩ほう壊かい変容して、後半はほぼ言葉というより音を聞いているような感じにまでなってきていた。

「え、ええ、と」

「さらに言えば宗朗さま。宗朗さまの性器に触れてその大きさや感かん触しよく、形状と言ったものをここで確認、経験しておくことは、将来役立つと思いますし」

「将来……なんの」

　思わず聞いてしまった。聞かなければよかった、と思ったのはその直後だ。

「将来の、性的行為に関してです。宗朗さまの性器を義乃の……」

　頬を染めてうつむきながら、しかしやはり言うことは言う義乃。

「す、すいません！　さよ、なら！」

　限界だった。宗朗はもはやダッシュで男子トイレを脱出すると、脇わき目めもふらずに廊下を走っていた。

「廊下は走らず」、そんな張り紙が見えたが、今日に限っては破っても許される気がした。

（ダメだ、あのコ。早くなんとかしないと……！）

　しかしいまなんとかしてほしいのは、圧あつ倒とう的てきに宗朗のほうだと言えた。



　いっぽうの中等部教室。

「給食、まだですの……」



    

  
    
      弐◆般若面は美少女仮面？
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「わかりきった授業をたわむれに受けるのも疲つかれるものじゃの」

　柳生やぎゆう道場への帰り道。

　歩きながら言うのは、幸ゆき村むらだ。

「ウキキ！」

　まるで答えるように、その肩に腰掛けていた佐さ助すけが声を上げる。かたわらには又また兵べ衛えが、鑓をかついだまま付き従っている。

　じつは幸村は、午前中いっぱいで早退してきたのだ。

　あのあと……一時間目の休み時間のあと、義よし乃のが、こつぜんと消えてしまったからである。

「どういうことじゃ、あの女……」

　義乃と仲良くなりたい、と言っていた十じゆう兵べ衛えなど、しばらく休み時間ごとに義乃を探し回っていたものの、まったくの空から振ぶり。

　宗むね朗あきらのほうも、襲しゆう撃げきされた、などならともかく、圧倒的に言葉で迫られた……責められただけな男子トイレでの顛てん末まつをいちいち幸村たちに言えるはずもなく、顔に渋面を作って黙っているだけ。

　かくして、その後の教室は奇妙に平へい穏おんだった。

「どうせ義乃もいなかったのじゃし、授業を最後まで受けてもよかったかの」

　宗朗たちといっしょに帰ればよかったか、とも思う。

「い、いや。だいいち、宗朗とは道場へ帰ればいつでも会えるではないか。いっしょに、というなら、明日の朝、いっしょに登校すればいいのだしな」

　なんだか言い訳ぽいのが自分でもちょっと気に入らなかった。幸村はわざと、ちょっとだけ口を尖らせてみる。

「背中に、お乗りになりますか、幸村さま」

　又兵衛が言った。

　なにしろ幸村と又兵衛では体格に差がありすぎるため、長い時間を歩くときなど、又兵衛が背せ負おったり、肩に乗せたりするほうが楽なのだった。

「いらぬ。わらわはもう大人じゃぞ。おぶってもらったり肩に乗るなど、もうありえぬ」

「そうですか」

「そうじゃ」

　大人、と主張して前を歩く幸村を、又兵衛は微笑ましく眺めた。が、微笑の形になった唇が、不意に引き締まる。

「幸村さま」

「うむ」

　幸村も気づいていた。答えながら目は振り向かない。すぐに幸村の視線の先、ひと気のない四つ辻の角から、ゆら、と人ひと影かげが現れた。

　セーラー服の制服姿。腰まで届く長い銀ぎん髪ぱつ。そして、

「なんじゃ、あれは」

　幸村が言ったのは、その人影が異様な面をつけていたからだ。

　般若面。

　本来は仏教の「智ち」を表す「般若」だが、その言葉を聞かされて思い起こすのは、女性の恨うらみを形とした、角を生やし、醜みにくく威嚇するように目を見開き、裂さけた口に歯を剥むき出した、怨おん霊りようの面だろう。

　手に持った武器も、奇妙だった。

「月げつ牙が産さん」

　つぶやいたのは又兵衛だ。

　それは『西遊記』の沙さ悟ご浄じようが愛用していた武器。

　鑓のように長く、片手で振り回まわすのはもちろん、両手で突つく、払うなどもできる。長さは約二メートル。

　もっとも鑓と違うのは、穂先にあたる部分が平たく四角く、ヘラのようになっている点。また、石いし突づきとなる逆の端はしには、三日月のような刃はがつけられている。「月牙産」と呼ばれるゆえんだった。

　長い髪が風に吹かれて、おぞましい般若の面をときおりなぶるように覆おおい隠す。まるで笑うように、般若面がその顔を持ち上げ、振ると、首もとの赤い首輪が強調されるように見えた。

　長い銀色の髪。それに首輪といえば、

「義乃……列れつ堂どう義乃か、おぬし！」

　だが般若面は答えない。月牙産を手にかまえる。

　無言で進み出ようとしたのは又兵衛だ。もちろん手には五丈鑓。が、それを幸村が押しとどめる。

「おもしろい。列堂義乃、どうどうとやりあおうというその意気やよし、じゃ。ならばわらわひとりで相手してしんぜようぞ！」

「幸村さま」

「よい。相手はひとりじゃ。ふたりがかりでは寝ね覚ざめが悪かろう。というより、わらわひとりで釣つりが来るくらいじゃ」

　幸村が両手の大鉄扇を閉じたまま、かまえた。

「ウキッ！」

　殺気を察したのか、佐助が険しい顔になる。又兵衛に手招きされ、幸村の肩から飛び移った。
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「さて、どう来るのじゃ」

　幸村は頭の中で闘たたかいを組み立てた。

「月牙産じゃと。どう使ってくる。鉄扇を飛ばしてさばきを見るか。いや、まずは向こうから仕掛けさせる、これじゃな」

　幸村の大鉄扇は、閉じて打だ撃げき武器として使う、開いて周縁の鋭利な刃を使う、それにブーメランのように飛ひ翔しよう武器としても扱あつかうことができる。

　だが初見の月牙産を相手に、幸村はまず「後ごの先せん」を決め込んだ。まず敵に動かせ、それを受けての攻こう撃げきを狙う。

　果たして、ゆらっ、と動いた般若面が、月牙産を両手にかまえた。あきらかに突きの姿勢。

　踏み込みは大きく、鋭するどい。繰くり出される月牙産の、スコップのような先せん端たんがまるでズーミングするように迫ってくる。

「ふむ」

　予想の範はん疇ちゆう、とばかり幸村が一歩退いてかわす。かわした、と思ったところへ、

「なに!?」

　伸びた。まるで節根のように、月牙産の柄が二割ほども伸びたのだ。こうなるとただの月牙産ではなかった。仕込み月牙産ともいうべきものだ。

　もはや一歩の退きではとうてい足りない。幸村は半身になってかわそうとした。が、間に合わない。

「幸村さまっ！」

　又兵衛が鑓をきらめかせる。

「ならぬ！」

　幸村は又兵衛を制しつつ、思い切り身体をのけ反らせた。そのまま背後へ倒れる勢いで。

「……っ！」

　ほとんど地面に平行になった幸村の身を、凶きよう悪あくな月牙産の先がかすめて過ぎた。スク水スーツの胸もとが切きり裂かれた。

　だがこれでは第一いち撃げきをかろうじて防いだに過ぎない。すぐに第二撃が来る。

　もとより、これほど体勢を崩してしまっては、反はん撃げきもままならない。第二撃も避けられるかわからないのにこれでは。

　後の先を意識して、般若面の仕込み月牙産に圧あつ倒とうされてしまう。

　このような変わり種の武器は、その仕組みが相手にわかってしまっては攻こう撃げき力りよくが激減する。その意味で「先せんの先せん」でなくてはならない。

　般若面の「先の先」を許してしまった幸村の負け、と思われた。

「この……！」

　幸村は身体を極限までのけ反らせたまま、地面を蹴けって跳とんだ。そのまま斜ななめ後方へ、転がる。それしかもう動きの選択肢はなかった。

　後方へ跳ぶ、といってもわずか数十センチ程度ではない。とっさとはいえ、剣姫マスターサムライの幸村は十メートル近い距きよ離りを跳躍している。

　般若面はそれをものともせず、一歩で踏み込み、追いかけ、追い打ちを放ってくる。

　受け身をとって一回転する際に、幸村の片方の大鉄扇は失われていた。かろうじて仰向けに、地面に倒れた。が、そこが終点だった。

「ぅ！」

　首に、それが来た。

　月牙産の、もう片方の端。強い弧こを描いた三日月の刃が、あおむけになった幸村の首をさすまたのように捕とらえていた。

　もはや、動けない。幸村は地面に、展てん翅し台の蝶ちようのように繋ぎ留められてしまった。

「幸村さま！」

　又兵衛が動こうとするが、般若面に制される。

　無理もない。いま幸村の首には三日月の刃があてがわれている。握っている月牙産に力を込めるだけで、その小さな首は簡単に押し切ることが可能なのだ。

「勝負あった……ようじゃな」

　幸村が小さく絞しぼり出した。

　天才軍師がついにその負けを認めた。そう思えた刹せつ那な。

　ビュッ。空気を震わせて飛来する物があった。

　般若面の背後。斜め四十五度の上方から。角度は申し分ない。その狙いは……、

「かっ……！」

　不意を衝つかれた般若面が、幸村を残して退こうとした。が、間に合わない。月牙産にぶち当たって叩たたき折り、地面に突き刺ささる。

「ウキー！」

　佐助が興奮して叫んだ。

　飛来したのは、幸村の大鉄扇だった。

　月牙産の最初の突きを逃のがれ、地面に転がる、というところで幸村は大鉄扇を放った。身を回転させたのは、受け身を取るためだけではなかったのだ。

　自分が地面に倒れたあとは、月牙産の第二撃がそこへ来ることはわかっていた。

　ならば、般若面の位置はわかる。あとは、その未来位置へ、計算して大鉄扇を飛ばせばいい。

「勝負あった、と申したじゃろう。それが、これじゃ」

　駆け寄った又兵衛が手を貸して、幸村が立ち上がった。その片手には、まだ残りの大鉄扇がある。飛来したもう一扇せんも、すぐそば。

　対する般若面の月牙産は、もう失われている。

　勝負あった。

「さあ、答えてもらうぞ。なぜこんなことをしたのか。それと、なぜ宗朗に近づくのか、じゃ！」

　幸村が大鉄扇を般若面に向かって突きつける。

「……ぬ！」

　だが般若面は、不意に身を翻ひるがえすと逃とう走そうした。後ろ手に煙えん硝しよう弾だまを投げつける。

　爆ばく発はつする煙硝弾を避けて飛んだ幸村と又兵衛が、そのもうもうたる煙けむりが晴れた後で辺りを見回しても、もう般若面はいない。

「逃にげられたか。やれやれ、じゃ」



「義乃さんに、襲われた？」

　全員が帰宅したあとの柳生道場。幸村の話に宗朗が驚きの声を上げていた。

「義乃、と見てまずまちがいなかろう。なぜ般若の面などしていたのかは謎じゃがな」

「でも、どうして。義乃さんが幸村を」

　襲うのか。

「そうよ。どうせなら、千に仕返ししたらいいのに。わざわざおチビちゃんになんて、解せないわね。まあ、簡単に勝てそう、って思ったのかもね」

　千せん姫ひめが笑って言う。

　自分が小柄を投げたことが事態をよりややこしくした、という自覚はまったくないらしい。

「なんじゃと！　わらわが返り討うちにしてやったと、たったいま言ったばかりではないか、愚か者！」

「なんですって！」

　たちまち始まる千姫と幸村のいがみあいはいいとして……いや、よくないが、宗朗はことの真相が気になった。

「ほんとうに義乃さんだったんですか、又兵衛さん」

　又兵衛に水を向けてみる。

「……背格好や髪、服装は義乃と同じだった」

「義乃さんって、首にすごいアクセサリーしてるんだよね、お兄ちゃん」

　十兵衛も言う。

「アクセ……ああ、うん」

（首輪もしていた、ということだよな）

「十兵衛もあんなアクセサリーほしーい！　カッコイイもん。でも、学園の規則はだいじょうぶなのかな？　ほら、派手な装そう飾しよく品ひんはダメ、って」

「そっちかよ！　まあ、首輪はやめておけよな、十兵衛は。もっと、かわいいのがいいよ。こんど探してあげるから」

「ほんとう？　お兄ちゃん、約束だよ！」

　なぜかアクセサリーの無心をされているような気になってくる宗朗だったが、義乃のことに戻って、

「でも、顔も見ていないし、話をしたわけでもないというのじゃ、やっぱり義乃さんと決めつけるわけにはいかないと思うんだけど……」

　整理しようとすると、

「なんじゃと！　ではおぬしは義乃の肩を持つというのか。わらわと義乃の、どっちを信じるのじゃ！」

　千姫と言い争っていた幸村が、急に突きかかってくる。

「い、いや。この場合どっちを取るとかじゃなくて……だいいちその般若面が義乃さんと確定できないのに、どっちを信じるとか、変だろう？」

「そうだよ、ゆっきー。明日義乃さんに聞いてみようよ」

　十兵衛までもが言う。が、

「もうよい！　わらわのことが信じられぬと申すなら、もう話しても詮せん無ないことじゃ。又兵衛、行くぞ！」

「あ、幸村！」

　だが幸村は業ごうを煮やして立ち上がると、足早に出て行ってしまった。又兵衛が一礼して、あわてて追いかける。

「ゆっきー。行っちゃった」

　十兵衛が言う。道場の広間に微び妙みような空気が流れる。

「なによ、おチビちゃんたらムキになっちゃって。千もお風ふ呂ろに入って、もう休むからね」

　千姫と、半はん蔵ぞうも広間から辞する。

　残されたのは、十兵衛と宗朗のふたりだけ。

「……ね！　十兵衛とお兄ちゃんも、いっしょにお風呂入ろ！」

「入りません！」

「えー」

　いっぽう。道場の離れ、自室へ戻った幸村は、

「それにしても義乃。あの強さはやはりただのサムライでは……」

　ぽつりと、つぶやいていた。
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　翌日の教室。

　幸村は登校せず、又兵衛もそれに付き従っていた。

　ところが義乃も教室に現れない。

「義乃さん、どうしちゃったのかな」

　十兵衛が宗朗に言う。続けて、

「ゆっきーたちは、はんにゃら面を追おい払ったって言ってたけど、やっつけたのじゃないよね？」

「はんにゃら面じゃないよ、般若面！　……まあ、いいけど。でも」

（幸村たちと戦ったときにケガでもして登校できないのか？　まさか……）

　義乃と仲良くなる作戦の十兵衛はまたも空振り。だが昨日の般若面による襲撃と、義乃の不登校に関係があるのなら……。

　だが宗朗の懸念は、別の場所で払ふつ拭しよくされることになる。

　体育の授業時間。グラウンドで汗あせを流したあと、宗朗は野外の手洗い場で顔を洗っていた。

「ん……」

　水に濡ぬれた顔のまま、ジャージの尻しりポケットに入っているはずのハンカチをまさぐる。

「どうぞ。宗朗さま」

　その手に、やわらかいタオルの感触が触れてきた。

「ありがと、ぅ……え？」

　顔に押し当あてたタオルを宗朗がずらす。と、そこに立っていたのは、

「義乃、さん？　どうしてここに！」

　教室に義乃はいなかった。朝から、だ。なのになぜ、ここに。

　義乃は昨日と同じく制服をきちんと着て、銀髪を風にそよがせていた。右目の眼帯、首輪も同じ。

「はい。義乃はずっと宗朗さまのお側そばにおります。ずっと、つねに、見ていますよ。どこかから……。ですから、宗朗さまが必要をお感じになるときには、すぐにお近くへ駆けつけることができるんです」

　そう言ってクス、と笑った。

　背の高さを持てあますように立っている義乃。

　青白いほどの肌に、わずかに赤みが差している。が、なぜか宗朗は、ゾクッと悪お寒かんのようなものが背中を通り抜けるのを感じた。

「あの、授業を受けないの？　学園に来ているなら、どうして授業を」

　紛まぎらわそうとして宗朗が言う。

「授業は、義乃にはとくに必要なものではありません。いいえ、知識と教養、という意味でしたら、もう高等部課程の全教科は習得済みです。あとは、そうですね、試験にさえ出席すれば、単位も修得できます。全科目満点で、宗朗さまにも恥ずかしくない成績をとって証明いたしますから」

「それは……すごい、な」

　それが本当なら、たしかに授業になど出る必要はないのだろう。が、その分、宗朗の側につきまとっているのは……。

（それって、監視？　い、いや、ストーカー、だろう！）

「はい。宗朗さまのためなら、わたし、義乃はなんでも……」

　もじもじしている。青白い頬がさらに赤くなっている。ひとつだけの目を伏せると、びっくりするほど長い睫まつ毛げが震えるようだ。だが、

（方向性が、ぜんぜん間違ってる……！）

「あの、聞きにくいんだけど、義乃さん、昨日は一時間目の授業のあと、どうしてたの？　あ、いや、いまみたいにぼくをどこかから見てたっていうならそれはいいんだけど、そのあと、というか、午後とか放課後とか」

　聞くならいまだ、と宗朗は義乃に問いただす。もちろん幸村たちを襲った般若面のことだ。

「午後も放課後も、同じですよ」

「同じ、って。じゃあ、まさか」

「はい。宗朗さまのことを見ています。昨日は十兵衛さんといっしょに中等部へ寄って、兼かね続つぐさんと合流。連れだって道場へお帰りになりましたね。その後は夕食まで稽けい古こ。夕食をお作りになり、お風呂をお入れになり、女性の方々がお入りになる間、追加で火を焚たいてらっしゃいました。ご自分が入浴されたのは夜の十時を回ったあと。その後お勉強をなされ、就しゆう寝しんは夜の十二時。今朝は朝五時に起き床しようなさって、軽く稽古をしたあと水を浴びて、朝あさ餉げのしたくを……」

「うわああああ！　そ、それ、まさか全部……」

「はい。見ています」

　こんどこそ、真にゾーッとした。

　宗朗とて武士である。幸村たちのような剣姫マスターサムライの能力こそないものの、五感を研とぎ澄ませ、気を読む訓練も欠かさない。

　それなのに、

（ぜ、全部、見られてたのか？　なのに……ちっとも気づかないなんて……）

　それにしても、義乃はいつ眠って、いつ自分の身の回りのことをしているのだろう。そんな宗朗の心の中の疑問に気づいたのか、義乃はクスクス笑って、

「ご心配いりません。義乃もちゃんと眠って、お風呂にも入っていますよ。野宿などはしていませんから」

　それをいつ？　と宗朗は聞きたかったが、かえって恐ろしいような気がして呑のみ込んだ。それよりも、般若面がどうやら義乃でないことのほうが重要だった。

（これだけぼくに密着……してるんだし、幸村たちを襲ったりすることは不可能のはず。かなり変わってるけど、悪いコじゃないんだ。かなり、変わってるけど……）

「あ、えっと、十兵衛が、義乃さんと仲良くなりたいって、いつも言ってるんだ。たまに教室へも出てきて、おしゃべりでもつきあってあげてくれないかな」

　話を変えよう、と宗朗が言った。が、宗朗の口から十兵衛の名が出ると、義乃の目が急に沈しずみ込んだ。え、と思う変化だった。

「十兵衛が、なにかしたのか」

　思わず聞く宗朗に、義乃は口もとで笑って見せた。

「十兵衛さん。柳生十兵衛さんとは、義乃は仲良くできない事情があるんです」

「なんで、なんだ」

「十兵衛さんは、柳生十兵衛三みつ厳よしのサムライ……剣姫マスターサムライですか」

「そうだけど」

　なぜそんなことを、そう思う宗朗に、義乃はこんどこそはっきりと笑い顔で、言った。

「それがおかしいんです。なぜなら、この義乃が柳生十兵衛……十兵衛三厳というサムライなんですから」
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「よかったねぐつぐつ、もうみんなと仲良くなれて！」

　放課後の中等部の校門、すなわち三の丸門を並んで出てくるのは十兵衛と兼続だ。あいかわらず十兵衛はニコニコしているが、兼続は微妙な表情。

「その『ぐつぐつ』ってなんですの」

「ぐつぐつは、ぐつぐつのあだ名だよー。ゆっきーとか、べーたさんとか、十兵衛、あだ名付けるの、得意なんだー」

「だから、なんでわたくしが『ぐつぐつ』なんですの？　それと、手を繋ぐの、やめていただけません？」

「え、なんで？　ぐつぐつと十兵衛は仲良しさんなんだから、手も繋ぐし、チューだってするよ？」

「チュ……ま、まさか！」

「あはは、冗じよう談だん！　冗談、って言うんでしょ？　本気じゃない、っていうことだよ？」

「じょ、冗談くらいわかってますわ！　というより、冗談言わないでくださいませ！　それと、最初の質問に答えてもらってませんわ！　なぜわたくしがぐつぐつ……」

「だってー、直なお江えつぐつぐ、って言いにくいかなー、って」

「兼続！　かねつぐ！　ですわ！　だれがつぐつぐですのよ！　つぶつぶみたいで、そんなの、肌が泡あわ立だちそうですわ！」

「ハダガアワダチソウ？　セイタカアワダチソウなら知ってるけど。舶はく来らいの雑草なんだよ。日本が開国して、外国と貿易するようになると、種が渡と来らいして繁はん殖しよくしちゃったの」

「雑草じゃないー！　そんな話してませんわ！　なんでそんな雑草話に妙みように詳くわしいんですの？　あ、頭が痛くなりそうですわ！」

　無理もない。これが十兵衛ワールド。十兵衛ビギナーの兼続に、いきなりふたりきりの下校は厳しいものがあるようだ。

「でもいいなあー、ぐつぐつは。もう友だちできたんでしょ？　十兵衛は勉強が辛いよぉー。休み時間には復習しなさいって、お兄ちゃんに言われてるし。もっとみんなとおしゃべりしたいのにー」

「それは、わたくしは人望が厚いですから、当然ですわ！」

　じつは強気な割に人見知りする兼続もまた、友だちはまだいないのだが、ここはせいいっぱい虚きよ勢せいを張っておくようだ。

　その兼続の手を、十兵衛がギュッ、と握りしめた。

「なんですの、痛……」

「でも学校って、楽しいね」

　不意に十兵衛が言う。兼続が見ると、その顔が笑っていた。

「学校なんて、ふつうですわ。とくに楽しいとか……まあ、それは友だちどうしでおしゃべりしたり、そういうのは楽しいかも、ですわね」

　言いながら兼続にも、米よね沢ざわ校舎でいつもいっしょだった友人たちの顔が浮かんでいた。

「十兵衛、学校行くの初めてだから、なんでも楽しいんだ。いっぱい人がいて、先生が勉強教えてくれて、難しいけど、楽しいよ。千姫さまも、半蔵さんも、お兄ちゃんも！　ゆっきーもべーたさんも！　ゆっきーとべーたさんは、十兵衛が学校へ行くって言ったら、同じクラスに来てくれたんだよお」

「そんなことができますの、あのおデコ軍師は。まあ、やりかねないことですわね」

「十兵衛、小さいときのこと、おぼえてないの。ここへ来るまでのことは、自分の名前くらいしかわからなかった。お兄ちゃんは大好きだけど、でもほんとうのお兄ちゃんかどうかも、わかんない」

「十兵衛、あなた……」

「でもね、きっときっと、お兄ちゃんは十兵衛のお兄ちゃんだって、思う。だって、お兄ちゃんはあんなにやさしいし、お兄ちゃんといっしょにいるとすごく、うれしくて、しあわせな気持ちになるの。うーんと甘えたくなっちゃう！」

「なん、ですの、それは危ない兄妹って……」

「あ、でもね」

　十兵衛はちょっと言葉を切った。つい兼続が見る。

　夕日に染まった横顔が、なににも増して輝かがやいていた。急に十兵衛の顔が大人びて、声までが落ち着いて、聞こえてきた。

「護まもりたいって、思う。宗朗を、わたしの命に替えても……必ず、護る」

「十……いったい……」

　兼続が魅み入いられたように、見つめるなか、きゅるん、と十兵衛の表情が変わる。急にまた、子どもっぽく笑った。と思うと、

「ぐつぐつ！　道場まで走ろ！　競走だよ！」

　パッ、と手を離す。と、もう走り始めていた。

「ちょ、っと！　そんなこと、誰も承知していませんことよ！　って、全力疾しつ走そうですの!?もう少し、よーい、で走り出すとか……ええい、もぉお！」

　しかたなく走り出す兼続。こういうとき、シカトして突き放はなすことはできない性格のようだ。ところが、

「うぐ！　きゃあ!?」

　どん、とぶつかって倒れた。そこに十兵衛が立ち止まっていたからだ。

「な、なんですの？　走れといって、急に」

　ぶつけた顔を押さえながら立ち上がる。が、十兵衛が動かない理由が、兼続にもすぐにわかった。

「あれ、は……」



　いつからそこにいたのか。数十メートル先に人影があった。沈む夕日のなかで、溶とけかかっているようにも見える。

　逆光だがはっきりわかるのは、武應学園の制服をまとった、長い銀ぎん髪ぱつの女子生徒、ということ。

　手には一メートルほどの杖つえ、と見えて、その先にはさらに長い鞭むち状のものがついている。というより鞭なのだ。

　それよりも目を惹くのは、その顔が般若の面に覆われていたこと。それに首もとの赤い首輪。

「般若、ですの……」

　十兵衛のかたわらでつぶやく兼続。しかし怪しい気は十分に伝わっている。少なくともフレンドリーに接してくる気がないことは、明らかだ。

　兼続は背負っていた大鎚づちを握ると、かまえをとった。が、十兵衛は、

「まさか……義乃さん？」

　般若面に向かって呼びかけていた。

「なんですの、知り合いですの？　変わった知り合いを……あ、待って！」

　あまつさえ、兼続が止める中、近づいていく。

「義乃さんなんだよね!?　よかった！　ようやく会えたの！　十兵衛、ずっとお話ししたい、って思ってたんだ。仲良しになれたらなぁ、って！」

　兼続が大鎚を握ったまま、呆あきれたように後ろで見ていた。

「それでいいんですの？　でも、そうは見えない、ような……」

　兼続の言うように、十兵衛の呼びかけに対して般若面はなにも反応しない。むろん、面を取ろうともしない。

「ね、義乃さん！」

　十兵衛が般若面の手を取ろうとした。それほどの近さ。

「な！　なにをしているんですの？　その者から離れないと……！」

　兼続が言うのは、般若面の手が動いたからだ。

　鞭を握った手が、ゆっくりと後ろへ引かれていく。いつのまにか歩ほ幅はばも開きつつ半身になっている。明らかに、仕掛けてくる態勢。

「離れて！」

　あわてて駆け寄った兼続の手が、十兵衛の制服の背中を握る。思い切り引っ張るのと、般若面が打ち込んでくるのが同時だった。

　パァ、ン！

　空気を切り裂く、破は裂れつ音おんが響く。

　しかし鞭の先はどこにも触れていない。剣で言う地摺すり下段から、ゆるい弧を描いて振り上げられる。

　鋭い衝しよう撃げき音おんを耳元に受けながら、しかし十兵衛と兼続はかろうじて後方へ倒れた。不意を衝かれたとはいえ、そこは剣姫マスターサムライ。すぐさま回転の受け身をとりつつ、立ち上がる。

「ふああ。急に、驚いたよぉ」

「なにをのんきな！　攻撃されたんですのよ！」

　どこかひとごとな十兵衛と、キリキリとテンションを上げている兼続。

　その向こうで襲しゆう撃げき者しやの般若面は、威嚇するように鞭を二度、三度と振るう。耳を刺し激げきする衝撃音が何度も響いた。

「そっか。やっぱりゆっきーの言ったとおりなんだ。義乃さんと闘わなくちゃならないんだね。友だちになりたかったな」

「友だち！　無理にもほどが……また来ますわよ！」

　十兵衛と兼続が散った。その間を般若面が突っ込んでくる。

　鞭がしなう。急に向きを変えると、般若面は兼続へ鞭先を飛ばして来た。

「わ、わたくしですの？　この……！」

　鞭先を大鎚で払う兼続。しかしどうもこの組み合わせは兼続不利だ。

　大鎚はそれ自体が圧倒的な攻撃武器。しかし防ぼう御ぎよ機能はほぼない。

　それでも相手が剣ならば、こちらから打ち付けることで防いだり、相手に衝撃をあたえ、あわよくば相手の剣自体を破は壊かいすることもできる。

　しかし基本の攻撃形態が、打つ、まきつく、といった鞭の動作にはかなり対応しにくい。そのうえ音速を超こえている鞭先は、かすったとしても肌を切り裂き、場合によっては致ち命めい傷しようともなる。刃と同じなのだ。

「こ、この！　ですわ！　えええいい！」

　大鎚の一いつ閃せんで、鞭先ごと地面に埋めて止めよう、とするもののこれもまたうまくはいかない。地面に「愛」の一字の浮き彫ぼりが無数にスタンプされることになった。

「ぐつぐつ！　いまいくよ！」

　般若面の反対側へ回り込んだ十兵衛が肉にく薄はくする。すでに大刀・三み池いけ典てん太たを地摺りに抜いていた。

「だからぐつぐつではないと！　もう、いいですわ！」

　鞭先が十兵衛へ向かって、兼続はひとまず待避する。が、すぐに十兵衛の援えん護ごにと、ふたたび般若面に向かう。

　柄の長さと合わせて二メートル以上はある長鞭は、ちょうど猛もう獣じゆう使いの鞭に似ている。兼続と反対側から十兵衛が斬きりつけても、簡単に身を返すだけで対応できた。

「やああああ！　あ、きゃああっ！」

　剣に対して鞭はどうか。

　やはり、そのリーチを活かして刀身そのものよりも、握っている手や腕うでを狙うほうがよい。十兵衛はかろうじて払ったが、かすめた鞭先は服の肩かた口ぐちを切り裂いていた。

　これが剣姫マスターサムライの十兵衛ならば。もとより剣圧が違う。

　飛んでくる鞭を吹き飛ばしていたかもしれないが、いまは妹モードの十兵衛だ。

「十兵衛さん！」

　援護の兼続が、十兵衛の身を抱き起おこす。

「あ、はは。だいじょうぶ。ちょっと服が切れただけ。それより」

　十兵衛が、兼続に抱きついた。

「へ!?　な、なんですの？」

　赤くなる兼続。思わず大鎚も落とすほど。

「ぐつぐつ、十兵衛のこと初めて呼んでくれたね。うれしいよ」

　キュッ、と強く抱きしめられる。兼続の肩口に十兵衛の顔が埋まって、そのやわらかい空気を吸い込んでいるようで、

「な、なな！　な！　なんですのおお！？？　ちょ……！　ま、まだ敵がそこにいるんですのよ！　こんな……！」

　うろたえる兼続。十兵衛が、すっ、と離れた。

「うん。ごめん。でもうれしかったから。道場にいてもぐつぐつ、犬小屋から出てこないし。十兵衛たち、嫌きらわれてるんだと思ってたから」

「犬小屋ではありませんわ！　あれはコテージ。コテージ！　それに、ぐつぐつではないと、なんど言ったら！　……ま、まあいいですわ。とにかく敵を倒しますわよ！　は、話はそれからですわ！」

　真っ赤に顔を火ほ照てらせながら、兼続が大鎚を再び握って立ち上がる。その兼続に、十兵衛がささやいた。

「ね、ぐつぐつ、そのおっきなトンカチで……」

　連れん携けいしての戦術を伝えたのだ。

「トンカチ、ではありませんわ！　これは直江流破城大鉄鎚で……わ、わかりましたわ！　そのように、やってみようでは、ございますわ！」

　さっ、と十兵衛と兼続が散開した。

　般若面はいっしゅん迷ったように見えたが、与くみしやすしとみたか、十兵衛を追ってくる。

「いまだよ、ぐつぐつ！」

　十兵衛が叫ぶ。

「ぐつぐつでは……も、もうどうでもいいですわ、ぁああ!!」
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　兼続は大だい音おん声じようとともに回転すると、大鎚をいきおいよく手から離した。ハンマーなげにも似た投とう擲てきである。

　大鎚はこんなふうにも使うことができる。

　しかし、ブーメラン状に戻ってくることを考こう慮りよしても、ひとつしかない大鎚がその間使えなくなるため、一か八ばちかの戦法ではあった。

　ぶんっ!!　空気をかき回して大鎚が飛ぶ。その目標はもちろん、

「……!!」

　般若面だ。一瞬、鞭をあてて軌道を変えようとした。しかしそれだけで、重量のある飛翔物の軌道が大きく変わるわけでも、ましてたたき落とせるわけでもない。

　鞭を当てると同時に、般若面は後ろへ跳び退すさっていた。飛び来る大鎚に、二段構えで対処したとも言える。

　だがそのときには、もう十兵衛が目の前に迫っていた。

「やぁああああ!!」

　通常ならばこれで勝負は決してもおかしくない。だが般若面の反応は速かった。

　神速で鞭を引き戻し、十兵衛に向かって放った。

　向かってくる十兵衛には、鞭は相対速度で倍近くにもなり、避けるのは非常な困難となる。

　むしろ十兵衛が追い込まれた。と見えた刹那、

「ううう、んーっ！」

　十兵衛が刀をかざした。いかにも、鞭に持っていってほしい、というふうに。

　バキッ、ン!!

　しかして、そうなった。刀身を叩く衝撃に耐たえると、そのままグルンッ、と鞭先が刀身に巻き付く。

「っ！」

　このとき、ようやく般若面は気づいた。

　十兵衛が差し出すように斬りつけてきた刀は、抜き身みではなかった。脇差しを鞘さやごと抜いていたのだ。

「つかまえたあ！」

　鞘の上から巻き付いた鞭を、十兵衛がつかむ。刀身ならば無理なところ、鞘ならばその上からつかむことも、鞭の先といっしょに押さえることも可能だ。

　十兵衛ひとりだったら、般若面はそのからくりに気づいただろう。

　しかし兼続の飛ばした大鎚に対処するために十兵衛の接近を許し、そのうえ鞭を使えなくされてしまった。

「やりましたわ！　ほんとうに、やるなんて！」

　兼続も目を見張る。

「ぐつぐつ、やったよー！」

　十兵衛が歓かん声せいを上げる。続けて、

「もうこれ使えないよ。義乃さん、武器を置いて、お話ししようよ。ゆっきーにもあやまって、もう終わりにしよ？」

　まだ少しズレているが、剣を引こう、と提案するにはいいタイミングだ。

「ね。せーの、でいっしょにこれ、離すの。そうしたら、おしまいだよ？　せー、のぉ……」

　両手で握っていた鞭の巻き付いた脇差しを、十兵衛が離した。

　このとき、般若面が鞭の柄を離せば、イーブン。と、見えて、じつは十兵衛にはまだ抜いていない大刀がある。

　般若面が鞭を離さず、取とり戻したとしても、鞭は振りかぶるなどしてテンションを与あたえなければ役には立たない武器。

　再び繰り出すには、一度引いて勢いをつけなくてはならない。しかし十兵衛の大刀は、そのまま抜けば、すぐにもまた般若面ののど元なりへ突きつけることができる。

「いいですわ！　圧倒的に有利ですわ！」

　兼続もその勝利を確信した。だが、

「ふっ」

　般若面が笑った。

　いや、般若の面はもともと凄せい惨さんな笑いを浮かべている。だがその下の顔が、笑ったように、見えた。

　ジャキッ……！



    

  
    
      　音とともに、鞭が、抜けた。

「ぇ……」

　もともと、一メートル近くと柄の長いタイプの鞭だった。それが、般若面の握りの少し先で、抜けたのだ。

　抜けたあとに残ったのは、

「……なんなんですの!?　あれは！」

　五十センチ以上の刃。じゅうぶんな長なが脇わき差ざしの刃は渡わたりである。

　仕込み鞭。

　鞭の柄に錐きり状のスピアーが仕込まれた変わり武器だったのだ。

　これならば、鞭をからめとられたとしても、次の一撃がある。というより、からめとった、動きを止めた、と敵に勝ちを予感させたところで、満を持して使うもの。

　そして十兵衛の計略は、まさにその場面そのもの。

「誘い込んだつもりで、わたくしたちのほうがはめられたというんですの!?」

　兼続の目の前で、般若面が十兵衛に突きかかっていた。

「きゃぁあ！」

　十兵衛は鞭のからみついた脇差しをもう捨てている。しかし大刀に手をかけ、抜きつけるよりも、般若面がスピアーを突き出すほうが速い。

　般若面は一歩踏み出すだけでよかった。

　それで十兵衛の胸を貫つらぬけるはず。リーチはじゅうぶん。十兵衛が大刀で受けるのも、間に合わない。

「だ、ダメですわ！　ダメ……ぁ、ああっ!?」

　兼続の目には、急に十兵衛の輪りん郭かくがブレたように見えた。そこにいるのに、姿がぼやけている。

　残像。そう気づいたときには、ことは終わっていた。

「はぅ……くっ……！」

　わずかに十兵衛の口から、ため息にも似た声が漏れた。

　スピアーが、止まっていた。その切っ先は、十兵衛の額に向かっている。額を傷つけて、血がひと筋、垂れ落ちていた。

「十兵衛さん！」

　兼続の声に反応したのか、十兵衛の口もとがわずかに笑った。額の傷はごく浅いようだ。

　終わってみれば単純だった。

　スピアーを止めたのは、十兵衛の両手。両手でスピアーを握りしめている。

　スピアーは錐。

　その切っ先は鋭いが、刃は先端だけだ。般若面の仕込み鞭は、円断面のスピアーなので、切っ先さえ避ければ、あとはどこでもつかむことができる。

　真しん剣けん白しら刃は取りならば、刃を避けて左右から同時に、しかも挟み込む力だけで止めなくてはならない。

　しかしこの場合は、切っ先以外に刃はない。

　とはいえ、鋭い般若面の突きを、ごく間近で受け止めるのに、神経の反射時間は限りなくゼロに近く、神経繊せん維いが燃もえ尽つきるような伝達スピードと、それに応こたえる筋肉の応答速度、しかもきわめて正確な動きが必要になる。

「あれが剣姫マスターサムライの……で、でもあの十兵衛さんは剣姫マスターサムライではないはずですわ。い、いえ、やはり剣姫マスターサムライとしか……ぁ」

　兼続が注視するなか、大きく空いた十兵衛の胸もと、その胸の谷間に、ほんのりと桜形の痣が浮き出していた。

「ぬぅぅ！」

　こんど呻うめいたのは、般若面だった。だがこんどこそ最後の武器までも封ふうじられてしまっている。そのうえ、

「ふっ」

　小さく息を吸い込んだ十兵衛が、スピアーを握った両手に力を込める。ねじるように、簡単にひねりあげた。

「う、ぐ！」

　柄が跳ね上がって、般若面を襲う。ちょうど面に当たったのは偶然なのか、そこまで十兵衛が計算していたのか。

「お面が！」

　兼続が声を上げた。

　粉ごなになり、高々と舞まい上がる般若の面。とっさに顔を背けて、手で隠すのは、それまでの「般若面」、もとい、義乃と見える女子生徒だ。

　すべての武器を失い、そのうえ面までも失っては襲撃は完全に失敗である。どうやら面の破は片へんで切ったらしい。手からは血が滴したたっていた。

「……っ！」

　長い髪と手で顔を隠しながら、「般若面」だった女子生徒は逃走を図はかった。

「おのれ、逃がしませんわ！　十兵衛さんは、そっちから回り込んで！　……ぇ、十兵衛、さん？」

　追おうとする兼続が視線を送ると、そこにはばったり倒れた十兵衛が。

「十兵衛さん!?　十兵衛さんっ!!」

　もはや追つい撃げきどころではなく、駆け寄ると十兵衛を抱かかえ起こす。その間に般若面の女子生徒は見えなくなっていた。

「ちょっと、十兵衛さん。……十兵衛さーん!!」
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「十兵衛も、襲われた……!?」

「うん。でもだいじょうぶ！　ぐつぐつといっしょに……」

「バカ、だいじょうぶか!?　なんともないのか？　ケガは、してないよな？　本当に、平気なのか？」

　息せき切って矢や継つぎ早ばやに尋たずねる宗朗。強く腕をつかんでいた。

「い、痛い。お兄ちゃん、痛いよぉ」

「ぁ、ごめ、ん」

　気づいて手を離す。ばつが悪そうにする宗朗に、しかし十兵衛は笑って、

「えへ、十兵衛はだいじょうぶだよ。ぐつぐつも、ちっともケガしてないよ」

「そうか！　ふぅー……よか、った……ぁ」

　安心して吐はき出した息が、止まった。宗朗の胸に、十兵衛がふわっと飛び込んできたからだ。そのまま、首に抱きつかれる。

「な……！　お、おい。そんなに、抱きつかなく、とも……う」

　道場の廊下。この状態を幸村や千姫に見られたら、と思うと冷ひや汗が出てくる。が、

（少しくらいなら……いいかも、な）

　とも。十兵衛もまた、

「お兄ちゃん、本気で心配してくれてるの。うれしいよぉ」

　宗朗の胸で目を閉じていた。

「十兵……」

「みんないっぱい、にぎやかで楽しいけど、こんなふうにお兄ちゃんに甘えたり、もっとできたら、いいな……」

「甘え……ん、んん！　いまだけだからな」

　少しだけ……と妹の肩を抱いて、髪を撫なでてやる。

「んー、気持ちいいよぉ……」

「そうか、よし……じゃない！」

　宗朗は我に返ると、十兵衛の肩をつかんで離す。ただし、こんどは力を込めすぎず。

「ぁ、ん！　お兄ちゃん」

「こんなことしてる場合じゃなくて！　その、つまり、本当に義乃さんだったのか。何か証しよう拠こは」

　こんどこそ、落ち着いて問いただす。

「うん。そういうふうに見えたけど。やっぱり般若のお面をかぶってたし。でも武器は、鞭だったの」

「鞭？」

「長い柄がついていて、そこが抜けて中から錐みたいなのが出てくるんだよ」

「仕込み、鞭か……」

　考える宗朗の脳裏に、昼間の義乃の言葉がよみがえって来た。

『わたし、義乃こそ、柳生十兵衛なのですから』

（義乃さんが柳生十兵衛だって？　だったらこの十兵衛は!?）

　あれからずっと考えていたこと。

　頭が痛くなるほど考えて、しかし結論は出るわけがない。

（あの眼帯……）

　義乃の右目は眼帯で隠れている。

　柳生三厳は幼いころの事故で隻せき眼がんだったと言われていた。そして義乃も隻眼。しかし妹の十兵衛にその特徴はない。

（バカ。なに考えてるんだ。十兵衛は十兵衛に決まってる。それに十兵衛の中には、あの十兵衛さんがいるんだから……）

　ならば義乃の「サムライ」はいったい誰なのか。

「お兄ちゃん？」

　気がつくと十兵衛が心配そうに見つめていた。

「ぁ、ごめん。ちょっと、な。うん。でも十兵衛と兼続が無事でほんとうによかったよ。大きなケガもなくて」

「ケガ……ケガ、してたよ。義乃さ……ううん、般若面の人」

「ケガ？　ほんとうか？」

「うん。お面が割れて、それで手にケガを。ひどいケガじゃないけど、でも血が出て、流れ落ちてた」

　結局。

　宗朗はひとまず十兵衛を休ませることにした。

「え。でも十兵衛、ぜんぜん疲れてないよ？」

　だが、額のケガはもう治りかけていたものの、話を聞くと、最後は意識を失ってしまったことを知ったからだ。

（もしかしたら、あの「十兵衛さん」がまた助けてくれたのかもしれないな）

「夕食のときに、いまの話をもう一度みんなにしてもらう。それまで休んでいるんだ。いいね」

「うん。わかったよ。はーい！」

　最後は素す直なおにうなずく十兵衛を、自分の部屋へ送り出した。

　宗朗は、ホッと胸をなで下ろす。安心してため息が出るのは、さっきから二回目だ。

（安心……もちろん十兵衛たちが無事だったことに、ほっとしてるんだよな。それとも……）

「義乃さんが、まだ般若面だって決まったわけじゃないことに……い、いや……」

　廊下の濡れ縁えんから庭を見み渡わたす宗朗。

「わからない。義乃さん、いまもどこかで見ているのか」



「バカね。全部見えてるし聞こえてるんだから」

　確実に見ているのは、千姫だった。廊下の角から出していた顔を、引っ込める。

「なによ。おチビちゃんや十兵衛ばっかり。般若面だかなんだか知らないけど、この千を狙いなさいよ！　まったく、失礼しちゃう！」

「御姫さま……」
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　翌日。千姫の希望（？）は、下校時間にかなえられることになる。

　本丸への大手門をくぐってすぐだった。

　武者だまりと呼ばれる、塀で囲まれた十メートル四方ほどのなにもない空間。千姫と半蔵は、とっさに玉たま砂じや利りを蹴って左右に分かれた。

　転がるようにして受け身を取るふたりの、たったいままでいた場所には一本の矢が刺さっている。

「御姫さま、ご無事で!?」

　半蔵が叫ぶ。同時に身を起こし、矢の来た方向を目で探さぐっていた。背中の忍にん者じや刀を抜いている。

「バカにしないで！　これしき、止まってるハエを落とすようなものなんだから」

　そう言うと、すでに薙刀をかまえていた千姫は、飛んできた二本目の矢を言葉どおりに弾はじき返した。まっぷたつに折れて玉砂利に落ちる矢。

「そこです！」

　二本目の矢で、襲撃者の居場所は知れていた。

　半蔵は跳躍しながら、メイドスカートに装着されていた刃の小しよう片へんを手しゆ裏り剣けんのように放っていく。

　こんどは襲撃者に動きがあった。

　武者だまりを形作っている塀の向こう。松の枝が揺れる。半蔵のスカート手裏剣が葉を散らしたところから、人影が躍おどり出た。

「誰よ、あれ……！」

　まぎれもない、武應学園の女子制服。

　超ミニのスカート丈もまぶしい。スカートの裾すそよりも、ストレートロングの銀髪のほうが長く垂れているほど。

　そしてなにより目を惹くのは、

「般若面！」

　半蔵が口走っていた。

　目を剥き、口を左右に裂いた怨霊を写した面。十兵衛たちとの戦いで割れた、ということだったが、そうして相そう貌ぼうを覆っている。が、片手はそのときの傷のせいと思える包帯で覆われていた。

　そして首には大きな首輪。

「来たわね、般若面！　いいえ、列堂義乃！　遅いんだから！　だけどちょうどいいわ。千もちょうど、暴れたい気分だったんだから！」

　薙刀を手に叫ぶ千姫。が、般若面は答えない。松の大枝の上、バカにするように、誘うようにたたずんでいる。その手に、たったいま引いたばかりの長ちよう弓きゆうが握られていた。

「その弓ね、千を狙ったのは！　どういうことなの。返事によっては容赦しないわよ！」

「御姫さま、ここは半蔵が！」

　半蔵が進み出る。が、

「おまえだけにおいしいところ、持って行かせないんだから、ね！」

　言うと同時に、跳んだ。

　剣姫マスターサムライの跳ちよう躍やく力りよくは、ひと息に五、六メートル向こうの、二メートル近い土塀をも跳び越す力がある。

　まるで計ったように、息もぴったりにふたりは右と左から、般若面を挟み込むように土塀の上へ殺さつ到とうした。

「御姫さま！」

「捕らえて締め上げるのよ！」

　ふたりの同時攻撃が決まった、と見えた瞬間。

「……！」

　般若面が、松の枝を蹴って後方へ跳んでいた。ちょうど二の丸郭を形作っている石いし垣がきの向こうへ、跳び落ちる。たちまち森の中へ見えなくなった。

「逃がさないわよ！」

「いけません、御姫さま！　敵が見えません。待まち伏ぶせされる恐れが」

　塀の上から見下ろす下は、多くの木々がうっそうと茂しげっている。その中に隠れて、追ってくる千姫たちを襲うとしたら、これほど有利なことはない。

「なによ、これだけなの!?　もう、物足りない！　暴れ足りないんだから！」

　しかし半蔵の言を無視するほど、千姫は愚かでもない。

「そうね、しかたない。今日のところは、見逃してやるんだから！　いつでもかかってらっしゃい！　決着をつけてあげるんだからね！」

　森に向かって、叫んでいた。

「御姫さま……」



    

  
    
      参◆表があれば裏がある？
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「今日はけっきょく誰も……というより義よし乃のさんなんだけど、会わなかったな。十じゆう兵べ衛えといっしょに帰ればよかったのか」

　あのときの義乃の言葉。

『わたし、義乃が柳生やぎゆう十兵衛。サムライ、柳生三みつ厳よしなんです』

「そんなわけ……」

　ない。そう思っている。なのに沸わき上がってくるこの居い心ごこ地ちの悪さ。

　幸ゆき村むらに相談しようかと思った。が、

（十兵衛に、伝わってしまったら……）

　確証なんてない。義乃が言っているだけだ。

　しかし十兵衛が知ったら、きっとショックを受ける。それでなくとも、自分の中に剣豪・柳生十兵衛という別の人格を宿しているという不安を抱え、その存在も謎に包まれているのだから。

　義乃がつねに見ているのなら、十兵衛と外でふたりきりになるのはまずい。

　その場に義乃が現れたら。もう一度、こんどは十兵衛に向かって「柳生十兵衛はわたし、義乃なんです」、そう名乗ったら……。

「まだだ。まだ十兵衛と義乃さんを会わせるわけにはいかない。ことの真相を、せめてもう少し明らかにするまでは」

（義乃さんにもう一度会って、確かめるんだ）

　いま宗むね朗あきらが呼べば義乃は現れるのだろうか。それともとうとつに、気まぐれにしか、姿を見せないのか。

　そんなふうに考えながら、宗朗は歩いていた。ひとりでいるのは、義乃が現れやすい、という計算もある。

　学園城下町の雑ざつ踏とうを抜け、道場まであと少し、というところ。

　このあたりまで来ると人通りも少なくなる。閑かん静せいな住宅街、もとい、学園関連の小規模施し設せつや蔵などが整然と並ぶ町だ。柳生道場もその一角にあるのだが。

「……あれ、は」

　ふと道沿いの公園を通りかかったとき、そのブランコに腰掛けている制服の少女を宗朗は見つけた。

　ドキッ、とした。

　長い銀髪。うつむきかげんな姿勢。投げ出した長い脚の白い肌。

（義乃さん……！）

　すぐに声をかけようとして、躊ちゆう躇ちよした。

　いかにも宗朗の目につくように、ああしてたたずんでいる。

　これはなにかの罠わなか？

　だとしたら、ここから道場へ歩いて五分もない。このまま道場へ逃げ込む……帰るという手も。

（でも、ここにいるということは、いつでもうちの道場へ行ける、っていうことだよな。わざと公園にいるのを見せつけて、こっちから声をかければよし。そうでなければ道場へ乗り込むわよ、というアピールなのでは……）

　ものすごく、うがった見方だ。裏の裏すぎる。

　が、ついそこまで考えてしまう。考えさせるものが、義乃にはあった。

（どうする。どうする……どうするんだどうするどうするどう……）

「あ、の！　義乃、さん？」

　声をかけていた。思い切り、引きつった笑え顔がおといっしょに。

「宗朗さま。ここでお目にかかるなんて僥ぎよう倖こうです。いま、義乃に声をかけようかスルーしようか、迷いましたね」

「え、や！　えと……！」

　僥倖だ、とよろこびながら、辛しん辣らつなツッコミ。宗朗が次の言葉を探していると、にっこり笑って、義乃がブランコの横を指さした。

（座れ、っていうことだよね。うん）

　そのとおりに宗朗がすると、義乃は隣となりでブランコをわずかに揺らして微笑んだ。前を向いたまま。

　義乃の横。ブランコのフレームに立てかけられた大きな荷物が気になった。

　武應学園の生徒は基本的に帯刀しているから、刀以外の武器の場合はそうした大荷物になることもある。だが義乃のそんな荷物は初めてだった。

（鑓にしては短い。女子なら大刀も刀袋に入れて持ち歩くことはあるけど……）

　宗朗の視線をさえぎるように、義乃が顔を向けると口を開いた。

「それでも結果的に義乃に話しかけてくれたので、うれしいんです。いま、よろこんでいます」

「そ、そう。あれ？」

　宗朗はここで気づいた。宗朗のほうに向けられている義乃の手。

　ブランコの鎖くさりを握っている手に、包帯が巻かれている。手の甲こうでもケガをしたのか。包帯は指にまで及んでいて、親指と、それ以外の指を分けて何重にも巻かれていた。

「ケガしたのかい」

　昨日の、体育の時間のあとで会った時点ではケガはなかったはず。

（十兵衛たちと戦ったときの、傷なのか。やっぱり般若面は義乃さん……！　い、いや、単なる偶然かもしれない）

「はい。少し。でもご心配なく。かすり傷ですから。それより、気づいてくださって、そっちのほうがうれしいです。また、よろこんでいますよ、義乃」

「う、うん」

　それよりもいまは、

（確かめるんだ。願ってもない機会だぞ）

「義乃さん。昨日のことだけど、その、柳生十兵衛って……」

「確かめたい、ですか。義乃のサムライ、その真しん偽ぎを」

　宗朗の言葉に、義乃が重ねるように言う。

「うん」

　確かめたい。というより、このことをハッキリさせないで、契約なんてありえないと思う。まして奴隷など。

「ならば……契約してください。契約すれば、義乃のすべては宗朗さまのものになります。その素性も、秘密も、謎も、すべてが、宗朗さまの前で偽いつわることなどできません」

「それは……」

　義乃に言われて、宗朗は言葉に詰まった。

　契約して「将」と「士」の関係になってしまえば、宗朗の剣姫マスターサムライである義乃が嘘うそやごまかしを言うことはできなくなる。

　本ほん末まつ転てん倒とうとも思えるが、それがいちばん確かな証明。

「義乃が口でなにを言うよりも、いちばん確実な、身の証あかしのはず、です」

「うん。だけど」

　そのためだけに契約する？　義乃を宗朗のサムライにする？

（いや、そうじゃない。そうじゃないはず、だ！）

　クスッ、と義乃が笑った。

「怖こわいんですか。義乃と契約することが。契約は義乃を宗朗さまだけの剣姫マスターサムライにすることです。宗朗さまには、義乃を思い通りにすること以外、何ひとつ不利なことはありませんよ」

「わかってる」

　理屈ではわかる。それなのに、

（なんだろう。この気の進まなさ感って……）

　宗朗のなかの、警告のようなものなのか。

「宗朗さまは……」

　動きのない宗朗に、義乃が続ける。

「お疑いなのではないですか。義乃がもう、誰かと契約しているのじゃないか、と。それを偽って、何か罠を仕掛けようとしているのでは、って。義乃、証拠をお見せしてもいいんですよ」

「証拠、だって？」

「契約したサムライ……つまり剣姫マスターサムライは、身体のどこかに桜色の、桜の花の痣が浮き出すんですよね。知っています」

「え、それを」

　知っているのか。

　契約したサムライには、身体の肌のどこかにその徴が鮮あざやかに浮かび上がる。そして、決して消えない。

　だから宗朗と契約している剣姫マスターサムライたちは、たとえば千せん姫ひめならば太ふと腿ももの内側に、半はん蔵ぞうは二の腕の外側、幸村ならお尻、又また兵べ衛えは背中、というふうに桜の徴がある。

　そして十兵衛だが、覚かく醒せいして剣豪モードになっているときだけ、胸の谷間に浮かび上がるのだった。

　それが義乃にも……いや、未み契けい約やくだから、ない、ということだ。

（ん？　あるものを見せるのは簡単だけど、ないことを証明する、って……？）

　宗朗が迷っていると、義乃がブランコから立ち上がっていた。ブランコに腰掛けたままの宗朗の目の前に、立つ。

「いま、お見せします。義乃の身体のすみずみまでご覧になって。それでいて剣姫マスターサムライの徴がなければ、わかってくださいます、よね？」

　そういうと義乃は笑った。笑ったまま、その手で制服の胸もと、スカーフを解いていく。
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「や！　ちょ！　っと……！　まさか……！」

　人通りが少ないとはいえ、ここは野外。まさか、と思う。だがそのまさかを、軽々とやってのけるのが、義乃。

「目を背けないでください。……義乃の全部、お見せしますから」

　スカーフの次は、制服の上着に手をかける。そのまま両手をクロスさせて、頭から抜いていく。

　抜き取るときに、長い髪が全部逆さまになっていっしゅん空中に立ち上がった。

（ぁ……）

　宗朗にはいっしゅんそれが……それが、飛ばされた首から迸ほとばしる鮮せん血けつの奔ほん流りゆうのように、見えた。

（ば、バカな……）

　銀髪が鮮血に。まさか、と首を振ると、そのビジョンはいっしゅんで消えて、

「いかが、されましたか？」

　上着を手に持っている義乃になった。もちろん、首はついている。長い髪はまた元通り、下を向いて垂れ落ちていた。

「あ、いや……って、まだ!?」

　義乃は上着をブランコの上へ置くと、すぐに残った制服のスカートへ手をかけていく。それもまた躊躇せずにファスナーを下ろし、足元へ落とすと、抜き取って……、

「ま、待って！　ほんとに待ってくれ！　それ以上脱ぬがないで！」

　もう義乃は下着だけの姿になっている。

　正確にはブラとショーツ。それに、紺こんのハイソックスと学園指定の焦こげ茶ちやのローファーだ。そして右目の眼帯。

「なぜですか。脱いでいるのは義乃で、宗朗さまではありませんよ」

「そうだけど。わぁ！　それは、ダメだ！」

　さらに、ブラのストラップを肩から抜こうとする義乃を、宗朗は立ち上がるとその手を取って止めた。義乃の動きが止まる。宗朗をじっと見つめてくる。

「あ……ごめ……」

　宗朗は、義乃の手を握っていることを急に意識して、あわてて離した。

（とにかく早く服を着せないと……）

「うれしいです」

　焦あせって考える宗朗の前で、義乃が小さく微笑んだ。

「え」

「初めて、触れてくださったんですね」

「あー」

　改めて、さっき義乃の手を握った宗朗の手のひらが、発熱しているように熱くなった。おそらく自分の頬も。

「宗朗さま、いま、なにを考えていますか。こんな公園で、下着姿の女を前にして自分はなにをしているんだろう、とか、こんなところを他人に見られたら一大事だ、とか？　早く服を着せなくては？」

「ま、まあ、それは、うん」

「大事なことを忘れています。義乃がいま制服を脱いでいる理由」

「あ……剣姫マスターサムライの」

　剣姫マスターサムライの徴が身体にない、それを証明するためのはず。

「そうです。だから見ていただかなくては。こんなふうに服を脱いでいるから、義乃はどこででも裸になる恥はじ知しらずだ、とお考えかも知れませんけれど、ほんとうはとても恥ずかしいんです。すごく……」

　そう言うと、義乃の頬も全身も桜色に染まっていた。いや、さっきからもう染まっていたのか？　義乃が続けて、



    

  
    
      「ですから、こうして肌をさらしているのに、宗朗さまが義乃を見てくれないのでは、目的も敵わずに悲しい……」

「そう！　そうだね。わかったよ、見るよ。見る……」

（見ればいいんだよな？　見て、終わらせれば義乃さんも服を着てくれる、はず）

　宗朗は、あらためて義乃の身体を凝視した。

　顔は、むしろ恥ずかしくて見られない。

　首筋、そこから下へ視線を降ろして、シャワーを浴びたらそこに水が溜まりそうな鎖さ骨こつの浮きだしとか、その下、こうしてすっかり脱いでしまうと改めてたっぷりとその大きさを見せつけているバストとか。

　よく見ると、シンプルながら繊せん細さいなレースをポイントにあしらった白のブラは、大きくカップが空いていて、義乃の胸の谷間も、胸自体の形までもかなり見て取れる。それぞれ半球形に突き出して、頂点から下のボリュームが重々しく重力に逆らっていた。

　ごく……。

「う……んん！」

　無意識に唾つばを飲み込んでしまい、その音がやけに大きく響いて、あわてて咳払いをするのがなんとも、かっこうが悪い。

　だが義乃の肌をこうして凝視しているのはなにもバストを見るためではなく、

（十兵衛や千姫さまより大きいかも……じゃなく！　徴を……剣姫マスターサムライの……！）

　視線を無理やり下へ降ろす。

　大きく突き出したバストの分、おそろしく細く見えるウエスト。縦長のヘソもなんだかきれいに見えてくる。

　ブラとおそろいのショーツは、またも赤面してしまう布地の小ささ。あわてて反らす視線の先はみずみずしい太腿からすばらしく伸びやかなレッグラインへ。

「はぁ、はぁ……見た、見たよ。見ました」

　息が弾んでいるのではなく、息も絶え絶え、というのが宗朗の実情だ。しかし、まだ終わらない。

「背中も、見てくださいね」

　義乃がくるっと背を向ける。

　さらによく見えるようにと、長い髪をいっぽうの肩から前へかき寄せた。おかげで義乃のうなじから肩、それに背中がすっかり目まの当たりになる。

「う」

　思わず、また声が出てしまった。

　女性の背中をこんなに近くで、マジマジと見たことはなかった。顔がこっちを向いていない分、つい凝視してしまう。

　そして、これほど女性の背中がきれいだと思ったこともなかった。

　うなじから肩へのやや硬こう質しつなライン。そこから羽が伸びるのでは、と思う、軽かろやかな肩けん甲こう骨こつ。きれいなＲを描く背骨と背筋。

（あ……）

　くびれたウエストから、豊かな腰へ繋がるフレアー。ショーツが包つつみきれないヒップの上じよう端たんにくっきりとエクボがふたつ、キュートに刻み込まれていて、宗朗の目が釘くぎ付づけになる。

　とてつもなく女性的なのに、フェミニン過ぎず、どこかボーイッシュでもある。

　おかしな比ひ喩ゆだが、粘ねん土どを盛りつけて作ったような身体、というのが一方にあるなら、義乃のそれは、石の中から掘ほり出し、削けずりだしたような肉体だ、と思った。

「どうですか、ありましたか」

「あ、いや……」

　まさか、身体に見とれてサムライの痣探しを忘れていた、とは言えない。忙いそがしく目を走らせる。

　それにしても、青白いほどの肌の肌き理めの細かさ。サムライの痣どころか、一片の痣も染しみも見あたらない。

「よく、見えませんか？」

　義乃の両手が、すっ、と背中をなぞるように上がってきた、と思ったら、パチッ、ブラのスナップを外していた。

「な！　なんで。もう脱がない、って」

「勘かん違ちがいしないでください。下着に隠れている部分に徴があるかも、と思われたら困りますから」

　義乃はブラを完全に取り去るのではなく、背中を横断する布地を開けて見せたのだ。そのせいで、きれいに開いた肩甲骨が作るくぼみがよけいはっきりと見えた。

「もう、だいじょうぶだよ。ないよ。背中には、ない」

「そうですか。こっちは、どうですか」

　背中に回された義乃の手は、こんどはショーツに手をかける。片方の手の包帯が、こうしてみるとよけい痛々しい。

　両手の親指のところでひっかけるようにして、スルッとショーツめくりおろした。

「だー！　ダメ！　そこまでで！」

「見えましたか。徴はありませんよね？」

「う、うん」

　脱ぎかけのショーツ。

　義乃の指で半ばめくり下ろされ、腰の部分を広げられている状態。ヒップの山と、谷がたっぷり見える。エクボがますますはっきり刻み込まれていた。

　そんなふうに義乃が腕を背中に回しているせいで、無防備になった脇わきから前、つまりスナップを外して浮き上がったブラや、そのカップの中のバストの白さまでが見えた。

「ない！　ないない……ない、よ。ない！　うん。ほんとうに、ないから！」

　ギュッと目をつぶって、宗朗が叫んだ。

「目をつぶっていては、見えませんよ」

　はっ、と目を開けると、義乃が向かい合っていた。

　肩かた紐ひもが垂れ落ちたブラを胸に押し当てているが、半分以上ずれていた。また背中のスナップは留めていないのか。

「いや、もういいよ。ほんとうに、もうわかったから」

「ほんとうですか？　ほんとうはもっと探すところがあるんじゃないですか？　義乃の身体のすみずみまで、探してもらっていいんです。もっと、たとえば足の裏、とか」

　足の裏に剣姫マスターサムライの徴の痣。

　なくはないのだが、考えにくい。宗朗が首を振ると、

「体毛の生えている中に隠されている、ということもありますよ」

「体毛……！」

「はい。髪の中の、頭皮とか」

「あ、頭皮ね」

「それ以外の体毛もありますけれど」

「い、いや、そっちは……そうだ！　それほど言うなら、こんど千姫さまや幸村と、その、いっしょにお風呂にでも入ったときに、確かめてもらえばいい。ぼくは、もう……」

（限界、です……）

「では、徴の件は証明されたと考えていいのですね、宗朗さま」

「はい。うん」

（だからもう服を……）

「だからもう服を、着てくれ？　ですか？」

　また見み透すかされている。もう宗朗は驚くよりも素直に認めるほうがいいという気分だ。うなずく。

「でも、この手では、ブラのスナップを留められないんです」

　外すことはできたのに？　まあ、外すよりも留めるほうが確かに難しそうだ。義乃の包帯にくるまれた左手を見ながら、宗朗は言う。

「ぼくがやるしかないなら……いや、やるよ。ぼくがやる」

　義乃の背中に、自分から向かう。義乃は両りよう腕うでを開くようにして脇をゆるめ、ブラの後ろ側を宗朗がつかみやすいようにしてくれた。

「意外と、積極的なんですね。着せるほうなら、積極的、ということですか」

「……」

　宗朗は答えず、スナップを留めることに集中する。ブラの両方の端を持って、スナップを確かめた。

（これ……まえに千姫さまの……）

　水着のスナップと同じだ、と思った。海で、背中にオイル塗ぬりを命令されたときの。こんなときにそんなことを思い出すのも、微妙なのだが。そしてそういう感想は、こと義乃に関しては、

「誰かのを留めた体験を思い出していますか」

　すぐ、伝わる。カンがいい、というレベルを超えている。

「いや、留めたことはない」

「では外したんですね」

　小さな否定もむなしく。ますます義乃の、義乃の的中精度を高めるだけ。

「……はい」

（と、とにかく早くスナップを留めてしまおう。それしかない。それしか……！）

　が、

「あれ……？」

　義乃が脇を締めて、ブラをそれ以上引っ張れないようにしていた。もちろんこれでは、スナップは留められない。強引に引っ張れば、あるいは、だが。

　宗朗がそのあたりを言おうとするまえに、義乃が言った。

「徴を探すためでしたが、いま義乃は下着だけの姿ですよ。その下着もずいぶんはだけてしまっています」

「だから、いま着るところで」

「いえ、義乃は提案したいんです。このままもっと宗朗さまと深い間あいだ柄がらになる、というのはいかがでしょう」

「深い、間柄……契約のことかい」

「いいえ、性交です」
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「成功、なにを……あぁ!?」

　途中で気づいて、宗朗は動転した。変な声が出た。

「驚くほどのことではないと思います。義乃は宗朗さまの奴隷としてあらゆることを受け入れる覚悟をもっていますし、いまは半はん裸らの状態です。たしかに剣姫マスターサムライの徴を探すのが目的でしたが、そのことに発想が飛ひ躍やくするのもさほど唐とう突とつではありませんよ。なにより義乃は、宗朗さまを誘惑している、ととっていただいてもかまいません」

「唐突だよ！　それに、性……こんなところで無理だし、あ、いや、場所が、っていうことじゃなくて！」

「細かいことについては同意します。義乃は、野外でもかまいませんが、男性はメンタルな部分に非常に影えい響きようされやすいもの。場所を移動して、義乃の部屋などでしたら、問題ないのではないでしょうか。その場合、移動にはこの状態は不適であると認めますから、義乃はいったん服を着ますけれど」

「その最後のところだけ、採用するよ。とにかく服を着てくれ。それからだ」

「そうですか。ならば服を身につけなくてはなりませんね。義乃は宗朗さまの命令には絶対服従ですから」

　これが絶対服従の態度なのか、はともかく、宗朗がブラのスナップを留めるのをじゃますることはなくなったようだ。

　パチンッ……。小さな音ともにプラスチックの小片がどうしがはまり、宗朗は一安心した。

「いま、ほっとしましたね、宗朗さま。それほどまでに、義乃との性せい行こう為いが忌き避ひすべきものなのでしょうか。それほど義乃に魅み力りよくがないのですか」

　言いながら、義乃は制服の上着を頭からかぶっていく。

　すっかり着終えると、うなじの向こうに両手を添そえて、襟えりの中から髪をいっきに引っ張り出した。長い髪が一瞬左右にも広がって、つい宗朗は目を奪われる。

「魅力がない、なんてことはないよ。じゅうぶん魅み力りよく的てきだと思う。義乃さんは」

「ありがとうございます。義乃も少しは身体に自信があります。目を背けられたりしたら、とても悲しいですから」

「うん。そういうことじゃなくて、つまりぼくも義乃さんも、まだ学生で、そんなことをするべきじゃない、というか……付き合ってもいないし、ほとんど今日会ったばかりで話も……」

「ならば付き合っていればよいのですか。その場合、性交にいたる期間はどのくらいでしょうか。一週間、一ヶ月？　三ヶ月？」

「いや、だから、そう性急には」

「女性の場合、ひと目見た段階で、その異性と性交できるかどうかを判断する、と言いますよ。男性なら、なおのことなのではないでしょうか。この場合、宗朗さまの許容範はん囲い内ないに義乃は入っている、と考えていいのですか」

「あ、う、うん」

　なんだかどんどん外そと堀ぼりを埋められている気がする。

　そうする間にも、義乃はスカートを穿はき終えていた。

　立ったままスカートに脚を通すとき、義乃は断って宗朗の腕をつかんだ。宗朗も、義乃が倒れないよう手を添えていた。屈み込んでスカートを穿くとき、制服の襟ぐりから胸もとが見えて、あわてて目を逸そらした。ついさっきまで、下着だけの姿……ブラを一時外していた姿を見ていたはずなのに、またどぎまぎしたのだ。

「宗朗さまは、柳生道場で多くの女子に囲まれておいでですね。その数六人」

「知ってたのか。うん」

　隠すことではない。なによりクラスでのさまをみれば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「彼女たちへの遠慮ですか。千姫さま、服部はつとり半蔵、後ご藤とう又兵衛、真さな田だ幸村、直なお江え兼かね継つぐ、それに、柳生……三厳」

「それはないよ。ないけど……いや、ない」

「ならばお尋ねしますが、宗朗さまは彼女たちと性交なさっているのですか」

「ぶっ！　それもない！　それは、ぜんぜんない。誓ちかって、ない！」

「おかしいと思うのですが。宗朗さまは健康な十六歳の男子ですよね。それが、同じく健康で眉び目もく秀しゆう麗れいな女子たち、それも六人にも囲まれて毎日を一つ屋根の下で過ごされ、なにもないというのは」

　義乃の言は正せい鵠こくを突いている。突きすぎている、とも。

「そうかもしれないけれど、でもさっきも言ったとおり、ぼくはそういうことはまだ年ねん齢れい的てきにも早いと思うから」

「宗朗さま。人間の寿じゆ命みようをご存じですか」

　ここで義乃は、急に話題の角度を変えてきた。

「寿命？　七十歳とか、七十五歳とか」

「この大日本の場合、男性七十二歳、女性七十六歳です」

「うん。そのくらいかな」

「しかしこんなふうに寿命が延びたのは、ここ半世紀ほどの間のこと。たとえば、一世紀半ほどまえ、明治の大改革のころには、男女ともだいたい平均寿命は四十五歳ほどだったといいます」

「そう考えれば、ずいぶん伸びたよね。平和になったし、医学の進歩も……」

（なんでこんな話、してるんだ）

「では人類が生まれてから、どれくらい経たっていますか？」

「人類？　いきなり大きい単位だなあ。クロマニヨン人とかで、ええと」

「約一万年です。この一万年の間、人類の平均寿命は、わずか二十年ほどでした」

「え、そんなに短いのか」

「ええ。もちろん五十歳、六十歳と生きた例はあったでしょうけれど、病気やケガの死亡率も高く、なおかつ新生児の死亡率が大変高かったでしょうから」

「なるほど」

　義乃に考古学、人類学の講義を受けているのか、と思ってしまう。

（なにが言いたい……）

「なにが言いたいんだ、とお思いでしょうね。つまりこういうことなんです。一万年の間、人類はわずか二十年程度の寿命で死んでいきました。そのため、種族の交配は、十二、三歳から可能な身体になっているのです。二十歳程度で死んでしまうなら、子孫を残すのに十二、三歳でも早すぎることはないですからね」

「え、と……つまり、義乃さんが言いたいのは」

「はい。健康な男子や女子ならば、十二、三歳くらいから子孫を残すための婚姻期間に入って当然だ、ということなんです。少なくとも身体はそうなっています。何度も言うようですが、人類の寿命がこんなにも延びたのはここ数十年。法律で婚姻の年ねん齢れいを規定するようになったのも同じころ。しかし人類としての歴史はその千倍以上。霊れい長ちよう類るいというくくりでみれば、十万年もの長い間、人類は十二、三歳からを婚姻、生せい殖しよくの期間としてきているということです」

「じゃあ、ぼくたちみたいな十六歳くらいは……」

「はい。やりまくりの期間、といっていいと思うんです」

「やりまく、り……」

　なにを、とはあえて聞かない。聞けるわけがない。

　しかし端たん正せいな義乃から、そんな言葉を聞こうとは。いや、もっと過激は言葉すら、さらっ、と何度も言っているのだが。

「急に言われても、なんだか……」

「もしかして、義乃のことを経験豊富、と思いましたか？　すでに何人も、もしかしたら何十人もの男性経験があるのでは、と？　あらゆる行為やプレイをもう経験しているスベタなのでは、と不快にお思いになりましたか？」

「いや、まさか」

（スベタ、って、なに……）

「心配には及びません。義乃はどの男性とも経験はありません。処女です」

「しょ……。はい」

「さらに言えばいわゆるＢ、身体に触れられたことも、Ａ、キスしたことももちろんありません。義乃の正しよう真しん正しよう銘めいの処女を、医学的にもいつでも証明できます」

「いや、いいです。医学的には……」

「宗朗さまは、童どう貞てい、と考えてよろしいのですよね？」

「……」

「お答えになりたくないなら、それでもかまいませんけれど、おうおうにしてそういうことを童貞的反応といいます」

「あー、はい。はい……そのとおりです。反論できないよ」

「いいえ、あやまるには及びません。それに、宗朗さまが童貞で、義乃もうれしく思っているんです。童貞の男性には、おうおうにして処女を求める傾向があります。女性の側にだけ男性経験があると、汚よごれている、ですとか、あられもない姿を自分以外の男に見せたことがある、ということで男性の独占欲を損そこなうからです。女性には逆に、経験豊かな男性にすべてを委ゆだねたい、という気持ちがあります。ただし経験を細かくつぶさに知りたいとは思っていませんが。しかし義乃は、必要条件ではないにしても、宗朗さまが童貞であることをうれしく思います。なぜなら、宗朗さまにとって義乃が初めての異性になることができるから、です」

「うん。ああ、うん……うん？　いや！　それは、なんでそうなる」

　立て板に水の義乃の意見を聞いていると、ついうなずいてしまいたくなる。しかし結論は聞き捨てならないものなのだった。

「そうですね。そろそろ本題に入りましょう」

「え、まだ本題じゃなかった、のか」

「はい。しかし退屈されるには及びません。ここからが、宗朗さま自身、もっとも知りたい事こと柄がら。宗朗さまと、サムライ少女たちと、この国の、いちばん根幹をなすあるルールについてなのですから」

「ルール、だって。それを知っている、のか」

　甘い声が頭ず蓋がい骨こつの内側に響いて、染み入いってくる。いつのまにか義乃は宗朗にぴったりと寄り添い、身体を触れ合わせていた。

「はい。宗朗さまはつねづね疑問に思っているはず。サムライとはどうして少女にばかり顕現するのか」

「う、うん」

　以前、幸村も同じことを言っていた。しかしそのときはまだ研究中だとか、お茶を濁にごされてしまった気がする。

「簡単なことなんです。女性にできて、男性にできないこと……」

　義乃の声が脳内に響くたびに、震えるような歓かん喜きに襲われる。宗朗は、いますぐにでも義乃を抱きしめ、その場で押し倒したい衝しよう動どうにかられた。

「女性にできて……」

　義乃もわかっているのか、しつように身体を押しつけてくる。

　制服の上からとはいえ、たっぷりと感じられる身体の凹おう凸とつとやわらかさ。立ち上ってくる芳かんばしい芳ほう香こう。鼻び孔こうまでがムズムズする。

「よろしいのですよね、宗朗さま。この義乃になにもかもおまかせになって。よろしいのですね」

　宗朗の顔を義乃の手がやさしく撫でる。首筋に吐と息いきを感じる。ときおりやわらかく触れてくるのは唇だろうか。

（そうだよな。ぼくは「将」で、みんなはサムライなんだ。「将」が男子で、サムライが女子で……しかもその年ごろはちょうど……ぜんぶ、最初からそうできていたんだよ。だから、ぼくが義乃さんを選んで、契約するのも自然だし、最初からそうするのがあたりまえだった、んだよな……あたりまえ、それでいいんだよ……）

「はい。それでいいのですよ。それで……」

　義乃の手が、這い登ってくる。

　宗朗の顔を包んでいた。びっくりするほど間近に義乃の顔がある。鼻の頭どうしがふれ合うほどに。唇が、濡れたように光っていて……。

「さあ、契りを交わしてください。義乃と、契約のキスを……」

　宗朗は、言われるままにうなずいていた。

　唇が触れようとする。触れる。その直前、義乃は眼帯に手をかけると、わずかにずらした。

（あ……）

　眼帯に隠されていた、閉じられた片目がある。長い睫毛が伏せられている。そのまぶたが、ゆっくり、開いた。

「……！」

　見つめられた瞬間、心の奥まで鷲わしづかみにされた気がした。たしかに、義乃の片目が宗朗の目を見て、視線がからみあった、と思った刹那、もう呑み込まれていた。

　視界いっぱいに映っていた義乃の顔がもうどこにもなくて、あるのは霧きりの中のような光景。

　だが心地よい。ひたすら心地よくて、すべてを投げだし、ゆだねたくなる。無防備で、そうすることに、なんのためらいもなくなっていく。

「さあ宗朗さま、契りを」

　義乃の声が聞こえてきて、乳白色の霧が濃くなった。それ自体、あたたかく、包み込んでくる。やわらかくて、甘くて、眠くて……。

（これでいいんだから。これでずっと、いいんだ。ずっとこのままで……義乃さんと……みんなと……みんなは……？　千姫さま、半蔵、兼かね続つぐ……又兵衛さん、幸村……！）

「……十兵衛！」

　ビクッ、と宗朗の手が震えた。目が、瞳どう孔こうに焦しよう点てんが結ばれていく。

「宗朗さま……」

「いま、何か見えて……ま、待て。待ってくれ！　きみは……誰なんだ」

（そうだ。いちばん肝かん心じんなことだ。本当に義乃は柳生十兵衛なのか）

「……もういいんです、それは。だって宗朗さまは、義乃とひとつになるんですから。ひとつになって、義乃のものに……」

　唇がもう触れる。だが拒めない。身体が動かない。

「だ、ダメ、だ」

　宗朗の言葉を呑み込んで、義乃の唇が、重なる……。呑み込まれる……。

「……いっしょに、義乃といっしょに……」

　ビュッ!!

　風が、吹きつけた。たったいままで義乃の顔があったところを、吹き抜けていく。

「うあっ!!」

　突き飛ばされるように、宗朗は支えを失って倒れた。瞬間、反転した空に大鉄扇が弧を描いて飛ぶのが見えた。

「その女から離れよ、宗朗！」

　大鉄扇に描かれているのは真田の六文銭せん。それはもちろん、

「幸村！」
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　ブーメランのように大鉄扇が戻った先に、幸村がいた。そのかたわらには、五丈鑓を突き立てた又兵衛も。

「情けないぞ、宗朗！　そのような女にたぶらかされおって！」

「うん」

「口をポーッと開いて、いまにもキスしそうじゃったぞ」

「うん、うん」

「愚か者が！　そういうことだからそんな女につけこまれるのじゃ！」

「うん、うん……！」

「な、なんじゃ！　もっとしゃきっと反論せんか！」

　だがいまは、幸村になにを言われてもうれしい。それよりもよろこびがこみあげてくる。

　いつも生意気で、頭の良さをハナにかけて、ときどき（しょっちゅう）カチンと来ることを言う幸村。

　だがいまはそんなことさえ、笑えてしまうくらい、うれしいのだ。

　そのうえ、

「見てたわよ、宗朗！　デレ～、と鼻の下伸ばしちゃって！　ほんとにかっこ悪い！　おチビちゃんの言うとおりね！」

「千姫さま！」

　千姫の艶あでやかな姿。もちろん半蔵も控ひかえている。

「お兄ちゃん!!」

「な、なんですの。来てみればこの展開は……！」

「十兵衛！　兼続も」

　十兵衛と兼続までも。

　六人もの剣姫マスターサムライの少女たちがこぞって戻ってきていた。幸村の大鉄扇を避けて身を屈み込ませていた義乃は、立ち上がると傲ごう然ぜんと顔を上げた。

「おそろいのようですね、柳生道場のみなさん」

　眼帯はもとどおり、義乃の右目を隠している。一見冷静であるものの、翠の左目がイラだっているように見えた。

「おまえね、ついさっき千と半蔵を襲った般若面は！」

　千姫が叫ぶと同時に、薙刀を義乃に向かってかざした。

「般若の面って……じゃあ、やっぱりあの方がそうだったんですの？」

　兼続が驚いたように声を上げた。十兵衛は、不思議とまだ義乃を凝視している。

　幸村たちが襲われたのは一昨日、十兵衛たちが昨日。そして千姫と半蔵が般若面と戦ったのは、つい今しがただ。

「あら、義乃がみなさんを襲った、とおっしゃっているようですけれど、おかしいですね。義乃はずっと宗朗さまとここにいたのですから」

　笑う義乃に、幸村が、

「わらわに叩き折られた月牙産を、また新しくあつらえたか。それもただの月牙産ではない。仕込み入りの特注品のようじゃがのお」

　畳たたんだ大鉄扇で指さすのは、ブランコの基部に置かれた義乃の手荷物だ。鞄とは別に、背せ丈たけほどもある細長い袋。

「その中身は、千たちを狙った弓ね！」

「いえ、鞭で……しかも中に錐が仕込まれたものですわ。わたくしたちが相対したのは」

　千姫と兼続。

　般若面という敵は共通している。背格好、長い髪も義乃のそのまま。しかし闘った武器は、三者三様に異なっていた。

　義乃の大きな袋にはどの長物の武器が入っていてもおかしくない。が、これではどこかちぐはぐだ。

「般若面が千姫さまたちも……！」

　宗朗も混乱していた。

（でも、たしかに義乃さんはずっとここに、ぼくといっしょにいた）

　ならば誰が。しかも般若面以外は義乃に酷こく似じしていたということなら……。

「どうしても義乃を、みなさんを襲った『般若面』にしたいようですね」

　義乃が言いながら、長い髪を払うように肩に流した。その手の包帯。

「それ！」

　十兵衛が指さして叫ぶ。

「うむ。十兵衛たちと戦ったときの傷。それが証拠じゃ！」

　幸村が叫ぶ。宗朗もあらためて包帯を注視する。

「義乃さん、その傷はやっぱり」

「これ、ですか。ふふ。義乃がその般若面とやらと同じ人物である、というその証拠だと言うのですね。どう、でしょうか」

　義乃は包帯に包まれた左手をかざすと、口くちの端はしで笑った。右手で包帯を解いていく。スルスルと、包帯が滑すべり落おちた。

「これで、いかがですか」

　改めて左手をかざす義乃。その手に傷はなかった。義乃が笑って宗朗を見る。

「ケガといっても軽い捻ねん挫ざで、手を使わないように包帯を巻いていただけです。みなさまのいうようなケガではありません……きゃぁっ!?」

　義乃が驚いたように声を途と切ぎれさせたのは、

「わ、おい、十兵衛！」

　いつ近寄ったのか、不意に十兵衛が義乃の背後から抱きついたのだ。

「ちょ……！　なにをするんですか、やめてくださ……ぃ！」

　気づかれずに、抱きつくほど義乃に近づく十兵衛もすごい。

「よかったあ！　ケガ、してなかったんだね！」

「え、はぁ？」

　思わず、？　となる面々。

「十兵衛、義乃さんにケガさせたと思って、すごーく心配してたんだ。もう仲良くなれないかなあ、って。でも、ほんとうによかったの！」

「は、離れてください！　義乃はそんなことは……！」

「十兵衛！　ほら、離れないと！」

　ようやく宗朗が十兵衛を引き離す。

（あのことが）

　十兵衛に向かって、いまにも義乃があのこと……「義乃が柳生十兵衛なんです」、を言い放つのでは、と思うと気が気ではない。

「んっ！　……これで、おわかりですか、宗朗さま。義乃がその般若面ではないこと」

　義乃が、制服の乱れを直して、改めて宗朗に向き直る。

「待ってくれ！　じゃ、じゃあ、みんなを襲った般若面と義乃さんは無関係で……」

（十兵衛たちが般若面と戦って手傷を負わせた。でもその傷は義乃さんの手にはなかった。千姫さんたちが襲われたのと同じ時刻に義乃さんはぼくとここにいた……）

　やはり般若面は義乃ではないのか。

「それは違うぞ！　宗朗」

　きっぱり言うのは幸村だ。

「幸村、でも傷が」

「十兵衛と戦ったとき、わざと手傷を負ったように見せたのじゃ。血も作られたものじゃ。そうして義乃が包帯を解いて、ケガがないと見せれば別人をよりはっきり印象づけられるからのお」

「わざと、ですって」

「すべては宗朗の歓かん心しんを買うためじゃ。わらわたちとの分断を狙ったのかもしれぬな。濡れ衣ぎぬを着せられた、と宗朗に同情を買うことでな」

「そのようなこと、証拠があるのでしょうか。ケガを偽った、というのも単なる推測に過ぎないのではないですか。もっとも義乃は、その般若面がケガをしようと、無関係ですけれど」

　きっぱりと反論する義乃。たしかに幸村の言い分は推測でしかない。が、

「それが、あるのじゃ。いや、なかった、とも言えるの」

「なによ。あるんじゃないの？　ないって……ええい、もう、はっきりなさいな！」

　焦じれる千姫に、幸村は小さな、平らな胸を反らすようにして言った。

「なかった、が正解じゃ。ゆうべわらわと又兵衛は、十兵衛に聞いて、般若面と戦ったという場所へ行ってみた。が、そこに、ケガの原因となった、十兵衛に割られた面はなかった。破片もな。おかしいではないか。般若面は、面を割られてケガをし、逃走した。なのにその場には、面の破片も残されていない」

　それが、なかった、の証拠なのだった。

「そうか。破片を隠す必要があったんだ。それを調べられると……」

「ついた血ち糊のりがバレてしまうからのお。あとで一片残らず回収に来たのじゃろう」

　そして幸村が、いっきに言う。

「つまりこういうことじゃ。わらわと又兵衛を一昨日襲ったのはそこにおる義乃じゃった。顔を般若面で隠してな。昨日、十兵衛と兼続を襲ったのも義乃。おそらくは、ひと当てして我らの腕前を見ようというものだったのじゃろう。じゃがどっちも、思った以上の我らの力に、撃げき退たいされた。まあ、最後までやり合おうという気がなかったから、その場は退いた、というのもあるじゃろうがの。二度目には、血糊でケガをした振りをする念の入れようじゃった」

「じゃあ、さっき千たちが戦ったのは？」

「それじゃ。同じ時刻に義乃はここで、宗朗……マヌケ面をした宗朗とおったのじゃからな！　同時に徳とく川がわのおのれらを襲うのは不可能じゃ」

「む……！」

　マヌケ面強調はムッとしたが、宗朗としてもそのトリックが知りたい。

「じゃあ、千姫さまたちを襲ったっていうのは……」

「別人じゃな。義乃に背格好の似た者に般若面をかぶせて向かわせたのじゃ。おそらくはサムライでもあるまい。じゃから戦い、というほどのものでもなかったはず。すぐに逃げてしまったじゃろう」

　幸村に向けられて、半蔵が答えた。

「はい。矢を射かけて奇き襲しゆうしてきたのですが、居場所が割れるとわたしたちが反撃するまえに逃げてしまいました」

「なあに？　千のところだけ偽にせ者ものだっていうの？　なんだかバカにされてるみたいで、腹が立つんだけど」

　いわば「アリバイ作り」に使われた千姫が頬を膨らませる。

　だが義乃も黙ってはいないかった。

「長々と回りくどい説明でしたけれど……。わざと面を割ってケガをした振りをして、あとで破片を拾いに来たのですか。ずいぶんと手の込んだ、お暇ひまなことですね。そんなことをしてどれほどの利があるか、わかりませんが、いちばん肝心なことをお忘れですよ、みなさん」

「いちばん」

「肝心な、こと？」

「ええ。おっしゃるように、その般若面がケガを装よそおおうと、破片を拾いに来ようと、それが証明されても、その般若面と義乃が同じだ、ということにはなりません。そこはひとつも証明できていませんよ」

「それは、ぅ……」

　たしかに。いくら般若面のケガ自体が作り物だったとして、それが証明されても義乃が同一人物だという証拠にはならない。同じ手のケガ、というのも状じよう況きよう証しよう拠こだが、それすら失われている。

　だが幸村はまだ笑っていた。

「証拠か。証拠ならあるのじゃ！」

　そう言うと、手に持った大鉄扇を掲かかげる。全員が注視した。

「この鉄扇は、さっき放ったものじゃ。義乃と宗朗の顔が近すぎたのでのう」

　まさに契約＝キス寸前、というふたりを襲い、義乃をのけ反らせた、その大鉄扇だった。

「ええ、義乃がかわさなければ大けがをしていたと思いますが」

「ケガでは済まぬわ。まあ、よい。この鉄扇のここを見よ」

　指さす。大鉄扇の端。扇の羽根の重なりの部分に、ひと房ふさの髪が。

　義乃の髪だった。わずか十数本が五、六センチ分だが、かわしたときに巻き込むように切られたのだろう。

「それが、どうしたの、ゆっきー？」

　十兵衛も聞いてくる。幸村は得意げに、もうひとつの物を取りだした。

「それ……って」

　見慣れない武器。まっぷたつに柄が断たたれている。

　月牙産。スコップのような先と、反対側の端はさすまた状の三日月。いまはふたつになってしまった月牙産だ。

「わらわが般若面を撃退したときに、ヤツが残していったものじゃ。つまりは般若面の持ち物。ヤツの匂においが残っておる」

「匂いを……？」

「そうじゃ。そしてこっちには義乃の髪。このふたつを又兵衛にかいでもらうのじゃ」

「又兵衛さんに!?」

「かいで、って」

　果たして、のそりと進み出た又兵衛がふたつの物を鼻先にかざして、匂いを確かめる。

「どうじゃ、又兵衛！」

　幸村の問いに、又兵衛はこくこくとうなずいた。

「同じ、匂いがする……」

　同じ匂い。

　義乃の髪と、幸村を襲った般若面の武器・月牙産は同じ匂い。つまり義乃と般若面は……幸村を襲った般若面は、

「同一、人物って、こと……だよ、ね？」

　宗朗が言う。

　が、その言い方に確信がどうにもないのは、周りの、幸村と又兵衛以外の全員が、納得できたようなできないような、きわめて微妙な感想が顔にモロに出ているからなのだった。

「あ、あのぉ」

「なんじゃ！　又兵衛の匂いに対する感覚は常人を遙はるかにしのぐのじゃ。匂いだけで何里も相手を追うこともできるのじゃぞ！」

　幸村が言い、又兵衛がこく、とうなずいた。なぜかその頬が赤く染まっていた。

「で、でも、それだけじゃ、単に又兵衛さんの主観だけじゃありませんの？　もっと科学的な数値とか、根こん拠きよがなくては！」

　たまりかねて発言するのは兼続だ。

「なんじゃと！　おぬし、わらわがいい加減なことを言ってごまかしておると申すか！　そもそもおぬし、どっちの味方じゃ！」

「どっちの味方とか！　そういうことではくて、わたくしは誰にでもわかる客観的な証拠を、と申しているのであって……」

「ええい、又兵衛の鼻が信じられんと申すか、この愚か者が！」

「なんですの！　科学的な証拠というものをあなたは……！」

「……くっ、ふふ、ぅふふ……ふ、はは、あははは……！」

　だが幸村と兼続のミニサイズな言い合いも、急に聞こえてきた笑い声にさえぎられる。その主はもちろん、

「義乃さん」

　宗朗が言うと、義乃が立ち上がった。

「ふふ……っふふふ、おもしろい、ですね。とても、おもしろいです」

　義乃がくすくすと笑った。すでに一歩、二歩と、ブランコのほうへ、ブランコに立てかけた自分の荷物のほうへ動いているのを、宗朗はわからなかった。

「般若面は義乃さんだ、っていう証拠は、いまのところちょっと、微妙なんだけど。でも、義乃さんは……」

「だとしたら、どうなんでしょう。義乃がそこのみなさんを襲ったとしたら。般若面の刺し客かくを使っていた、としたら？　宗朗さま」

　義乃の言葉は、この言い合いに飽あきた、というものを含ふくんでいるようだった。

「ということは、ほんとうなのか」

「仮定の話、と言ったはずです」

「たとえ仮に、でも」

　宗朗は義乃を見据える。迷いはなかった。

「許さない。みんなを、傷つけるようなことをしたなら、それが誰でも許さない。もし義乃さんなら、義乃さんを許さない」

　ひと言ひと言、噛かみしめるように言葉が出てきた。考えたわけでもない。宗朗の気持ちが自然にそう言っていた。

「お兄ちゃん！」

「あら、たまにはいいこと、言うじゃない、宗朗」

　十兵衛が目を輝かせ、千姫もまたまんざらでもない、と胸を反らす。幸村が、

「ふむ、宗朗にしては、ま、まあ、及きゆう第だい点てん、じゃな」

　口をプッと尖らせるが、頬がすっかり赤くなっているのは隠しようがない。

「残念です。宗朗さまには、義乃がこれからいっぱいいろんなことをしてさしあげるつもりでしたのに。どんなことでも、望むままに、義乃に求めていただければ、かなえてさしあげましたのに。それが敵わないなんて、残念です」

　すっかりブランコを背にした義乃が、名な残ごり惜おしそうな笑えみを浮かべた。

　いまなら問える。みんなの前で、はっきりと聞かなくては、と宗朗は思った。

「じゃあ本当なのか、みんなを襲ったのは。義乃さん、きみは誰なんだ。きみはサムライの……」

　十兵衛がいる。いけない、と思いながら、宗朗はいまここで、

（はっきりと義乃の口から聞いてしまうしか……！）

　が、再び飛んできた幸村の大鉄扇に、言葉が途切れてしまう。

「……っ！」

　大鉄扇の軌道が狙ったのは、ブランコに立てかけた荷物に手を伸ばす義乃だった。

「勝手に動かぬことじゃ。次はかすり傷などでは済まぬぞ」

　弧を描いて戻ってきた大鉄扇を、幸村が受け止める。そしてもう一度義乃に向き直ると、口上した。

「のお、おぬし、列堂義乃……いや、この名のほうがとおりがよかろう。……列堂義ぎ仙せん、いや、柳生義仙！」
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　ここで数日まえに時間は遡さかのぼる。

「面おもてを上げなさい」

　静かに言うのは松まつ平だいら尊たか保もり。書記長として事務方を束ねる生徒会のナンバーツーだ。

　武應学園の通称本丸と言われる生徒会棟とう。その一室が尊保の執しつ務む室しつになっていた。

　うっすらと焚かれた香の中、上座に制服姿の尊保が正座している。下座で平へい伏ふくするのは義乃だった。

　義乃の制服の背に、長い髪が流れるように散っていた。きれいに揃そろえられた指先が、床の青あお畳だたみの上で合わせられていた。

「失礼、いたします」

　畳からわずかに顔を上げるだけで、義乃は上体を正そうとはしない。

「どうしました。もっと顔が見えるほどに、いいのですよ」

「いえ。もともと我らは、お庭番と同じ存在です。本来ならば、このように屋や敷しきへ上がることもなく、御お庭にわに平伏してお声を賜たまわるべきもの。尊保さまにはお気になさらず、お続けいただければと思います」

　あくまで義乃はそう答えて顔をそれ以上上げようとはしなかった。

　尊保は、こほん、と小さく咳払いすると、

「いいでしょう。わかりました。もとより、おまえを呼び寄せたのはほかでもありません」

「豊臣方の、掃そう除じでございますね」

　義乃が先回りして口にした。これも、本来は証拠となるように明確なことを上の者に言わせないためだ。もっと抽ちゆう象しよう的てきなこともある。どこで誰が聞いているとも限らない、そのための工く夫ふうだった。

「まあ、そのようなこともあるようですね」

　尊保の言葉も曖あい昧まいになる。否定しなければ肯こう定てい。義乃はごくわずかにうなずいていた。だがそれだけでないのは、尊保の次の言葉で明らかになる。

「ただね。もう少しやっかいな、いや、おもしろい、かな。そういうところがある。それはおまえと同族の……」

「同族……柳生の」

「そう。ですから、すぐにわかるでしょう。その者……柳生宗朗の、弱点や、操り方、なんかをね。もちろん、どうしてもというときには……」

「……はい。御ぎよ意いに」

　これも、決定的な言い方は避ける言い方。

　すべての話は終わった、とばかり、尊保が立ち上がった。合わせて義乃が再び畳の両手に額が触れるほど深く平伏する。

「柳生道場へ行けばわかるけれど、まあ、雑多な連中です。その者も、ね、おまえの手で、いかようにも。柳生義仙、いや、列堂義乃でしたね。そのように」

　それだけ言うと尊保の足音が奥へ消えていった。

　しばらく確認するように平伏したままの義乃が、ようやく顔を上げる。すっ、と息を吸って上体を正すと、そのまま手をつかずに立ち上がった。

「あれが松平……おまえのほうがよほどおもしろいようですよ」

　クスクスと笑うのを、聞いているものは誰もいなかった。



「柳生……」

「義仙、だって……？」

　誰もがその名を反はん芻すうした。宗朗が、義乃を見る。

「本当なのか。柳生義仙……それがきみの、サムライの名だと」

（柳生十兵衛、じゃない……！）

　義乃がくすくすと笑った。髪を持ち上げる。肩から、抜くように流した。

「本当、ですよ、宗朗さま」

「柳生ぎせん？　じゃあ、柳生だから、お兄ちゃんや十兵衛と同じだね！　お姉ちゃん？　なの？」

　十兵衛が無む邪じや気きに問う。それに答えたのは意外や半蔵だった。

「柳生義仙は、裏柳生の総そう帥すいです。もとは大たい猷ゆう院いんさま、厳げん有ゆう院いんさまの治世に、影かげ働きを専門とする集団の裏柳生が使われ、いつしか表柳生、つまり現在の柳生本家と分かれて別に存在するようになっていったのです」

　大猷院、厳有院は、それぞれ三代将軍徳川家光、四代家いえ綱つなの諡号だ。

　徳川家康に仕え、二代秀ひで忠ただのもとで幕府総目付となった柳生やぎゆう宗むね矩のり。ここから江戸時代の柳生家、柳生やぎゆう藩はんは始まると言っていい。

　柳生宗矩には四人の息むす子こがあった。

　長男の三厳。次男友とも矩のり。三男宗むね冬ふゆ、そして四男の義仙。

　三厳＝十兵衛は剣の道を極きわめるが、幕府の要職からは離れて生しよう涯がいを過ごした。次男友矩は早世し、三男宗冬が柳生家、柳生藩を継ぎ、次代へと伝えていくことになる。これが柳生やぎゆう宗そう家け、本家となる。本家は以降、代々将軍家剣術指南役をつとめることとなった。

「……そのように柳生家が柳生藩の藩はん主しゆ、それに将軍家の剣術指南役や幕府の目付役などを務めるに従って、影働き、といったものは難しくなっていったのです。そもそもの柳生宗矩さまの時分には、幕府総目付という正式な役職はあるものの、その実体は全国に散った隠おん密みつを操り、情報を収集し、各かく藩はんの弱みを握ってさまざまな場合に備えること、もっといえば、弱みを口実に藩はんを取りつぶし、幕府の力を強化することでした」

　しかし時代を経るに、幕府もいたずらに外様の藩を潰つぶしたりするより、幕ばく藩はん体制という名の下にそれぞれを組み入れ、協力し合うほうが波風もたたず、結果的に体制維い持じにはよい、ということになる。

　戦国の名な残ごりが残る時代から、本格的な平和の時代が来ていたということでもあった。

　そうなると幕府の総目付役も、かつてのなんでもありのスパイの元もと締じめ、というより、警察力の総元締め、ということになっていく。諜ちよう報ほう部ぶとしての情報力は依い然ぜん絶大だったが、それを使うことは公の施し政せいの場面でのみ、となった。

　ところが表向きはそうでも、影の仕事というのもなくならないのが現実の政治というもの。

　誘ゆう拐かい、暗殺、その他の暴力。強引な情報操作や人物操作。ときにはでっち上げさえ。

「そうした影働きを専門とする集団が、『裏柳生』として続いていくことになったのです」

　半蔵がこうしたことに詳しいのは、服部家もまた、公こう儀ぎ御お庭にわ番として伊い賀が忍にん者じやを束ねる諜ちよう報ほう機関の長であって、柳生家とはある意味ライバルだったからかもしれない。

　柳生家が幕府の諜報部、とすれば、どちらかというと将軍個人の諜報機関が公儀御庭番の伊い賀が衆ともいえる。

　柳生義仙は、幼名を六むつ丸まるといった。宗むね矩のりの側室の子で、早くから仏門に入れられている。

　宗矩には義仙の上に三人の男子がいたし、正妻の子ではなかったからだった。

　大徳寺で「義仙」を名乗り、列堂和尚おしようと呼ばれた。そのため列堂義仙とも言う。

　だが義仙は奔ほん放ぽうな性格で、仏門には収まりきれなかった。住持となった芳徳寺からたびたび出しゆつ奔ぽんし、しだいに裏の世界で力をたくわえ、伸ばしていく。

　そこに目を付けたのが、幕府の要職にある一部の者たちだった。

　前述したように、幕府政治の世界はきれいごとでは済まない場面がある。そこに、どんな手段をも厭いとわず、事を為なす裏の部隊が必要だった。

　すでに大名にまでなった柳生家に、それはさせることができず、また任せることもできなかった。

　表の柳生ができないことを、かつての柳生がやっていたよりもさらに苛か烈れつ、かつあらゆる手段を用いて実行する。

　裏柳生。

　いつしか義仙とその集団はそう呼ばれ、また自じ称しようし、それが代々受け継がれていくことになるのだった。
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　半蔵の長い話が終わるころには、義乃……義仙は髪をいじりながらふたたび宗朗に微笑んでいた。

「そうですね。だいたい半蔵さんの言うとおりです。わたしたち裏柳生は、柳生宗家の影で、宗そう家けのできないことを代々なりわいとしてきました。ふふ、驚きましたか？　徳川の時代も降るごとに宗家と裏柳生の間は開いて、明治の改革のあとでは宗家はおろか柳生の里でも、わたしたち裏柳生を知る者はいなくなっていたでしょう。宗朗さまは柳生宗家の嫡ちやく男なんで、いずれ柳生を継ぐ立場。それが、裏柳生も知らずに、だなんて、とんでもない不勉強、いいえ、義仙にとっての侮ぶ辱じよく、ですね」

　侮辱、と言いながら、浮かべた微笑は変わらずにいる。

　宗朗は、衝撃を受けていた。

「柳生、義仙……裏柳生……知らなかった。本当にあるなんて……」

　まったく聞いていなかったわけではない。しかし江戸時代のころ、それも、柳生藩の開祖、宗矩とその子の代のことだけだろう、と思っていた。まさかそれが、

（代々、裏柳生として続いていた……）

　そのうえ、サムライ柳生義仙までが宗朗の前に現れるなど。

　言葉を失っている宗朗に代わって、

「列堂義乃、とは少々種明かしが過ぎる名じゃな。わらわが気づかぬとでも思うたか」

　幸村の言葉に、しかし義仙は反はん駁ばくした。

「謀はかりごとではありません。気づかせるため、です。世間知らず、現実を知らない柳生やぎゆう宗そう家けのお坊ぼつちゃんでもわかるように。とてもわかりやすい名をつけてみた、だけのことです。でも、義仙の思った以上に、このお坊ちゃんは自身の柳生宗家にも、まして裏柳生やぎゆうにも、なんの知識も造ぞう詣けいもないことがわかりましたけれど」

　嘲あざけられている。罵ののしられている。しかし宗朗は反論できなかった。

　裏柳生の存在すら、確かに知ってはいなかったのだから。

「少しは勉強になりましたか？　といっても、表の宗そう家けでぬくぬくと苦労知らずに光の当たるところだけを歩いてきたお坊ちゃんには、われら裏柳生の苦く衷ちゆうなど、これっぽっちもおわかりにならないでしょうね」

「お兄ちゃん……」

　宗朗を気き遣づかう十兵衛にも、義仙の目が向けられる。微び笑しようはそのまま。しかし翠みどりの目はますます冷たく冴さえていくようだ。

「柳生十兵衛、ですか。かつての、柳生の最高の剣けん豪ごうが、こんな？　ふふふ、不思議ですね。宗朗さまはなんとも思わないのですか？　まあ、いいんです。義仙は宗朗さま、あなたに用があるのですからね」

　すでに自らを「柳生義仙」と認めた義仙は、「柳生十兵衛」ではない。だが、まだなにか言いたげな言葉。宗朗は、義仙の眼めを自分に向けさせようとした。

「ぼくに、なにをする気だ。なにを、させようとしている」

「簡単ですよ。さっきから、義仙がその気にさせようとしていたこと。契けい約やくして……」

「それも嘘うそじゃな！」

　再び幸村が言う。

「義仙、おぬしはすでに契約しておるはず。わらわや十兵衛を襲おそい、戦ったときの力、半ば戯たわむれとはいえ、なみのサムライ以上じゃった。つまりおぬしは、すでに契約しておるサムライ、すなわち剣姫マスターサムライじゃ」

「なん、だって」

　次々と明らかになる事実。それが本当なのか、しかし義仙は何も言わない。その代わりに、

「契約なんていうものも、ほんとうはどうでもいいんです」

「どうでも……って。義乃さ……いや、義仙、きみはいままでそれをずっと」

　義仙の表情が、すっかり変わっていた。

　いや、首輪をつけた、臆おく病びようそうな、その表情は変わらない。なのにどこか底知れない、怖こわさがじわじわと増していく。軽けい蔑べつと酷こく薄はくが浮うかび上あがる。

「宗朗さまと義仙、このふたりが結ばれれば、表の柳生と裏柳生はひとつになります。それは徳川や豊臣といったものまでを、凌りよう駕がする……。それが義仙の望み」

「徳川や豊臣を、だって」

「そうです。そのために、義仙と『契ちぎり』を。ふふふ、そこにいるお嬢じようさんたちよりも、義仙はときに従順で、そうあってほしければ主導権を握にぎっての行こう為いも厭いといません。きっと宗朗さまを満足させられるはずですよ」

　義仙の言葉に、宗朗はしかし、はっきりと答えた。

「そんなこと、できるわけないよ。きみはだって」

「彼かの女じよたちを、傷つけた、ですか。傷つけようとした？　ええ、確かに。ちょっと遊んでみたのですが、仕込み武器はなかなかおもしろい効果を見せました。結果的にみなさんの反応速度と身体能力を見せていただきました。そう、腕うでや脚あしの一本くらい奪うばってあげられるか、と思ったのですけれどね」

「なんだって！　義仙、きみはそういう……」

「許さない、ですか。彼女たちを傷つけることを許さない？　なにをどう許さないのですか。許さないとどうする、と？　宗朗さま、あなたはほんとうに、甘あまい。甘い世界でしか生きていないから、非情であることや、そもそも情などの存在しない場面に行き当たったことがないから、許すだの許さないだの、そんなことが言えるのですよ」

「お兄ちゃん……」

　宗朗の側にいた十兵衛が、その手をギュッと握ってきた。

　十兵衛も、さっきまでの陽気なところは失うせて、義仙に本能的な恐きよう怖ふを感じているようだ。

　宗朗が、だいじょうぶだ、と手を握りかえす。そんなところもまた、義仙は見み逃のがさずに目の端はしにとらえながら、

「人間がどれくらい血を失うと死ぬか、知っていますか、宗朗さま」

　とうとつな質問だ。

「全血液量の約二分の一。その者の体重にもよるが、一升しよう半も失えば致死量を超えておろうくらいじゃろう」

　答えたのは幸村だった。義仙は幸村を見ずに言う。

「そうです。そのこと自体は、知識として知っている者も多いでしょう。調べればすぐにわかることです。電脳網もうで検けん索さくすれば一秒とかからずわかります。でも、そのときその人間はどんな状態なのか、わかる者がどれだけいますか。血を失い、ひどい顔色と表情で、震ふるえながら流れ出る血を絶望的な目で眺ながめている、だけれどももう身を動かすだけの血が体内になくて、動くこともできない。そんな光景を見たことがある者がどれだけ？」

「それは……」

　宗朗だって、幸村たち剣姫マスターサムライの少女たちも見たことがないに違ちがいない。

「表情だけではありませんよ。吐はきたくなるような血の臭におい、相手が恐怖のあまり失禁した、その臭い。もっとひどい匂においもありますよ。化か膿のうした傷口の臭い。腐ふ敗はいした傷口って、甘い臭いがするって、知っていましたか？　拷ごう問もんの種類って、どれほどあるかは？　口を割らせるために、どんな拷問が効果的かは相手が男か女か、何なん歳さいか、育ってきた環かん境きようは、そんな外的要因も大きいんです。ふだん立派に見える、いいえ、誰だれが見ても立派で、非の打ち所がない、そんな人間が持っている、吐き気けのするような性せい癖へきについては？　誇ほこりを踏ふみにじられたときに、相手はどんな顔をするか、ご存じですか？　だけれど、そのあと、命を奪われると悟さとったときに、その顔がどんなふうに変化するかを？　泣きわめき、命いのち乞ごいをする者、あっさりと命を投げ出だす者、ほんとうにいろいろなんです。あ、関節って、思いがけないほうに曲げることもできるんですよ？　薄うす皮かわを一枚剥はぐと、どんな汚きたない人間でもとてもきれいな脂し肪ぼうや筋肉繊せん維いが中にはあることとか……」

　耳を覆おおいたくなる、そんな言葉が洪こう水ずいのように耳じ朶だを打つ。

　すでに兼続は顔色を変えて口を押おさえ、半蔵も唇くちびるを噛かみしめている。千姫は、そこになにかの臭いを感じたように、袖そでで顔の下半分を覆っていた。

「いかがですか。わたしたち裏柳生がしてきたことはこんなことでは済まないことばかりですよ。それも、表の柳生宗家はなにも知らずに、おきれいな服を着て、おきれいに過ごしてきた、その時間に、ですよ？　わたしたち裏柳生がこんなふうに、影かげ働きをしてきたおかげで、その上に乗っかって、柳生の宗家が安あん泰たいだった、とも言えるのですよ？」

　義仙はますますその表情に酷薄な笑えみを強めていく。

「なにも知らない、苦労しらずの御おん曹ぞう司しが剣けん術じゆつごっこをしている間にも、裏柳生は屍し肉にくの臭いを嗅かぎ、生き血の生暖かさにまみれて、骨が砕くだける衝しよう撃げきや肉が裂さける感かん触しよくをこの手に感じながら、影の中をじっと歩いていたのですよ。這はっていた、と言ってもいいかもしれませんね」

　宗朗は黙だまって聞いていた。聞いているしかなかった。

　なにも知らなかったという無力感。

　義仙の言うすさまじい裏柳生への嫌けん悪おや忌き避ひを感じるとともに、それは本来、柳生がのし上がるためにしてきたことの延長でしかないという衝撃。

（手を汚よごすのがぼくか、義仙かという違いでしかないんじゃないのか。柳生は、いずれにしても……）

「……すまなかった」

　だから渦うず巻まきのように何度もスパイラルする思いの末に、宗朗が絞しぼり出したのはそんな言葉だった。

「すまなかった？」

　義仙の表情に好こう奇きの色が浮かんだ。

「ああ。知らなかったこととはいえ、ぼくも柳生の家の者だ。一門の働きを知らなかったのは恥はずかしいことだ。立場が違えば、手を汚すのはぼくかもしれなかった。それを知らずに……」

「手を汚す？　まるで義仙が汚れているような言い方ですね」

「そうじゃない。ただ」

「いいんですよ、それでふつうなんですから。義仙も裏柳生も汚れています。汚れきっている、かもしないですね。でも裏柳生が汚れるほど、表の宗家は傷ひとつない、きれいな顔をしていられるんですから」

「ぼくは」

「それにね、嫌きらいじゃないんです。なんだか恨うらみ言ごとみたいに聞こえてしまったかもしれませんけれど、義仙は決して嫌いじゃないんですよ。汚れ仕事が。ふふふ、宗朗さまには想像もできないことを、いっぱい見てきました。どんなきれいごとを言っても、最さい期ごのときにはなりふりかまわない命乞いをする。親友でも家族でも、助かりたいために売ってしまう、虚きよ言げんや讒ざん言げんで人をおとしめる、罪を被かぶせる……人間って、そういうものなんです。本ほん性しようはみんな同じ。だからなのかしら。ふふ、そういうの、嫌いじゃないんですよ。残ざん酷こくなこと。だって、残酷な場面であるほど、残酷になるほど、人はその本来の顔を見せてくれるんですから」

「ならば、おぬしひとりでやればよかろう。この、変態が！」

　思わず幸村が言って、義仙がますます笑いを強めた。

「変態？　そうかもしれませんね。でもそれなら、変態とノーマルの違いはなんでしょう。その線はどこに引かれるのですか？　ふふふ、でもね、どっちでもいいんです。そうお呼びになりたければどうぞ。ただ、知ってもらいたかった。宗朗さまには、義仙のこの気持ち、感じかたを。いっしょに、いっしょの場面で、いっしょに見て、嗅いで、感じてほしかったんです。そのうえで、どう思われてもいい、感じてもいい。同じ柳生として、いえ、同じ柳生なら、きっと義仙と同じ気持ちが芽生えて来る。同じ気持ちになって、同じ感覚を共有できるかもしれない。そのとき、義仙は真に、宗朗さまの奴ど隷れいになってもいい、って思うんです。義仙がしてきたことを、宗朗さまになら、されてもいい、って……」

　これほどまでに冷たい告白があったろうか。

　最初から義仙は宗朗に身を寄せ、思いを告げていた。それが戦術であったのか、と一時は思わせたものの、じつは真に思いを遂とげたいという心はその先に、義仙のずっと奥おくにあったのだとしたら。

「義仙、きみは……」

「さあ、いっしょに行きましょう、宗朗さま。だいじょうぶです。少しくらい欠けていても、五体満足でなくとも、義仙は宗朗さまをずっと愛しています、から……！」

　義仙が動いた。

「宗朗、気をつけて！　なにか……！」

　千姫が叫さけぶ。

　宗朗の目の前で、義仙がうなじに手をやっていた。長い髪かみを肩かたへ払はらう、いつもの動作に思えた。しかし、

「……お兄ちゃん！」

　十兵衛が飛び出してくる。髪を梳すいた義仙の手には、編み棒ほどの細い、錐きりが指にはさまれていた。

「待て、義仙！　十兵衛……！」

　宗朗も十兵衛をかばおうとする。が、遅おそい。義仙が小こ柄づかよろしく錐を投げるのが速かった。

「あっ……！」

　錐は十兵衛の肩に突つき刺ささっていた。一いつ瞬しゆんの差で、首筋に命中してもおかしくなかった。

「十兵衛！」

「っ！」

　十兵衛を抱だき留とめる宗朗。だがその間に、義仙は素す早ばやくブランコの側へ下がって、長い包つつみを手にしている。

「宗朗、油断するでない！」

　だが幸村の言葉は、自分自身に向けることになる。

　背後から、ふたたび般はん若にや面が姿を現したからだ。しかも、

「こっちも、ですの!?」

　一度に三人も。

「千たちを順に襲うなんてご苦労なこと、と思っていたけれど、三人もいたの!?」

「御お姫ひいさま、危険です、こちらへ！」

　半蔵が忍にん者じや刀を、又兵衛も鑓やりをかまえる。

　般若面は最初と変わらず、それぞれ弓、月げつ牙が産さん、鞭むちの武器を持っていた。月牙産と鞭がそれぞれ仕込み入りなのはもう知れている。

「裏柳生、ですの？」

　兼続が言った。そのとおりだった。

「ええ、そうです。義仙の代わりにみなさんの腕うで試だめしをさせていただきます」

　そう言う義仙が、手にした包みをすでに解いて、中の物を手にしていた。

「なん、だ」

　宗朗も思わず口に出した。それほどの、見たこともない異様な武器だった。

　おそろしく刃はの分厚い刀。そう見えた。だがなにかおかしい。柄えの部分も大きく、しかも前後に分かれている。

　柄は握るだけでなく、サーベルのように中に手を通す穴がある。前後、ふたつの穴が並んで開いていた。

　刃は渡わたりはたっぷり一メートル以上はありそうだ。

「あれがやつの、ほんとうの武器のようじゃの」

　しかし幸村も、それが何なのか見当が付かないというふうだ。



７



　新たに現れた般若面によって、それまで義仙を取り囲む配置だったのが、逆に宗朗たちが包囲されていた。

　中心に、義仙と宗朗、それに十兵衛。十兵衛を気遣って、兼続もいる。

　やや離はなれて幸村と又兵衛。反対側には千姫と半蔵が、それぞれ般若面と相対していた。三人目の般若面は、義仙をサポートするようにやや後方に位置している。

「十兵衛、だいじょうぶか。義仙、どうする気だ」

　宗朗は十兵衛をかばいながら、義仙を牽けん制せいする。とっさに刀を抜ぬけるよう、かまえを取りたかったがこれでは難しい。

「十兵衛はだいじょうぶ。お兄ちゃん！」

　自分で宗朗から離れる十兵衛。しかし肩をやられていては、刀を抜くことはできない。

「しかたありませんわね。わたくしが、いっしょに戦ってあげても、よ、よろしくて、ですわよ！」

　兼続が言う。なぜか言いにくそうに、大鎚づちをかまえていた。

「たのむ、兼続」

　十兵衛を兼続にたくすと、宗朗は義仙に向き直った。腰こしの大刀に手をかける。

「もういいだろう！　般若面たちを退かせるんだ、義仙！　話なら、ぼくはいくらでも聞く。それに、これだけの剣姫マスターサムライたちを相手にしては、いくら裏柳生でも勝ち目はない！」

　幸村や千姫たち剣姫マスターサムライは六人。

　対して裏柳生は、般若面が三人。それに義仙で、四人でしかない。すでに奇き襲しゆうの効果もなく、仕込み武器も知れているとすれば、ほぼ二対一で戦う裏柳生にまったく勝機はない、と思われた。

　義仙が笑う。

「義仙が勝てない戦いを仕し掛かけるとでも？　宗朗さまはほんとう、まっすぐなんですね。人を疑うことを知らない。思いも寄らないのでしょうね。いいですか、裏柳生は、負ける戦いなどしません。裏柳生が仕掛けるとき、それは必ず目的を達するときです。勝つ、とは限りませんよ。全ぜん滅めつするかもしれません。ただし、ほしいものは得る。それが裏柳生の戦いかた、ですから」

「なに」

（それって）

　宗朗が鯉こい口くちを切る、と見えたそのまえに、義仙配下の裏柳生が動いた。

　それぞれ持っていた得物、弓矢、月牙産、長鞭をいっせいに捨てる。相対する剣姫サムライマスターたちも、一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれる。

　次の瞬しゆん間かん、般若面たちは背中に手を回すと、それを取りだしていた。

　長い髪に隠かくされていたこと、正対していたために背中が見えなかったこと。瞬間、見えたそれは、両手に持った二本の、柄付き爆ばく裂れつ弾だんに見えた。

「危ない！　逃にげよ！」

　幸村が言うと同時に、般若面たちが爆裂弾をいっせいに投げつけた。とっさに散る剣姫サムライマスターたち。その、一瞬まえにいた空間を、耳をつんざく爆ばく発はつ音おんと煙けむり、衝撃が駆かけ抜けていく。

「うぁあ!?」

　宗朗もまた、衝撃によろけた。幸村たちは？　十兵衛は？　と、素早く視線を走らせる。そこへ、

「甘いです」

　繰くり出されてきたのは義仙の分厚い得物だった。

「う、くっ！」

　だが宗朗もとっさに刀を抜いて受けた。いや、受けようとした。

　が、義仙の剣けんがふたつに分れた。

　分厚い刃は物ものの切っ先が、スライドするように上下に割れる。二本になった。と思うと、

「うあああ!?」

　宗朗の大刀を挟はさみ込んでいた。

「……あれは、大鋏じゃったか！　ぬぅ、ひと目で見み抜ぬけぬとは！」

　爆裂弾を避さけて飛び退すさっていた幸村が、義仙の得物を見て声を上げていた。

　大鋏。

　それも義仙のものは刀の鍔つば飾かざりもあり、限りなく大きな刀に見えるよう作られている。

　分厚い刃、と見えるのも道理で、そこは鋏の二に枚まい刃ばになっているのだ。

　閉じているときは柄も一本に見える。が、開くときは上下に分れた柄を別々の手で握り、鍔飾りに見える蝶ちよう番つがいから開いていく仕組みだった。

「おもしろい、でしょう？　鋏って大好きなんです」

　そういえば、教室で千姫の小柄を受け止めたのも、裁さい縫ほうバサミだった。それがこんな、主武器になるとは。

「宗朗！」

「お兄ちゃん！」

　爆裂弾を避けて下がったサムライ少女たちは、距きよ離りが開いている。

「ほら、こんなことも簡単にできます」

　宗朗の大刀を挟み込んだまま、義仙が大鋏をねじる。パキン、と乾かわいた音がして、簡単に大刀が半ばから折れた。

　そして脇わき差ざしを抜く間も与あたえず、宗朗の首を大鋏の刃が挟み込む。

「う、うあ！」

　そのまま、大鋏の柄を持つ義仙が両手をとじ合わせれば、宗朗の首は簡単に断たち切きれるだろう。

　現に、鋏とはいえ刀身以上の鋭えい利りな刃が触ふれただけで、首筋に朱しゆの線が走り、血の雫しずくがひと筋垂たれ落ちていた。

「宗朗！」

「お兄ちゃん！」

　千姫が、十兵衛が叫ぶ。が、宗朗は言葉どおり、首根っこを完全に押さえられてしまっている。

　ここまで決定的にアドバンテージを握られると、動けない。剣姫マスターサムライの能力を持ってしても不可能だった。

「動かないでくださいね。宗朗さまも、みなさんも。義仙はやらない、なんて思わないほうがいいですよ。残酷なことなんて、大好きなんですから」

　残酷なことを大好き、と自分で言う少女、柳生義仙。

「どうしよう、というんだ。ぼくになにをさせようと……」

　宗朗が聞く。首筋の両側に、重く冷たい金属の圧あつ迫ぱく感をひしひしと感じた。義仙は本当にいつでも首を断ち切るつもりだ。

「簡単です。さっきの続きを、してほしいんです。ただし、もう宗朗さまの奴隷になるのはやめます。奴隷になっても、宗朗さまはどうせ義仙にひどいことはしてくれそうにありませんからね。ですから、宗朗さまを義仙の奴隷にしてさしあげます」

「なんじゃと！　言うに事欠いて宗朗を奴隷、などと」

「そうよ、破は廉れん恥ちですわ！　男性が女性の、ど、奴隷、なんて！　その反対も、もちろんいけませんわ！」



    

  
    
      　幸村や兼続たちの言葉に、しかし義仙はまったく動じるそぶりもない。

「契約したら義仙が宗朗さまの言うとおりにはなると思いましたか。その逆です。義仙が宗朗さまを思い通りに動かしてあげます。そうしたら、ずっと、宗朗さまは義仙のもの。表と裏の柳生はひとつになる。四百年あまりの時を超こえて。ふふ、そこから先は……」

　義仙は大鋏を突きつけたまま、片手で右目の眼帯に手をかけると、ずらした。隠されていた右目が露あらわになる。

「いかん、あれは……魔ま眼がんじゃ！」

　幸村が叫ぶ。

「魔眼」

　かたわらの又兵衛がつぶやいた。

「一種の催さい眠みんじゃ。もっとずっと強力じゃがな。あれに魅み入いられると、一いつ生しよう涯がい続く強制力で条件付けされてしまうのじゃ」

「それじゃ宗朗が」

　千姫も言う。

「うむ。義仙の言うとおり、奴隷にされてしまってもおかしくないじゃろうな」

「そんな！」

　だが宗朗自身を人ひと質じちに取られていては、サムライ少女たちも手出しのしようがない。

「うう……く……！」

「逃げないでくださいね。首を退いたり反らしたりしようとすれば、いますぐ大鋏で断ち切りますよ」

　眼帯から露出した義仙の右目。

　左目の澄すんだ翠とはまったく異なる、血のような赤だった。そのうえ、ふつふつとたぎるように揺ゆらめき、まぶしく輝いている。

「さあ、この目を見るんです、宗朗さま。さっきと同じ、なにも考えず、なにも悩なやまず、すべてを委ゆだねたところに、あなたの新しい運命がありますよ。義仙とひとつになる。義仙だけの、宗朗さまになってもらいます」

　義仙の右目が一瞬大きく爆はぜた。血が噴ふき出すように、飛び散るように、宗朗の視界いっぱいに広がって、呑のみ込まれる。

（また、だ。逃げられない！）

　赤い視界が歪ゆがむ。

（なんだ……この……瞳ひとみに……）

　神経の中に針を埋うめ込まれたような、鋭するどい痛み。

「まだ抵てい抗こうするんですか」

　義仙がイラだったように言う。

「だけど表の柳生ももはやこれまでです。当主が失しつ踪そうして、代理の嫡ちやく男なんが裏柳生の奴隷ではね。抗あらがうのも、無む駄だですよ」

　魔眼に集中するなかで、義仙は宗朗の手が動いたのに気づかなかった。その手がいつのまにか脇差しの鯉口を切っていたことも。

「……ひぅ！」

　逆さに握られた脇差しが、湧わき出すように飛び出してきたとき、義仙はかろうじて身を退いていた。

　宗朗と義仙は近づきすぎていた。そのためふつうの握りでは脇差しが抜けず、宗朗は無意識に逆手に握って、そのまま抜き付けたのだ。

　宗朗自身も、大鋏から逃のがれている。

「宗朗！」

「でかしたぞ、宗朗！」

　見ていた千姫や幸村も喝かつ采さいを上げる。

「なん、ですって……！」

　だが義仙はそのままでは終わらなかった。こんどこそ、はっきりとした殺気、殺意を持って、大鋏を宗朗へ叩たたきつける。

　鋭い切っ先で、喉のどをそのまま突く。もう小細工なし、猶ゆう予よなしの、必殺の突きだった。

「ぬ、ぁ！」

　対する宗朗は、魔眼からは逃れたものの、まだ意識も完全ではないまま。武器は脇差しだけで、しかも逆手では通常の払いもできない。

「危ない、お兄ちゃん！」

　しかしサムライ少女たちの位置からでは距離がある。幸村の大鉄てつ扇せんも、兼続の大鎚も間に合わない。

　こんどこそ防ぐものはない。義仙の大鋏に、宗朗ののど笛が貫つらぬかれる。
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　音もなく飛んできた大刀が、大鋏の切っ先をなめた。

「っ！」

　義仙はいま一歩で踏みとどまった。突きを収めている。

「く……!?」

　宗朗は完全に体勢を崩くずしながら、それでもかろうじて膝ひざをつく。地面を見た。

　たったいま、ふたりを分けたものが、地面に突き刺さっていた。

　一目でわかる業わざ物もの。柄は錦きん糸し銀糸で巻かれ、鍔つばには細かい細工が施ほどこされている。

　なによりも、柄の縁ふちと頭に刻印された、三つ葉葵あおいの紋もん所どころ。

「まさか……慶よし彦ひこさま」

　宗朗が振ふり返かえるより早く、声が聞こえてきた。

「いやぁー、悪い悪い。ちょっと手が滑すべっちゃってさあ。ケガはなかったかい。義仙も、宗朗も、ね」

　まぎれもない。その人、武應学園高等部生徒会長。

　徳川慶彦、だった。

「うぬ、慶彦！」

「お兄さま!?」

　幸村たち「豊臣派」にとっては不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵。宗朗と契っているとはいえ、千姫にとっては実じつ兄けいでもある。

「なんだ。みんなそろってるじゃないか。これは話が早いよねえ」

　慶彦の周りには、制服の男子が十人ほども、グルリと取り囲んでいた。特注の制服には大小を腰に差し、油断ならず辺りに気を配っている。

　旗本生徒会の中でも、さらに身分、忠誠心ともに確かな者のみが入隊を許される慶彦のボディーガード、旗本親衛隊だった。

　その隊員は、家柄、武芸に優すぐれていることはもちろん、一定の身長、脚の長さやルックスなど、容姿が厳しく問われる。どれほど強くとも醜みにくい者に用はない、という慶彦の趣しゆ味みオンリーで選ばれているといってよかった。

「慶彦さま」

　義仙が大鋏を引いた。慶彦に向かって膝をつく。恭きよう順じゆんの意を示していた。

　いまの義仙の雇やとい主ぬしは生徒会。当然とも言えるが、それまで荒あれ狂くるう嵐あらしのようだった義仙が、まるで飼い犬のように一瞬でおとなしくなるのには驚おどろかされる。

「はは、いいよそんな。しかし義仙はやっぱりやりすぎるよねえ。いまなんて、もうちょっとで宗朗の首を、ほんとに取っちゃうところじゃないか」

　慶彦は自分が投げた刀を地面から抜き取とる。そのまま親衛隊のひとりにあずけた。白しろ手て袋ぶくろをした手を、ぱっぱっ、と払う。

「申し訳、ありません。この咎とがは義仙、どのようにでも受けます」

　いっさいの言い訳をしない。慶彦が許しても、地面に片かた膝ひざをついたままだった。

「まあいいよ。そういうところが義仙らしいって思うしね」

　慶彦がこんどは宗朗を見る。

　笑いを浮かべたままの表情は、こんなときにあっても、いつもと少しも変わらない。それがむしろ、

（慶彦さまの、凄すごさか）

　いまは敵と言っていい慶彦と、こうして直接相対するのは、ほぼ一年ぶりだった。

「だけど宗朗もすごいよねえ。あれだけ義仙にやられていながら、峰みね打うちを狙ねらうなんてさ」

　慶彦がさらに発したひと言には、宗朗よりも義仙のほうが反応していた。宗朗の手元を見つめる。

「それ、は……！」

　宗朗の手に握られている脇差し。その刃は義仙のほうを向いていなかった。

　峰打ち。あれだけの窮きゆう地ちにあっても、宗朗は義仙に対して反はん撃げきするのを、峰打ちに留とどめていたのだ。

　義仙が顔色を変えた。

「この義仙に対して、手心を加えたと……。義仙が真しん剣けんで勝負しているのに、愚ぐ弄ろうするのですか！」

　激しい言葉だった。いつもは感情のない義仙の顔に、明確な怒いかりが浮かんでいる。

「違う！　愚弄なんてするつもりはない。ただぼくは、こんなことできみにケガなんて……いや、わずかでもケガをする可能性のあることなんてできないって」

「ケガ？　この義仙は、あなたの命に手をかけたのですよ。それを、ケガをするかもしれないから峰打ちだ、なんて……どれだけ甘いのですか、表の柳生は！　甘ったれた気持ちを義仙に向けるなど……」

　義仙が唇を噛んだ。

　圧あつ倒とう的てきに有利だったのは義仙なのに、まるで敗北したかのような屈くつ辱じよく感。あの場でたとえ宗朗の首を取っていたとしても、その手に残った脇差しを目にしたら同じ気持ちになったに違いない。

　魔眼で完全に取り込んだ、と勝利を確信している最中にそんなことをされていた。義仙の自信とプライドが大きく傷ついた。

「まあまあ、それが宗朗さ。おもしろい、ヤツなんだよ。フフフ」

　笑う慶彦に向かって、

「慶彦さま。おそれながら、いま一度、宗朗さまとの勝負、お許しいただきたく、お願いいたします」

　義仙が絞り出すように言った。

「なによ、まだやるって言うの？　お兄さま！　いまはいったん、彼女を退かせて！　このままだと……！」

　千姫が言う。

　たしかに、場合によっては一いつ触しよく即そく発はつの場面だ。

　柳生道場の剣姫マスターサムライたちは一同に集まっているし、宗朗もいる。

　対して、生徒会側は徳川宗家の嫡男で生徒会長の、慶彦がいる。そして義仙。裏柳生の般若面。さらには旗本親衛隊の男子生徒たち。

　もはやどっちがどっちを包囲して、というのもわからない状じよう況きようだ。それに、この場面を考えたら、慶彦の旗本親衛隊がわずか十名だけとは考えにくい。さらに多くが、取り囲んでいるかもしれない。裏柳生も、だ。

　そうなれば、ひとまず双そう方ほうを引かせるのが宗朗たちにとっては得策。それとも慶彦は、ここでいっきに片を付けるために、出張ってきたのか。

「慶彦と義仙、それと裏柳生に生徒会の親衛隊とはの。相手にとって不足はないわ。ここでの戦は少々想定外じゃが、売られた戦を逃げるなど、この幸村は性しよう分ぶんに持ち合わせてはおらぬでな！」

「おチビちゃん、ダメよ！」

　幸村が言い、千姫が止める。

　もとより軍師の幸村だ。決して勝てない戦だ、とは思わないからの口上だろう。数は裏柳生と生徒会が勝まさるとしても、宗朗側は剣姫マスターサムライが六人もいる。

「……あやつは、覚かく醒せいした数に入れたものか、のお」

　幸村が視線を向けるのは、

「お兄ちゃんが戦うなら、十兵衛もがんばる！　もうケガだって平気だもん！　ぐつぐつが、ほら！」

　兼続の応急手当で、肩に受けた錐の傷はひとまず止血とテーピングが施されていた。

「だから、ぐつぐつではないとあれほど！　もういいですわ。ただし、無理をするとまた傷が開きますわよ」

　兼続は十兵衛と背中合わせで大鎚をかまえている。生徒会の親衛隊と相対していた。

「ありがとう十兵衛。でもここは……」

　幸村は戦いたがっている。

　ふだん学園城の本丸、生徒会棟とうに鎮ちん座ざしている慶彦が、こんなところへ出てきたのは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ。戦力も遜そん色しよくないと見ている。しかし、

（十兵衛のケガだってある。万ばん全ぜんとはいえないなら……）

　決死の宗朗。

「何人、どんな死に方をなさりたいですか。ふふふ」

　嗤わらう義仙。

　一触即発の両陣じん営。現場は混乱の極きわみにあった。

　パン、パン……。

　突とつ然ぜん、気の抜けた拍はく手しゆが響ひびいた。その主は、

「うん。なかなかおもしろいもの、見せてもらったよ」

　慶彦だった。あいかわらず、ひとりだけ異次元にいるような空気の違いを見せつけている。

　いつのまに用意させたのか、床しよう机ぎに腰こし掛かけていた。義仙や宗朗たちのやりとりを楽しんで見ていたらしい。

「だけど、ここでやりあうのはね。ちょっと、ぼくの趣味じゃないんだよねえ。お互たがい、無用なケガはしたくないからね」

「見みえ透すいたことを、のうのうと言う」

　幸村が言えば、

「お願いです。退いてください、お兄さま！」

　千姫が懇こん願がんする。慶彦は笑った。

「戦うといったり退けといったり、いそがしいよね。宗朗はどうなんだい？」

　とつぜん振られて、宗朗は一瞬口ごもった。改めて、言葉をひとつひとつ選んで吐き出す。

「いずれ、雌し雄ゆうを決しなければならないと思います。でもそのまえに、慶彦さまに問いたいことがあります。なぜ、豊臣派を弾だん圧あつするのか。豊臣派と目され、連行された生徒たちはどうなったのか。この学園から消えたというなら、どこへ行ったのか。……それにもうひとつ、慶彦さまは将来、徳川将軍になられて、この日の本をどうなさるおつもりなのか」

　慶彦の顔を見つめ、視線をそらすことなく、宗朗は言い切った。慶彦もまた、宗朗の真しん摯しな言葉をすべて、受け止めていた。そのうえで、

「いい質問だよ。それに、いい顔だね。そうでないとねえ、ぼくに逆らうなんて大それたことをしている者は、さ。いいよ、宗朗。答えてあげるよ。全部ね。それでいいだろう？　昔、ふたりで、ひとつのかい巻きにくるまってさ、一晩中話をしたことがあったよねえ。そんなふうにさ」

　慶彦がそんなふうに言って笑う。宗朗はいっしゅん虚きよを衝かれ、続いてみるみる顔が赤くなった。

「そ、それは！　わずかに五、六歳さいのころで！」

　だが宗朗以上に赤く顔を火ほ照てらせていたのは、聞いていた剣姫マスターサムライの少女たちのほうだった。

「宗朗、お、おぬし、そのような……！」

「お、お兄さま！　まさか、いっしょに寝ねながら、一晩中、なにを……！」

「……男どうしというのも（朱）」

「これは学園風紀上、けっして好ましく、ありませんが……でも、なんだか」

「も、もう、男も女も見境なしですわね！　やはり野や獣じゆう宗朗！　少しでも気を許したわたくしが愚おろかでしたわ！」

「お兄ちゃんって、そうなんだ」

　顔どころか全身真っ赤に染める者、口角泡あわを飛ばす者、ぽかん、と呆あつ気けにとられる者。

「だ、だから！　それは十年以上まえの話だから！　こどもがいっしょに寝るくらい、あたりまえで」

「まだぼくが千せん寿じゆ丸まる、宗朗が三さぶ郎ろうっていう名前のころだよね。お風ふ呂ろにもいっしょに入ってたじゃないか。ふふ、三郎は色が白くて、お湯で真っ赤になるのがかわいくてね。肌はだもすべすべで……」

「お、お、お兄さま！　おやめください、もううう！」

　いたたまれずに叫ぶのは千姫だ。

　もともと武家では、嫡男の周りに同じ歳ごろの男子を幼いころから従者としてつける。日ごろの交流から主従の関係を強固にするのみならず、将来は家を継つぐ嫡男の筆頭家臣団とするためだ。

　宗朗の場合は家臣であると同時に、将軍家の剣術指南役として慶彦の剣術を指導する立場でもあった。

　そんな関係から、慶彦と宗朗は物心ついた三、四歳のころからいっしょに学び、遊ぶ仲であったのは当然。変ではない。変ではない、のだが……。

「お兄さまの口から言うと、変に誤解されますから！」

　もっともこのころ千姫もまた、もちまえの女王様気質かたぎで宗朗をパシリ同然にこき使っていたのだが。

　徳川宗家の兄妹きようだいには、かなりトラウマ的な幼少時代を体験されられてきた宗朗のようだった。

　場が妙みように沸ふつ騰とうする中、しかし慶彦は笑いをたたえたまま、次の言葉を繰った。

「その代わり、条件があるよ」

「条件……？」

「うん。正式な試合をやってもらう。ぼくの目の前でね。宗朗も、宗朗のサムライのみんなも、だよ。そのうえで、宗朗が勝てば、さっきの話は全部答えよう。それ以外、なんでもだ。そのうえ柳生の道場には今後いっさい手出しはしない。そう誓ちかうよ。どうだい。悪くないだろう」

　慶彦が眼を細めた。

　宗朗は唇を噛む。こんな表情の慶彦が、もっとも恐おそろしいことを経験上知っているからだ。

「もし、負けたら……」

　勝った場合があるなら、負けた場合の処しよ遇ぐうもきかなくてはならない。はたして慶彦は、さもおもしろそうに、眉まゆを動かしながら、

「宗朗、きみが、ぼくと契約するんだ。ぼくがきみの『将』になる。なぜなら、ぼくは『将』を超える、『将軍』だから、なんだよ」



    

  
    
      肆◆御前試合はウェット＆ハード
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「『将軍』とは、なんじゃ！　ありえぬ！　やつの戯れごとの、言葉遊びじゃ！」

　柳生やぎゆう道場の広間。声を荒あらげるのは、もちろん幸ゆき村むらだ。

　宗むね朗あきら以下、全員が集まっていた。

　義ぎ仙せんとの対決から、慶よし彦ひこの出馬を経へて、柳生道場側の剣姫マスターサムライたちと生徒会との全面的な戦いになるか、と思われた。

　しかしそれを回かい避ひしたのは意外にも慶彦からの提案だった。

　御前試合。

　それはちょうどこの次期行われる格技大会を利用しようというもの。ふだんは、学園で正式に認められている剣けん道どう部ぶや柔じゆう道どう部ぶといった部活動の、部内試合を一いつ般ぱんに公開する、といったものだ。

　それを今回に限り、誰でも参加自由とする。

　また、試合は学園本丸、生徒会棟の本丸御お庭にわにて行う。つまり慶彦の眼前で繰り広ひろげられる御前試合なのだ。

「その試合でわたしたちが勝てば、慶彦さまはこの道場もわたしたちも認めてくれる、ということですか」

　半はん蔵ぞうが言う。

「宗朗の知りたいことに、お兄さまは答えるともおっしゃってたわ。それってつまり、宗朗の言うことをきく、ということよね」

「なにが『お兄さま』、じゃ。負ければ宗朗は慶彦のものになるのじゃぞ。となれば宗朗のサムライであるわらわたち全員が、慶彦の配下となる、ということじゃ」

　幸村が憤いきどおる。

「いままで彼奴きやつが自分からたいした手出しをしてこなかった理由はこれだったとしたら……。もしも、『将軍』の力が『将』である宗朗をも虜とりこにできるのならば、いちいち慶彦自身がサムライと契約などせずとも、宗朗にサムライを集めさせ、いっきに自分のものにできるのじゃからな。慶彦の『丸取り』じゃ！」

　幸村の気持ちが伝わったのか、興奮した佐さ助すけが、

「ウキキッ！」

　と吠ほえた。

「……やるしかない」

　しばらく沈ちん黙もく広間を満たしたあと、宗朗が空気を破った。

「お兄ちゃん」

　十じゆう兵べ衛えが言い、それまで黙っていた又また兵べ衛えも、

「……戦う、だけ」

　ぽつりと、しかし発せられた言葉は揺るぎない。宗朗はふたりに向かってもうなずいた。

「そう。戦うしかない。慶彦さまは、選べと言ったかもしれないけれど、ぼくたちに選せん択たく肢しはないんだ。戦って、勝ち取るしかない」

　選択肢はない。

「ならばよし、じゃ！　わらわも戦いに異存はない。もとより、いずれ決着をつけねばならぬこと。向こうが舞ぶ台たいを用意してくれたとあれば、望むところじゃ！」

　幸村も言い放つ。

「御姫さま、いかがなさいますか。わたしは、半蔵は御姫さまの命ずるまま、どこまでもお伴ともいたしますが」

　半蔵が気遣う。

　千せん姫ひめにとっては、慶彦はどこまでも実兄。これまでは直接の対決はなかったが、それは先延ばしされていたのだ、とも言える。

　だが今回は……、

「……やるわよ。やるに、決まってるじゃない！」

「御姫さま」

「千姫さま、それでは」

　宗朗も驚く中、千姫は辺りをちらっ、と見回し、

「おチビちゃんふたりもやるって言うじゃない。この千がいまさら試合に出ない、戦わないなんて、誰が言えるの？」

　さっそく幸村に、

「これだから徳とく川がわの女は、当てにならんと言うのじゃ。おおかた間かん諜ちようの役でもつとめておるに違いないわ！　……なーんて、言われちゃうしね」

　幸村の口調を真ま似ねしたのは、千姫自身だった。

「やめんか！　ひとの真似などしおって！　それになんじゃ。そんな理由で、本当に戦うことなどできる……」

「できるわ」

　こんどは本当の幸村の言葉を、さえぎったのもまた千姫だった。その表情がすっかり一変している。

「できる……というより、やらなきゃ、イヤなの。旗き幟しを鮮せん明めいにする、というわね。たしかにおチビちゃんの言うとおり、いままではこの道場に住みながら、生徒会の副会長も続けていたし、学園の本丸へ出入りすることだってできたわ。それは便利だったけれど、どっちにも足をかけたまま、どちらかがまずくなったら、もう一方へ逃げるんじゃないか、そう思われても仕方なかったわね」

「いえ、誰もそのような」

　半蔵の言葉に、千姫は首を振る。そして、

「ううん。だからなの。もう千は、生徒会へは戻もどらない。お兄さまの首を取るなら、それはほかの誰かになんてさせられない。千でなくてはならないのよ」

　言い切った。その言葉に、誰もが息をのむ。

「千姫さま！　それは……！」

　あまりのことに、宗朗も驚き、あわてたほど。が、千姫は宗朗に向かって、

「その代わり、責任はちゃんととってもらうんだからね、宗朗！　もう千は生徒会へも、お兄さまのもとへも戻れない。もう、宗朗しかいないんだから！」

　潤うるんだその目にドキッとする宗朗。

「ふん、なんじゃ。えらそうに、いまごろ遅いわ」

　幸村はいうが、その口調にいつもどおりの非難のトーンはない。

「御姫さま、それほどにまで……。半蔵も改めて、心を決めました。決して御姫さまのお側そばを離れません。どんなことが、あっても」

　半蔵もまた、メガネの下の目を潤ませている。

「これで、決まった」

　宗朗が言い、広間の一同が目でうなずく。言葉はなくとも、思いは同じ。ひとつになっていた。

「よぉーし！　ごぜん試合、ぜったい勝つぞー!!　……ね、ゆっきー、ごぜん試合って、午前何時から？」

　十兵衛のかけ声とその後の言葉が、広間を凍こおり付つかせるまでは。

「おぬし……（頭痛）」
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「……ぅ、ん？」

　寝ね苦ぐるしいまま何度も寝ね返がえりを打っているうちに、いつのまにか浅い眠ねむりに落ちていた。幸村が、しかし、気配を感じて目を醒さます。

　柳生道場の離れ。母おも屋やと渡わたり廊ろう下かで結ばれた二間ほどのこの部屋には、幸村と又兵衛以外の者はいない。

　又兵衛は蚊か帳やの外で、すでに半身を起こしていた。

　幸村の警護をつねに心がける又兵衛は、眠るときも寝しん具ぐをかけず、床ゆかにそのまま横になる。五丈じよう鑓やりは手を伸のばせばすぐにつかめる側にあった。

「外に、誰か」

　又兵衛が言い、幸村がうなずく。

　幸村は立ち上がると、蚊帳を出て上着を羽織った。

「……来たか。さて、いかがするか」



　すでに時刻は丑うしの刻を回っている。

　幸村は静かに柳生道場の裏手に回った。又兵衛が油断なく辺りをうかがいながら続く。

「ゥキ……」

　佐助も木々の枝を伝いながらついてきていた。

　裏門はすでに開け放たれている。だがそこに人の姿はない。

　幸村はあえて門に近づかず、又兵衛と背中合わせに、守りの小さな陣を作る。

　道場の裏庭は築つき山やまが盛られ、松やブナなどの庭木がたっぷりと配されている。小さな池もあって、満月に近い月を映していた。

「わらわに用があって来たのではないのか」

　幸村が言うと、灯とう籠ろうの向こうに人ひと影かげが動いた。月明かりの下へ、進み出る。

　制服姿の少女が立っていた。

　頭の高いところで結んだポニーテイルが、腰まで垂れている。どこか若わか衆しゆ髷まげのようで、鋭い切れ長の目とともに、そんなところも若武者を彷ほう彿ふつとさせる。

　けれど超ちようミニにしたスカートからたっぷり覗のぞくみずみずしい素す脚あしや、胸むなもとをそれなりにはっきりと押し上げているふたつのボリュームなど、スレンダーながらきっちりと女子の特とく徴ちようと魅み力りよくを備えているのも確かだった。

　両手に抱くようにしているせいで、その胸の山になかば埋まってるのは、得物の長い柄だった。二メートル以上もある先せん端たんには大きな鎌かまの刃が、まるでお辞じ儀ぎをするように取り付けられている。

「真さな田だ幸村殿どのとお見受けする。わたしの名は毛もう利り勝かつ永なが」

　少女が名乗った。

「勝永……そうか、やはり豊臣の。それにしてもおぬしが現れるとは」

　勝永が道場に近づいて来ただけで、幸村や又兵衛には感じられた。それは同じ豊臣方の感応力かもしれない。

　毛利勝永。

　幸村と武勇さを二分するほどの、豊臣方のサムライである。大坂の陣では、天王寺口の戦いで徳川諸隊を次々と撃げき破はし、家康本ほん陣じんに突とつ入にゆうするという苛か烈れつな戦いぶりを見せた。

「わたしだけではない。盛もり親ちかも、ジョアンもだ」

「ジョアンが」

　盛親とは長ちよう宗そ我か部べ盛親。そしてジョアンは洗礼名で、サムライとしての名は明石あかし全たけ登のり。

　盛親は夏の陣で藤とう堂どう高たか虎とらの隊を壊かい滅めつさせている。井い伊い直なお孝たか隊が駆けつけなかったら、高虎自身も戦死していただろうという猛もう攻こう撃げきだった。

　明石全登など、その勇ゆう猛もうさを恐れた家康が、大坂の陣のあと生死不明だった全登を懸けん命めいに捜させたという「明石狩がり」で有名なほど。

　これに幸村、又兵衛を加えれば、大坂の陣の豊臣方五人衆となる。

「それほどまでに、機は熟したか」

　幸村の言葉には感かん慨がい深ぶかいものが混じっていた。

　豊臣方はついにここまで来たか、と想おもう。

　それは幸村の構想が実現しつつあることでもある。が、うれしさがこみ上げてこないのはなぜだろう。

「われらだけではない。あの御方も」

　あの御方、と言われただけで幸村にはわかった。背筋がぞくぞくと寒くなるような、肌が粟あわ立だつようだ。

　勝永が続けた。

「御前試合のこと、聞いている。これを好機と、われらは考える」

　勝永の言葉に、幸村の眉がピク、と動いた。表情に陰かげが差す。が、それを暗くら闇やみに隠して、

「狙いは、慶彦か」

「いかにも」

　短い返答には無駄がない。勝永は続けて言った。

「盛親が、身を賭として慶彦に鑓をつける。そこで幸村殿、それに又兵衛殿どのに願うのは、そのまえにちょっとした騒さわぎを起こしてもらいたい。注意を引きつけるためだ」

　幸村は確かめるようにもう一度言った。

「ほんとうに、慶彦を弑しいすつもりなのじゃな」

「むろん。それを機に、一気に学園を乗っ取る。慶彦さえいなければ生徒会の旗本たちも烏う合ごうの衆だ。やつらは慶彦にだけ忠誠を誓っている。慶彦が消えれば、たちまち組織も、個人としても拠より所どころを失って瓦が解かいするに違いない。抵抗は微び々びたるものしかないだろう」

「はたして、そううまくいくものかの。松まつ平だいら尊たか保もりはどうする」

　幸村が言うと、勝永の声にわずかに笑いが混じった。

「尊保には、すでに手を講じてある。ことが成れば、我らをじゃますることはない」

　幸村は勝永の言葉にきな臭くさいものを十分感じ取った。が、ここでさらに尋たずねても答えはないだろう、と思う。

「頼たのめるのだな」

　もう一度、勝永が言った。同時に、手にした大鎌を握りしめる。返答如何いかんによっては、この場で幸村の命を奪う、その動きだった。

「……」

　勝永の動きは、気となって幸村に届いている。又兵衛もまた、手にした鑓をいつでも使えるよう静かなかまえを取っていた。

「……よかろう。その役目、わらわが引き受けた」

　幸村が言うと、ふたりの間の緊きん張ちようが溶とけるように消えていった。勝永は大鎌を持もち替かえると、

「盛親が鑓をつけたあとは、わたしも討うって出て騒ぎを広める。そのために、われらは御前試合の参加を直前になって登録するつもりだ」

　御前試合は新ルールによって誰でも登録すれば参加が可能だ。つまり、どんな危険な者がまぎれているかもわからない。にもかかわらず、慶彦は直々に試合を上覧するという。

「御前、つまり慶彦の目の前で試合をすることができるのは、準決勝からの三試合じゃ。それまで勝ち残らねばならぬぞ」

「もとより、承知のこと」

「ならばよい」

　幸村が言い、勝永もこれで話は終わった、道場の庭を後にしようとする。

「……ほんとうに、幕府を倒たおすつもりなのじゃな」

　歩を踏み出そうとしていた勝永が動きを止めた。

「徳川の世は長すぎた。それを断ち切るのが我らの役目」

　勝永の言葉に、幸村はしばらく黙った。言葉が出なかったのではない。おそろしく頭の回転の速い幸村には、しゃべるまえに思考がまとまらない、などということはない。

　ためらったすえに、幸村が口を開いた。

「徳川を倒せば、それでよいのか。それでよい世になるのか。むろん、民衆への弾圧は許されることではない。言論や思想、結社の自由……真の民主主義が必要じゃ。そのために戦い、準備をしてきた」

「なんと。幸村殿らしくもない。よもや臆おくしたわけでは」

「違う、そうではない。じゃが……」

「徳川幕府を倒さねば、日の本の真の目覚めはない。それを多くの民衆が望んでいるのだぞ」

「違う、違うのじゃ！　いや、そうではある。そうではあるが……」

　幸村は戸と惑まどった。自分の言葉が、自分の気持ちからはがれて、うまく言えない。こんなことは初めてだった。

　まぎれもない、幸村は「豊臣派」、豊臣方だ。

　その目的は、徳川を除き、理想の国を作ることのはず。徳川のライバルであり、民衆のシンボルでもある「豊臣」は、そのために、天によって選ばれた。ゆえに豊臣方サムライはこの世に顕あらわれ、なにより幸村自身がそうである。

　揺るぎない信念のはずだった。

　それが、変わってきていた。この柳生道場に来てから。

　柳生道場へ幸村たちが来た理由。それは柳生十兵衛が顕われた兆を感じ取ったからだ。

「柳生なら徳川方のサムライのはず。禍わざわいとなるまえに、まだサムライとして力を蓄たくわえるまえに、ひねり潰つぶしておくが良策」

　そう考えてのことだった。

　あわよくば、道場自体を乗っ取り、豊臣方の拠きよ点てんとするつもりだった。

　しかし十兵衛をはじめ、多くのサムライ、剣姫マスターサムライの少女たちと交わるうちに幸村の中でなにかが変わっていった。

　千姫、半蔵。ふたりともまぎれもない徳川方だ。ことに千姫とは、会えば角突き合あわせているが、なんだかそれも日常の一コマになりつつある。

　そして、宗朗……。

　いつのまにか、幸村は拳こぶしをギュッと握りしめていた。爪つめが手のひらに食い込み、血が滲にじむのもわからないほど、強く。

「案ずるには及およばぬ。もとよりすべてはわらわの計画のうち。それがおぬしらを得てほんの少し早く具体化しただけのことじゃ」



    

  
    
      　幸村は迷いを振り払うように、言っていた。

　勝永はうなずくと、きびすを返す。肩かた越ごしに幸村に言った。

「幸村殿はきっかけを作るだけでよい。あとは我々がやる。くれぐれも、頼み申したぞ」

　勝永の姿が暗闇に沈しずむ。気が遠ざかっていく。

　幸村はようやく、詰つめていた息を吐き出した。又兵衛も鑓の手をゆるめる。

「これでよい。これでよいのじゃ。じゃが……」



　いっぽうの勝永。

　道場をあとにしてわずか半町ほども歩いたところ、不意に足を止めた。

「盛親か」

　言うと同時に、脇わきの茂しげみが揺れて人影が飛び出した。

　勝永よりもだいぶ背が低い。だがその印象を覆くつがえすように、両手に鑓を、合計二本も持っている。

　お団子のように結ゆった髪が頭の上にふたつ。まるで動物の耳のようについていた。丸顔に大きな目、小さな鼻と、小さな口。

　制服の上着はそのままに、下はブルマーのみでスカートは穿はいていない。素す足あしに、みょうにいかつい大きなスニーカーを履いている。

　むろん、長宗我部盛親だった。

「おう！　勝永、ごくろうなのだ」

　くりくりと大きな目が動く。背中にはランドセルを背せ負おっていた。

「最初から、ついてきていたんだな」

「うん！」

　悪びれずに言う盛親に、勝永はやれやれ、とため息をつく。盛親が言った。

「幸村殿はだいじょうぶだったか。ちゃんとやれるのか」

「ああ。想うところはあるようだが、幸村殿こそ豊臣方のサムライにして剣姫マスターサムライ。それも筆頭と言われた者だ。わたしはそこまで心配してはいない」

　勝永と盛親は並んで歩き始める。

「でも、だいじょうぶなのだ？　幸村殿は、あの柳生とかいうやつと……」

「『将』との契約……契り、か。しかし幸村殿の本質が変わってしまったわけではあるまい。わたしは幸村殿を信じる」

「そうか」

　しばらくふたりは無言で歩いた。やがて盛親が、ぽつり、と言った。

「なあ。男というのはそれほどよいものなのだ？」

「な……にを、とうとつに」

　これには勝永が虚を衝かれる。顔にさっ、と朱が走った。

「勝永も、男を知ったら変わっちゃうのだ？　そんなの、イヤなのだ」

「その言い方はおかしい。契約、と言いなさい。……恥ずかしい」

　怒おこったように言う勝永。暗くてわからないが、その顔はすっかり朱に染まっていた。それに気づいたのか、気づかないのか、盛親は、

「盛親には、この鑓があればいいのだ。鑓でわしにかなう男なんていないのだ。つまり男はいらないのだ！」

「そう、なるのか」

「うん！　幸村殿も、もし……。そうなったら、わしが許さないのだ！」

　手にした鑓の二本を、自信ありげにかまえて見せる。勝永はたしなめようとして、思いとどまり、笑った。

「そう……だな。そのときは、たのんだぞ」

「おう！　たのまれたのだ！」

　夜目が利きくという盛親の大きな目が、クルクル回って光った。
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　気だるいほどのミストの中、白い大理石の宮きゆう殿でんが煙けぶっている。

　ここだけギリシア様式に作られた慶彦の大浴場。コリント式の円柱が湯船から何本も佇ちよ立りつし、天てん蓋がいを支えていた。

　ところどころ、たっぷりと配されている観葉植物から不意に葉が、湯面に落ちた。

　白い手が伸びて、拾い上げる。指の長さほどの葉は、茎くきにつながる部分が切り込まれていて、ひっくりかえすとハートの形のようだ。

「どうですか、これ」

　そう言うとハート形の葉を、いまはない眼帯の代わりに右目に付けてみせるのは、義仙だった。浴よく槽そうからの湯があふれて洗う、床の縁に控ひかえている。

「なかなかいいんじゃないか、似合うよ」

　そう応こたえるのは、すぐ側でたっぷりの湯に浸つかっている慶彦だった。

　いまはふたりしかいない大浴室。

　熱すぎず、ぬるすぎない湯は半身浴にはもってこいの温度で、じっとりと滲んだ汗あせもさほど不快ではない。

「それにしても……柳生やぎゆう宗朗。義仙のこの眼を見つめながら、二度も。ありえないことです」

「ああ、だからおもしろいのさ、あいつはね。このぼくが、ほしいと思うだけの理由はあるっていうことだろう？」

「はい。でも」

　義仙は笑った。

「まだ、手加減していますから。慶彦さまの命があればこそ、宗朗を生かして取り込もうとしました。なにをしてもいいなら、とっくに宗朗、義仙の大鋏でいまごろ無数の小さな、物言わぬ塊かたまりになっているところです。いっぱい血を流して。どれほど叫んだあとで、そうなるのか、とても興味がありましたのに」

「残酷だなあ、義仙は」

「はい。でも、人間の本質は、本来残酷なものです。義仙は少しばかり正直にそれを言っているに過ぎません」

「人間一般の、じゃなくて、義仙の残酷さを知りたいよ、ぼくは」

　慶彦が笑った。半身浴の効果で、顔にも気持ちのいい汗が浮かび上がり、玉となって肌を滑り落おちる。

　義仙はいっこうに汗をかいていなかった。しっとりと潤うるおった肌は魅み力りよく的てきに光る。しかしそれ以上の汗が噴き出すことはない。

「そこに人の本質が見えるから……。肉体的な痛みも、精神的なショックも、人の本質を暴あばき出します。その顔、その態度。それまで被かぶってきた仮面や鎧よろいがなくなった瞬間、人がとる行動。すべて、何物にも代え難がたい輝かがやきです。一度見た者は、他ほかのなにを見ても、もう満足することはできません。人の本質とは、それほどに悩ましく、また恐ろしいものでもあるのです。ただ」

「ただ……？」

「義仙はあこがれてもいるのです。数え切れないほどの人間の本質を見てきました。それなのに、義仙に痛みを与えてくれた者はいない。心を裸はだかにされて、痛みに貫かれたことはない。この肌を切り裂く痛みも傷も、与えてくれた者はいないのです」

「あこがれ、か」

「はい。義仙にとって、人に与える痛みも、自身が受ける痛みも等価なのです。多くの人を傷つけ、飽あきるほどの凌りよう辱じよくのなかで、もはや義仙が望むのは、自身に受ける痛み、傷、凌辱しかないといってもいいのです」

「それを宗朗が与えてくれるのかい？」

「わかりません。しかし、それを感じる瞬間は何度もありました。なによりこの魔眼を跳はね返すなどありえなかったこと。義仙を傷つける者は、その資格を持つ者だけ。この義仙に勝って、この身を凌辱し尽つくす権を得る者は、その者が……」

　義仙の眼が潤んでいた。それは浴室を満たす、息苦しいほどのミストのせいではないようだ。

「その分じゃ、だいぶ気に入ったようだね。なんだ。ぼくじゃなかったのか。残念、だなぁ」

　慶彦が言うのを、義仙はクスクスと笑った。

「お戯れを」

　そう言って右目に貼はった葉を剥がす。

「すでに義仙は慶彦さまのもの。慶彦さまの、剣姫マスターサムライですから」

　閉じていた右目を開いた。翠の左目とは異なる赤い瞳。その中心に、星の形が薄うすく、浮かび上がっていた。

「そうだったね、忘れていたよ」

　慶彦の言葉もまた戯れている。義仙は笑えみを浮かべたまま。

「この義仙を慶彦さまが自ら契ってくださったのは、まだ三歳のころでした。過分な情けとよろこんだものです。しかしそうではなかった。三歳のころから、裏柳生としての使命を尽くすこと。慶彦さまが望まれたことはそれでした。そのために、義仙を剣姫マスターサムライとし、お使いになられた。慶彦さまのほうが、ずっと残酷です」

「そうだったっけ。うーん、そりゃひどいね」

「ひどいのは、もっと。いまにいたるも、義仙に指一本触れてくださらないこと。確かダルタニアンという、もうひとりのサムライにもそうだとか。慶彦さまはとことん女に残酷なお方です」

　残酷、と言うときの、義仙の唇はどこかよろこびを湛たたえているようだ。

「やれやれ。すっかりこっちに返ってきてしまったな」

　苦く笑しようしながら慶彦は汗を拭ぬぐう。長い髪をなでつけるようにかきあげると、身を起こした。

　慶彦の裸ら身しんが露わになる。

　広く鋭えい角かく的てきな肩かた幅はば。意外なほど盛り上がった胸筋、上じよう腕わん二頭筋。引ひき替えに削そげたような腹部は、腹筋が縦横に割れて波なみ頭がしらのような凹おう凸とつを見せる。

　並々ならぬ鍛たん錬れんによってできた肉体であることは、ひと眼でわかった。

　しかしすべてが尖とがった剥むき出しの状態というより、そのうえに脂肪の薄皮でオブラートをかぶせた、わずかに隙すきのあるラインを描えがいていた。どこか、慶彦の性格を写しているようでもある。

　慶彦の背中、白い肌を流れ落ちる湯を、義仙は目で追っていた。ちょうど腰のあたり、爪で書いたくらいの大きさの、痣あざがある。

　五ご芒ぼうの星が輝く形の、鮮あざやかな赤い痣。

　それが「将軍」の証あかしなのか。義仙が見つめていると、慶彦が振り返った。

「御前試合では、義仙の好きなように戦うといい。まあ、あんまり残酷なのは手て控びかえてほしいところもあるけど、ね」

　笑うと、義仙の返事を待たずにそのまま大理石の床へと上がっていく。ミストに慶彦の背中が見えなくなるころ、義仙もまた身を起こした。

「義仙はすでに慶彦さまのもの。なのになぜ、こんなにも気になるのか。あの男……宗朗」

　まだ手に残っていた葉を落とした。湯船に落ち、ふたたび湯面に浮かんだ葉が、小さな波は紋もんをたてた。
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　御前試合の当日。

　朝から花火がうち上がり、旗本生徒会のマーチングバンドが学園城下の通りを練り歩く、華はなやかなイベントからそれは始まった。

　バトントワラーの少女たちが、高く脚を跳ね上げ、空中に投げたバトンをキレのいい動作でキャッチする。見とれていた学生たちから大きな歓かん声せいが上がった。

　ギャラリーはぞくぞくと、この日のために特別に解放された学園城本丸御庭へと集まりつつあった。

　そして、

「えええええ───!?」

　御前試合会場の受付でエントリーを済ませた柳生道場一行からは、悲鳴のような声が上がっていた。

　それもそのはず。

「なによ。予選はチーム戦じゃないの!?　それに、これじゃあ……」

「各参加者はバラバラに競技に参加させられるようです。わたしと御姫さまもこれでは別の競技に」

　なんと。

　すべての登録者は大会執しつ行こう部ぶが任意に選んだペアの形で、予選を戦わされる。

　ペアの相手が誰であっても文句は言えず、しかもどのような形でも試合に負ければふたりとも予選落ち。

　準決勝、決勝の三試合だけは、五人選せん抜ばつのチーム戦だ。しかし予選で敗退した選手はチーム戦には出場できない。

　つまりもとのチームの人数が多いほど有利だった。生徒会チームなどは二十人以上がエントリーされているから、たとえ予選で半分以上が負けても準決勝からのフルチーム五人を確保できる。

「これほどあからさまに、生徒会に絶対有利なルールなんて。そ、それになんですか、この競技は……！」

「えーと、なになに？　十兵衛とぐつぐつが出るのはぁ、『綱つな渡わたり一本勝負』？　おもしろそう～！」

　十兵衛が笑う。兼かね続つぐは大まじめで、

「おもしろそう、ではありませんわ！　ふざけてますわ！」

「綱渡りって、サーカスみたい！　ふざけてるの？」

「それは……！　と、とにかく、わたくしは尋じん常じようにまともな勝負を……！」

「わらわは……なんじゃこれは、『プールで宝探し』じゃと!?」

「あら、千はおチビちゃんといっしょの競技なの？」

「チビではないわ！　いったい、どういう組み合わせじゃ！」

　幸村が憤れば、

「わたしは、又兵衛さんと同じ組です。競技は、『ヌルヌルオイルプロレス』……な、なんて破廉恥な……！」

「……プロレス」

　これらはすべて、予選ともいうべき競技だった。まだ得意の得物を持って戦うまえの、一般競技というわけである。

　どうやらいちおうは、事前に届け出たチームのメンバーをもとに、ふたり組が選ばれているようだ。とホッとしたのもつかの間。

「ぼくはひとり……いや、なんだって？」

　思わずエントリー表を見て目を疑う宗朗。そこには、宗朗のパートナーとして、

「義仙、じゃと!?」

　柳生義仙の名が。しかも競技は、

「ピンポン球スプーン運び？」

「口にくわえたスプーンで、ゴールまでピンポン球を運ぶ競技です。ふたりひと組で行いますし、手を使ってはいけないのでプレイヤーどうしの距離がとても近いのが特徴なんです」

「なんです、って……お、おぬし！」

「義仙!?」

　いつのまにか、シレッ、とそこにいるのは柳生義仙である。しかも、

「なんで、水着ですかっ!?」

　半蔵が赤い顔で訴うつたえるのも無理はない。

　義仙はスレンダーな身体に張り付いたような、黒の紐ひもビキニ姿だった。

　鋭角的な肩や、窪くぼみの深い鎖さ骨こつ。ほんとうに翼つばさの付け根なのでは、という浮き出でた肩けん甲こう骨こつと、それが作る濃こい影。

　腰こし骨ぼねにかかった超ローレグのビキニボトムが、お腹なかの肌との間に隙すき間まを作ってしまっている。ヒップも小さめ。なのに、すべてをぶち壊こわすようにアンバランスなほどたっぷりと突き出したバスト。

「スレンダーなのに爆乳って、なめてるんじゃないの」

　千姫が腕うで組ぐみして言う。同じやせ型、スレンダーながら、千姫のほうが身体のラインはやさしい。もっといえば、適度に肉付きもよく、それが普ふ通つうなのだ。

　義仙のは、はっきりと尖った、やせぎすに近い体型なのにバストは千姫以上という、いっしゅ飛とび抜けたプロポーションだ。

「いや、いま問題なのはそっちではなかろうが！」

　幸村も言いながら、しかし義仙に対してははっきりと不満なようす。そんな空気を読むこともなく、義仙は無表情で続けた。

「エントリーしたときに、承しよう諾だく事じ項こうに書かれています。予選は水着着用、と」

　たしかに、各人がもらった登録済み用紙には、ごく小さく、そう書かれてあった。

「しかし事前に言っていただかないと困ります。水着の持ち合わせなんて」

　半蔵が抗こう議ぎする。義仙は、

「こちらで用意しています。サイズには余よ裕ゆうがありますが……デザインは選べない場合があります。その点は理解してください」

「なんじゃ！　なぜサイズのところでわらわを見る！　まったく不ふ愉ゆ快かいじゃ、どいつもこいつも乳ばかり……」

「だいじょうぶ、ゆっきーのサイズもきっとあるよ！」

「だから！　そこではないと言うておろうが！　いや、そこじゃが……とにかく！」

　十兵衛の心ないひと言（本人はフォローのつもり）と幸村の反発。しかしこれは生徒会主しゆ催さいの御前試合。柳生道場の面々にはいわば完全にアウェイだ。

　となれば、どんな競技でも、変則ルールでも、条件がおかしくとも、従うしかない。でなければ登録は無効とされ、不戦敗で慶彦の勝ちが確定してしまう。

「わかっていただけましたか。でしたら、更こう衣い室しつはあちらです」

　義仙が指さす。

「うー……！」

　ここは忍にん耐たい、と全員が更衣室へ向かう、ところ……。

「あれは……」

　宗朗が見つけていた。

　すでに着き替がえの終わった一群の中に、こちらをさっきからチラチラと気にするように視線を送ってくる美少女がひとり。

「ニア……？」

「ダルタニアン、さん、ですか？」

　宗朗が言い、半蔵が目を円くした。

　もちまえの長身とバランスのとれた肢し体たい。青の超ビキニからたっぷりと露出した白い肌はフランス製。陽を弾はじく金の髪と、いつも身にまとっているドレス戦せん闘とう服ふくとそろいのハットが目を惹ひく。が、もっと目を惹くのは、

「ニア、その仮面？」

　ちょうど仮面舞ぶ踏とう会かいのようなマスカレード。目の辺あたりを隠す、羽根付きの仮面だ。だが逆に言うなら、隠しているのは目の回りだけ、すっかり鼻も、口もとも隠れてなどいなかった。

「変態仮面？」

「違う！　誰が変態だ!!」

　十兵衛のひと言に、すかさず反駁する本人。その声ももちろん、

「ニア！　ダルタニアンなんだね。御前試合に出るなんて、どうしたんだい」

　宗朗が言う。ひさびさに会う、うれしさもあった。

　ダルタニアンとは、助けたり、助けられたりの仲だ。慶彦と契約したれっきとした剣姫マスターサムライだが、いまはその軛くびきから逃れたがっているのを宗朗は知っていた。

　そのため、本来は生徒会の食客しよつかくなのに、生徒会棟にも住まずに、城下の町に住んでいることなども。

　だが宗朗の問いに、

「我は、ダルタニアンなどではない」

　まっこうから否定する本人。

「え、でも……」

　その、ほとんど隠れていない顔や、逆にほとんど剥き出しの身体は。

「ど、どこを見ている！　ジロジロ見るな！　無礼であろう！」

　宗朗の視線に気づいて、あわてて胸を手で隠す推定ダルタニアン。だが証しよう拠こはそれだけではない。

　髪かみ型がた、帽ぼう子し、それに、いまは地面に突き立たてられている、二本の巨きよ大だいな武器。

　無骨過ぎるクレイモア。こんなものを使うサムライは、ダルタニアンを除いているわけがない。

「違う！　よく見よ！　ここを」

　ダルタニアンが指さすのは、

「帽子？　もいつもの、だよね」

「なにを見ている。ここだ！」

　さらに注意深く見る。もはや宗朗だけでなく、柳生道場の全員が推定ダルタニアンの指先を注視していた。

「あの、まさか」

「羽根飾かざりがいつもと違う、って言うんじゃ、ないでしょうね」

　半蔵が言い、千姫が引き取った。一同、ああ、そういえば、とうなずく。が、逆に、まさかそんな些さ細さいな、というあきれ顔も混じりつつ……だが、

「そうだ。まったく違うではないか」

　正解、であった。さらに続ける。

「我はシャルル・ド・ダルタニアンなどではない。我の名は、エトワーヌ・ド・ラ・セーヌ！」

　高らかに、宣言する。

「えとわーぬ……」

「ど」

「ラ・セーヌ、ですって？　『ラ・セーヌの星』って意味ですわよ。それって、どこかで……」

　全員の表情が限りなく微び妙みようになっていく。

　ダルタニアンに限りなく似た謎なぞの美少女はしかし、こともなげに言ってのけた。

「なにを驚いている。我わが祖国の英えい雄ゆうだぞ。『ベルサイユのばら』と並んでな」

「いや『ベルサイユのばら』はどっちかというと反革命じゃろう……などではなく！　どっちも創作じゃ！　おおかた子どものころフランスでやっていたテレビでも見たのじゃろうが……」

「わたくしも、米よね沢ざわで再々再々再々……放送くらいを見ましたわ」

　兼続までが言い、げっそりする道場の面々に反比例するように、ダルタニアン……に激似の水着美少女はますます意気揚々ようように言うのだった。

「それでは、試合で会おう、柳生道場の諸君。それに……宗朗」

　宗朗、と言うとき、マスカレードの下の頬ほおがポッと染まっているのを、目ざとい千姫や幸村などが見逃すわけはなかった。

　きびすを返すダルタニアン……に激似の水着美少女に、

「がんばってねー！　ダルタニアンさん！　試合で会おうね！」

　思い切り、そう言って手を振るのは十兵衛だ。あまりにストレートなので、思わず振り向むきざま微笑して手を振り返したダルタニアン……だが、すぐに顔に渋じゆう面めんを作ると、人ひと混ごみの中に見えなくなった。

「変わり者ばかりじゃ、まったく」

　幸村は噛みつぶすように言い、それからぽつりと漏もらした。

「……あやつらは、ちゃんとエントリーしておるのかの」



　エントリーデスクにたどり着いたダルタニアン、もとい謎の仮面の少女、

「エントリーを願おう。名は、エトワーヌ・ド・ラ・セーヌ！」

　意外に高い声で告げた。

「ご自分でこの用紙に記入してください。筆記具をお持ちでなければ向こうのデスクにありますから。印いん鑑かんがなければ拇ぼ印いんでけっこうです。次の方のじゃまになりますので、向こうへ。はい。次の方！」

　事務的に、処理されるのに例外はないようだった。

「……ボイン、だと。まさかそれをここに押せと……！」
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　かくして、旗本生徒会主催特別格技大会、通つう称しよう御ご前ぜん試合は始まった。

　参加者は男女とも水着に着替え、会場へと向かう。

「なんでわらわがこやつといっしょなのじゃ。それに、この水着はなんじゃ！」

　幸村に「支給」された水着。それは、

「なによ、いつもとぜんぜん変わらないじゃない」

　千姫が言うとおり、紺こん色いろのスクール水着だ。いつもの白スク水が紺こんになっただけ。なぜかていねいに、「さなだ」のネーム布が胸に張り付けられている。

「組み合わせもランダムだ、なんて言ってたけれど、どうせ全部仕組まれているっぽいわね。この水着だって、千たちの分は最初から別に用意されていたみたいだし」

　そう言う千姫の水着は大だい胆たんなカットのワンピースだった。前から見ると、大きな「Ｖ」の字に見える。

　超ちよう鋭えい角かく的てきなフロントのハイレグ。ヒップはきっちりサポートされているものの、背中はすっかり丸見えだった。

「サイズもぴったり、なんだから」

　ピチッ、とヒップ部分の繊維を指でつまんで伸ばし、離す千姫。

「ふん。わらわたちだけ特別あつらえというのはわかっておるわ。その分、すべてシナリオどおりに運ばせたいのじゃろうが、そうはいかぬ」

　ジャキッ、と幸村が大鉄扇を広げる。と、

「予選では自前の武器は使えません。こちらでお預かりします」

　背後から、生徒会の運営委員と思おぼしき女子生徒に、ひょい、と大鉄扇を取り上げられてしまう。

「ぁ！　ま、待て！　返さぬか。あ……ぁー」

　大鉄扇二本と引き替えに、預かり札二枚を渡されてしまう幸村だった。

　剣技において圧倒的にまさるサムライ、剣姫マスターサムライの力を封ふうじるためのこうした変則ルールなのは目に見えている。

「どうやら、あやつらがわらわたちの相手のようじゃの」

　同じ組、つまり対戦相手の女子生徒が幸村たちを見ていたからだ。競泳用水着に身を包んだ、大おお柄がらなふたり。

　おそらくは旗本生徒会に属する、親衛隊の女子部だろう。半蔵の風紀委員会だけでない、女子の実行部隊があるのだ。

「どうやら人工的に作られたサムライのようね。ふふ、本戦のウォーミングアップにちょうどいいわ。行くわよ、おチビちゃん」

「誰がチビじゃ！　まったく、あやつらもなにやら凹凸だけは大きい身体をひけらかしおって。目にもの見せて……」

　だがそんな幸村の言葉の威い勢せいのいい言葉も、バトルのステージとなるプールを目にしたとたん、沈黙する。

「ん？　おチビちゃん、まさか……」

「そうじゃった。わらわは泳げなかったのじゃ」

　急に声を小さくする幸村。

「ええー！　カナヅチ？　なんてこと！」

「しかたなかろう！　わらわの役目は頭脳労働じゃ！　戦略指南に戦術指揮じゃ！　体育で『３』以上取ったことなどないわ！　いちいち泳ぐなど……」

　逆ギレ。サムライとしての体術は常人の及ぶところではない幸村なのに、一いつ般ぱん人じんに混ざっての体育は並かそれ以下という……。ふだんは、又兵衛の背中につかまる、などでこういう場面はしのいできたのだった。

「信じられない！　プールで勝負なのに水泳ができないなんて。まあ、しかたないわね。敵はそこをついてきたのかもしれない」

「う、うむ」

　ふだんなら千姫にやりこめられて反発しない幸村ではなかったが、ここはカナヅチのハンデがあるせいでおとなしい。

「ともかく、勝つしかないわね。千ひとりでもやってやるんだから！　おチビちゃんはプールサイドで見学してなさい！」

「ぅう～、いまは我が慢まんしてやるが、あとで見ておれよ。この屈辱、必ず晴らして……又兵衛に水泳を習うのが先かもしれんの」

　いちおうは、反省しているようだった。
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「選手は位置について」

　審しん判ぱん員いんのアナウンスのもと、競技が始まろうとしていた。

　バトルの舞台となる屋外温水プールの周りは、どこからこんな？　というほど大勢の生徒たちのギャラリーで埋まっている。

　歓声とヤジも、生徒会側、反生徒会側と分かれて盛り上がる。中には単に水着姿のサムライたちが見たいだけ、という者も多く混じっているようだったが。

　そんな中、千姫・幸村組と生徒会側ふたりの試合が始まった。

　競泳水着に身を包んだ生徒会側ふたりは、どちらも同じような体格。ひとりは髪がやや長く、もうひとりはショートなのだが、スイムキャップをかぶってしまうと見分けがつかないほど顔も似ていた。

　エントリー名で、髪の長いほうが島しま津づ紗さえ花か、ショートが大おお友ぬき貴たか子ことわかる。どちらも千姫がにらんだとおり、もともとのサムライではなく、秘術によって一般人を強化したものだ。

「人造のサムライを作る技術がここまで進んで来てるなんて。油断できないわよ」

「望むところじゃ。人造ザムライなど、なにほどのことがあらん、じゃ」

　千姫と幸村はそれぞれ、長方形のプールの短辺に位置している。紗花と貴子は反対側の短辺だ。

　やがて審判員がさらに、

「用意……スタート！」

　スタートのかけ声とともに、鋭いホイッスルが鳴なり響く。

　競技が開始された。

　いっせいに、頭からきれいに飛び込む両陣営の選手たち。というところ、幸村だけは、

「む……ぅ……！」

　ポチャン、と足から水の中へ。もちろん泳がずに、足は床についている。

　幸村の身長では、せいいっぱい背せ伸のびをし、爪つま先さき立だちでようやく首から上が水の上に出る、というところだった。

　競技のルールは簡単。

　スタートと同時に、プールの中心にパックが落とされる。

　このパックをいちはやくつかみ取り、スタートした自じ陣じんのプールサイドへ持ち帰って、プールから上がれば勝ちとなる。

　パックはアイスホッケーのものを流用していたから、ゴム製で、もちろん水には浮かない。

「はっ……はっ……は……！」

　大きなクロールで千姫はプール中央へと泳いでいく。ほとんど無駄のないフォームでスピードも速い。競泳選手もかくや、という泳ぎだ。

　ちょうどプールの中心、という手前で、水中へ潜もぐる。いっしゅん千姫のお尻しりが水面に浮かび上がり、すぐに水柱とともに消えた。

「（あれね！）」

　すぐに、プールの底に沈んだパックを見つけた。水中でも千姫は速い。あっと言う間にパックに手を伸ばす。つかんだ。

　あとは、自分のサイドまで泳いで戻ればいい。また、パックを投げて仲間にパスすることも認められていた。

「（よーし、このまま）」

　プールの底を蹴けってターンする。そのまま浮ふ上じようし、自分のサイドを目指す、というところで、

「きゃぁっ!?」

　つかまれた。

　泳ぐ速さでは負けない千姫だが、水中でターンし、反転するということはいったん停止し、リスタートするのと同じこと。生徒会側のサムライ少女たちふたりは、そこを狙って襲いかかってきた。

　水中と、水面から。

「ちょ……！　やめて、この！　もおお！」

　しかし敵ももちろん離さない。そのうえ、水面からは身体を乗せかけるようにかぶされ、水中からは下半身に取りつかれて引っ張り込まれる。

　これでは、二対一の千姫に勝ち目はない。まして、得意の薙なぎ刀なたもないのだ。

「こぽっ……！　（い、いけない！）」

　息ができない苦しさから思わず力が緩ゆるむ。それを狙って貴子がパックを奪おうとする。だが千姫ももつれながら反撃し、かろうじてすり抜けた。

「（やった！　あとは向こうへ……え？　ええええ!?）」

　バタ足で急ぐ千姫の、しかしこんどつかまれたのは脚でも腕でもなかった。

　水着がつかまれ、ぐいぐい引っ張られる。というより、脱ぬがされてしまう。

「（い、いやぁあああ!!）」

　生徒会支給の、それでなくともきわどいＶ字水着だ。力任せに引っ張れば、簡単に脱げ落ちてしまう。

　すでに肩の部分はすっかりはだけられ、たっぷりしたバストはフリーの状態。さらに腰までもずり下げられてしまっていた。

「おおおお～～～!!」

　声を上げるギャラリー。

　水中とはいえ、何が起きているのかはだいたいわかる。

　単に形勢有利と湧く生徒会側。汚い、反則だ、と憤る反生徒会側。高貴な千姫の肌が露わになって興奮する一群。おもに後者がもっとも歓声が高いようだが、いろんな意味で大きく盛り上がる。

「そら、パックをよこせ！」

　この衝撃につい緩んだ千姫の手から、強ごう引いんにパックをもぎ取る紗花。しかし千姫も負けていない。

　パックを手にすれば、紗花は自分サイドへ引き返すはず、と予想して食い止めようとした。しかし、

「ふふ、そっちへは行かないよ」

　紗花はパックを口にくわえると、一目散に泳ぎ出す。が、その先は、自分サイドではなく、千姫・幸村のサイド。

「なんですって!?」

　てっきり向かってくると思った千姫は虚を衝かれる。しかしそのままではいられない。急きゆう遽きよ、紗花を泳ぎで追う。

「なによ、これ……こんな……！」

　しかしここでも障害が。ふたりに組み付かれ、脱がされた水着が腰から膝のあたりにわだかまっていて、まともに泳ぐことができない。かといっていまから水着を着直す余裕もない。

「ええええい！　もうおおお！」

　千姫は業ごうを煮にやすと、自分で水着をいっきに脱ぎ下ろした。脚から抜き取る。

「うぁあああああ!!」



    

  
    
      　これまた、なにをしているのかわかったギャラリーは大盛り上がりを通とおり越こして阿あ鼻び叫きよう喚かん。

　水面にプカッ、と千姫の水着が浮かび上がるにいたっては、それをなんとか手に入れようと、プールへ飛び込もうとする生徒たちが続出。係員たちが総出で止めるハメにまでなった。

　しかしそんな喧けん噪そうも千姫には届いていない。とにかくいま、紗花を止めるのが先決なのだ。

「はぁ、はぁ、はぁ……！　どういうこと？　こっちサイドへ全力で泳ぐなんて。でもプールサイド近くまで行けば、おチビちゃんが……」

　ゴールキーパーよろしく、護まもっていてくれるはず。そう思って千姫が自ら顔を上げる、と、

「な、なによ！　いないじゃない、あのチビ!!」

　もはや「ちゃん」付けも忘れている。

　そして千姫はいまになって、紗花の意図に気づいた。

　千姫サイドを目指して泳ぎ、大きく迂う回かいして自陣サイドへ戻るのか、と思いきや、紗花は千姫サイドの直前で泳ぎを止め、足をついた。

「しまった！」

　紗花を追うのに必死でノーマークだった生徒会側のもうひとり。大友貴子が自身のサイド、つまりゴール近くへいつのまにか戻っている。

　紗花は千姫サイドから自陣サイドまで、パックをパスするつもりなのだ。

　紗花を追っていた千姫は、いずれ紗花がＵターンするなら、追いつき、食い止めることができる。

　が、千姫のサイドまで泳いで、そこからはパスで繋つなぐ、というならもうそれは止めようがない。

「これで終わりだね！　豊臣方に寝返った裏切り者、たっぷり後こう悔かいするといいわ！」

　紗花が言い、見事なフォームでパックを放ほうり投なげた。

「あぁ！」

　千姫の絶望的な声が響く。投げられたパックは千姫の頭上を越えて、待っていた貴子のもとへ。見事にキャッチ。

「受け取ったわ！」

　そのまま貴子がすぐ背後のプールサイドへ上がればゴールとなり、千姫たちの負けが決定づけられてしまう。

「お気の毒さまね！」

　勝かち誇ったように貴子が言うと、プールサイドに手を付き、身体を持ち上げようとした。が、

「もがっ……!?」

　ズルッ、と滑った。水中へ没ぼつする貴子。

「な、なんだ？」

　紗花も驚き、貴子が没した水面を見つめた。しばらくして水面が盛り上がる。そこへ姿を現したのは、

「ぷはっ！　ゲットじゃ！」

「おチビちゃん！」

　千姫が声を上げる。パックを高々と掲かかげているのはまぎれもない、幸村だった。

　泳げない幸村は、千姫たちがパックを巡めぐって戦っている間、密ひそかにプールの底を這うようにして敵のサイドに忍しのび寄よっていたのだ。

　そして貴子がゴールしようとする瞬間、その脚を引っ張って水中に引きずり込んだ。奇襲された貴子はなすすべなく、パックを渡すことになってしまった。

「ふん。おぬしの仇あだも取ってやったのじゃぞ」

　そう言うと幸村は、もう片方の手を水中から出した。同時に持っていたものを水面へ放り投げる。

「あれ、は」

　ギャラリーの目が集中する。それは貴子が着ていた、競泳水着だった。ほぼ同時に、気を失った貴子の身体がプカッ、と水面に浮かび上がる。もちろん、水着は身につけていない。

「貴子！　おのれ！」

　紗花が幸村に向かう。貴子をほうっておけないというのもあった。しかし幸村は、

「ふん。よいか、行くぞ！」

　そう言うとパックを振りかぶった。

「いいわよ！」

　千姫が気づいた。いまこの位置は、ちょうどさっきと正反対。敵てき陣じん近くにいる幸村。対して、紗花を追ってきた千姫は自陣の側にいる。

　ここで幸村から千姫へのパスが通れば、大逆転。千姫・幸村組の勝ちだ。

「そうは、させるか！」

　紗花は自陣へ戻ろうと、プールの中央付近にいた。それは幸村と千姫を結ぶ線上にあたる。

　幸村がパックを投げるモーションに合わせて、絶ぜつ妙みようのタイミングでジャンプした。水中からとはいえ、サムライの脚きやく力りよくは軽々と自身の身体を水面の上へ飛び出させる。見事パックをキャッチ、と思われたそのとき、

「なに!?」

「愚か者ものめ、予想されるようなことを、わらわがすると思うたか！」

　幸村はパックを持つ手を水平に振るって、キレよく投げつけていた。パックの形はやや厚い円えん盤ばん状じよう。水面ギリギリに投げられたパックは、平らな円えん盤ばん部分が水面に触れる度に弾かれ、飛び上がる。

　石投げの水切りと同じ要領だ。

　幸村の武器は大鉄扇は、ふだんから投とう擲てきをも攻こう撃げき手段とする武器。投げるのはお手の物だったのだ。

「うまいわ！　おチビちゃん！」

　ピッ、ピッ！　と水を切ったパックが、千姫の手元へ飛び込む。すでに水面の上にあった紗花は、それを見ながらどうすることもできない。

「チビではないと、あれほど！　まあ、よいわ」

　幸村が尖らせた口もとが、笑いに変わった。勝ちを確信した瞬間。果たしてそのとおりに、

「ゴール、よ！」

　千姫がプールサイドへ、ひと息に駆け上がっていた。濡ぬれたパックを高く突き上げる。

「勝者！　千姫・幸村組！　これにて試合終しゆう了りよう！」

　審しん判ぱんが、千姫サイドの旗を掲げた。試合が、完全に終わった。

「うおおおおおお～～～～!!」

　怒ど号ごうのような歓声がプールを包む。地じ響ひびきが起こったかと思うほどの、ギャラリーの大だい音おん声じようだった。

「ふふふ、ありがとう！　ありがとうー！　……ぁ」

　ギャラリーに向かって大きく手を振る千姫。水着のボトムを直そうと、無意識に腰へ手を伸ばした。その手が、宙を滑る。

「ん……？」

　言うまでもなく、紗花に脱がされかけた水着を、千姫は泳ぐために自ら脱ぎ捨すてていた。

　プールサイドで誇らしく手を振る徳川の姫ひめ君ぎみは、いま、まぎれもない生まれたままの姿を満場のギャラリーに曝さらしていたのだった。

「ぇ……ぁ、ぁ……あ……！　きゃぁああああ！！！」

　こんどは千姫の悲鳴が迸ほとばしる。プール会場を埋め尽くすギャラリーの鼓こ膜まくにダメージを与えたという。
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　いっぽうこちらは第二会場。

　半蔵と又兵衛、それぞれ千姫と幸村の従者ともいうべきふたり組だ。競技は「ヌルヌルオイルプロレス」。

「『ヌルヌルオイルプロレス』って、なんでしょうね」

「……わからない」

　半蔵の問いに、又兵衛の答えは短い。

　実際、想像でしか答えられないのだから、しかたがない。それに又兵衛は、想像であれこれ答えるたちではなかった。

「それにしてもこの水着……」

　半蔵が言って、顔を赤らめる。

　ふたりとも、生徒会がランダムに支給するはずの水着に身を包んでいた。

　半蔵はといえば、レオタードのようなメッシュワンピース。それもメッシュのほとんどがシースルー。胸と股こ間かんだけ黒いあて布があるせいで不可視になっているのが、いかにもわざとらしい。

　おまけにハイネックで、ホルターネックのワンピースのように背中はすっかり開いている。そのせいで、意外にむっちりとした半蔵の身体のラインをすっかり露わにしていた。

「すごく、狙ってるような気がするんですけど」

「……そうか」

　感想を聞かれても、これまたそういった感情的な受け答えに乗ってこない又兵衛の返事は短い。

　その又兵衛は、シンプルなオレンジのビキニ。

　トップは肩かた紐ひものないチューブタイプ。ボトムもとりたてて特徴はないが、全体に長身、大柄な又兵衛のこと、いささかサイズ的に小さいのか、盛大にバストやヒップに食い込んでいる。柔やわらかそうなバストの丸みが、歪いびつにはみ出していた。

「又兵衛さんの水着、だいじょうぶですか？」

　そんなところを半蔵が気遣う。

「……平気」

　だがこの件に関しても、又兵衛は頓とん着ちやくしていないようだった。

　ふだんは、胸はさらし、ボトムは下帯だけで過ごしている。海でもそうだった。ゆえに、水着自体に慣れない、という点はあるようだったが、それは仕方がない。

　半蔵が口を開いた。

「わたしたちって、どちらもご主人さまに仕えるタイプと言いますか、その、サポートすべき主が不在で、わたしたちだけで戦う、というのは少し、戸惑うところがあります。身を投げ出して護るべきお方がいない、と言いますか」

「ん」

　又兵衛も同意したようだ。

「でも、この戦いに勝ち抜くことが、御姫さまや、幸村さんを生かすことになるわけですから。ふがいない戦いをして負けるようなことは許されません。万が一負けたら、わたしはまた御姫さまに折せつ檻かんされてしまいますし。このようなことは……そのような……」

　半蔵の言葉が途と切ぎれて、顔が赤く、呼吸も荒くなっているのを又兵衛は横目でじっと眺めていた。移ったように、又兵衛の顔も少し赤くなる。

　気づいた半蔵はあわてて、

「と、とにかく！　わたしたちは全力で、御姫さまと幸村さんのために戦う。それだけです。それだけ、ですから！」

　しごくまっとうなことを言っているのに、どこか言い訳じみて聞こえるような、そんな半蔵の決意表明だった。

　そしていよいよ、試合が始まる。

「あれは！」

　半蔵と又兵衛の対戦相手。それは裏柳生のチームからのふたり。

「般若面」

　又兵衛が小さくつぶやいた。

　しかし相手のふたりは、顔に般若面をかぶっているわけではない。顔も体型もよく似た少女だった。

　長い髪をツインテールに垂らし、水着は黒のセパレート。トップはハイネックの半はん袖そで付き。丈は極きよく端たんに短くて、バストの下の膨ふくらみがはみ出してしまっている。ボトムはスパッツのようなタイプで、全体にエアロビのコスチュームのようだ。

「ふふ。あのときは後おくれを取ったが、今日は容よう赦しやしないよ」

　同じような顔のふたりが声を揃そろえる。おそらくどちらかが千姫と半蔵を襲った般若面のはず。

　背格好はちょうど義仙にも似ていた。髪も銀色に染めていたのだろう。

「やはりそうでしたか。このあいだの借り、返させていただきます！」

　いずれにせよ、裏柳生の般若面ならば、敵として不足はない。

　あさぎ、はるか、と呼び合うふたりを相手に、半蔵と又兵衛ペアの試合が、審判員の「用意！」のホイッスルと同時に始まろうとしていた。

「ヌルヌルオイルプロレス」の会場は、屋内プール。それも水を抜いて、プール全体にクッションシートを敷しき詰めている。壁かべも覆われていた。

　その上で、たっぷりとオイルが撒まかれている。

　歩くと、くるぶしまでがオイルに浸かる。うかつに歩を踏み出すと、滑って転んでしまいそうだ。

　このプール内を一種のリングとして、ふたりひと組で戦う。一度に戦うのはひとりだけで、もうひとりは自分のコーナーに待機。タッチで交代するのはプロレスのタッグマッチと同じだ。

　勝敗はどちらかのギブアップで決着。キックや裸の拳によるパンチ、投げ技、絞しめ技など、すべてが許されていた。

　カーン！

　鳴り響く金属音のゴングが、格かく闘とう試合にふさわしい開始を告げる。

「最初はわたしが！」

　半蔵が先に出る。

　ギャラリーの歓声の中、まずは半蔵とあさぎが対たい峙じした。

　お互いに、両手を顔の高さに上げ、指を軽く開き、両脚を広げて腰を落としたレスリングスタイルだ。

「どう出てくるんですか」

　なにしろ半蔵にとっては、慣れない競技で相手がなにをしてくるのかわからない。無難なかまえにならざるを得なかった。

　じりじりと、あさぎが迫せまる。壁に追おい詰められないよう、サークルを描くように半蔵は後退する。が、壁の位置を確かめようと、わずかに目で後ろを見た。

「そこ！」

　その隙を衝かれた。飛んでくるあさぎのハイキック。

「ぅ！」

　半蔵のブロック。しかしハイキックはまるで当てる気がないようだった。

　顔をブロックする半蔵の手前、たっぷりと間を開けてあさぎの足先が行き過ぎる。そのまま一回転すると、あさぎはひざをついてローアングルからタックルしてきた。

「しまった！」

　あっと言う間に脚を取られてダウンする半蔵。オイルで滑って、尻から派手に転ぶ。そのまま脚を取られる、というところ、

「く！」

　半蔵はけんめいに起き上がろうとする。

　仰あお向むけからうつ伏ぶせに。仰向けのままのしかかられて、マウントポジションを許してしまったら、万ばん事じ休きゆうすだ。

　だがあさぎはもっと上手だった。身体を起こした半蔵の脇に腕を入れ、簡単にフルネルソン＝羽は交がい締じめを決めてしまう。

「ああ……！」

　半蔵は膝立ちのままけんめに、背後のあさぎを振り払おうとする。しかしオイル塗まみれですべるうえに、腕をきっちり決められていてはどうしようもない。

「ふふ。なんだ、ぜんぜんダメじゃないか。なら、こんなのはどう？」

　もはや余裕のあさぎは、フルネルソンのまま自ら背中を下に倒れ込む。ブリッジだ。膝を立てて半蔵の股またを割り、いっぱいに広げてしまう。

「ぁ……きゃああっ!?」

　それはもう、プール底のマットの上で、半蔵が「でんぐり返し」に失敗したような形態。

起き上がろうにも、下からあさぎに両脚を開かい脚きやく状態にフックされしまっているので、それもかなわない。

「ぉお～！」

　低いどよめきに包まれる屋内プール場。

　見せつけるように、あさぎが下から膝を突き上げて、さらに大きく半蔵の股を広げて見せた。

　それでなくとも、グラウンドでの技になってからふたりとも全身オイルまみれだ。妖あやしい光こう沢たくを強調される水着や肌の凹凸がなんとも……であった。

「く、ぅぅ……！」

　半蔵は苦しそうに顔を歪めるが、脱だつ出しゆつの術がない。肩が床につく「ホールド」があれば、もうとっくに一本を取られているところだ。

「ギブアップ？」

　審判が聞いてくる。が、

「い、いいえ！　しません！　ギブアップなんて……御姫さまに……！」

　負けたら折檻！　だがどこか甘かん美びな思いがよぎるのは、すでに絞め技による「落ち」が迫ってきているのかもしれない。

　又兵衛はコーナーで待機している。

　プロレスのような五秒ルールがないので、こんな場合、コーナーを離れて助けに入れば、即そく失格負けを取られてしまうのだ。

「御姫……ぅ……あ!?」

　突然、半蔵の首のフルネルソンが離れた。背後、というか下になっていたあさぎが、急に離れたのだ。

「まだこれくらいで気絶されちゃつまんないんだよ」

　そう言うと、余裕ではるかにタッチ。はるかは出てくるなり、まだふらついている半蔵の腕を取ろうとした。

「隙あり、です！」

　素早く体を入いれ替え、逆にハイキックを放っていこうとする半蔵。だが、

「ぁ……っ！」

　またも、滑った。尻しり餅もちこそまぬがれたが、体勢を崩して膝をついてしまう。
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「ほらほら、だいじょうぶかい」

　はるかは笑って簡単に半蔵の腕を取ると、背中へねじり上げる。



    

  
    
      「くぅぅ！」

「折れちゃうわよ。どうする……の、ん？」

　だがこれは、スペースに余裕があるのを冷静に見ていた半蔵が、身体を反転させて逃れる。手をつかない側転だった。そのままこんどこそミドルキック。

「お、っと!!」

　だがはるかは両りよう腕うででガードする。それどころか半蔵の足首を、これも簡単にとってしまう。

「な、なぜ!?」

　半蔵は驚く。

　体重を乗せたミドルキックを両腕でガードする。できないことではないが、よほど足の踏ん張ばりがないと身体ごと飛ばされてしまう。まして床はオイルだまりなのだ。

　そのうえ脚もがっちりととられている。半蔵の脚もオイル塗れなのに、なぜこれほどしっかりとホールドできるのか。

「ふふふ、よーく考えるんだ、ね！」

　つかんだつま先を、はるかが力任せにこじる。ねじるように回す。

「きゃ！」

　脚のダメージを逃れようとすると、半蔵は自分から身を翻ひるがえしてマットへ受け身を取るしかない。

　これも、はるかは脚の踏ん張りがないとできない技だ。

「どうして……ぁ、あれは……！」

　再び手を伸ばしてくるはるかの、その手のひらを一瞬見て半蔵は理解した。

　手のひらに、肌と同色のテープが貼られている。テープは滑り止どめのパターンが施されているようだ。

「それで……足の裏にも」

　同じく、テープが貼られているに違いない。

　自分も相手も、オイル塗れなのに、滑らずに確実に技を決め、返してくるのにはこんな仕掛けがあったのだ。もちろん、反則である。

「審判！」

　半蔵が叫んだ。審判に報しらせれば、裏柳生たちの反則負け。半蔵たちの勝ちである。

「おっと、そうはさせないよ」

　はるかは言うと、手を自分のスパッツの中へ、一瞬入れた。

「!?」

　手のひらのテープを剥がして隠し、証しよう拠こ隠いん滅めつ？　と思われたが違った。はるかは半蔵の腕を取ると強引に立たせ、

「そおら！」

　そのままロープ、ならぬ壁かべ際ぎわへスイングで送った。

「ああ！」

　プロレスならば、ロープで跳ね返ってくるところ。しかしコンクリートの壁をクッションで覆っただけなので、それはない。だがクッションの分だけ、半蔵にもダメージはなく、

「これくらい……！」

　ふたたびファイティングポーズを取ろうとして、半蔵が固まった。

　ぷるっ、と揺れる、震える感触。

　思わず視線を下へ落とす。そこに、さっきまで水着に包まれていたはずのバストが、白い肌を見せていて……。

「きゃぁああああっ！」

「だから気をつけな、って言ったのに。はは、言ってなかったか」

　はるかの手に、隠すように握られていたのもの。それはもちろん、小さな刃物だった。それで半蔵の水着を切り裂いたのだ。

「おおおおお～～～!!」

　どよめきと歓声に包まれるギャラリー。もはや何の試合かもよくわからない。

「なんてことを……！　審判！　審判！　向こうの水着をチェックしてください！　凶きよう器きを隠し持っています！　それに、手と足にも！」

　半蔵は訴えるが、審判は取り合おうとしない。

　もともと審判は、生徒会側に取り込まれていたのだ。これでは般若面のあさぎ、はるかたちが反則をし放題だ。

「ふふふ、どうしたのさ。そんなんじゃ、手が使えないよ。さあ、そろそろフィニッシュ決めようか」

　はるかが迫る。

　半蔵は露わにされた胸を隠すために、両手が使えない。このままでは、反撃の目め処どさえつかない。

「どうしたら……くっ！」

　じりじりと後退する半蔵。背中がプールの壁に触れる。

「ほーら、もう後がないよ。ふふ、この際ぜーんぶ、曝しちゃえば？　はは！」

　勝ち誇るはるかに、半蔵は唇を噛む。

　ふたたびはるかの手が、スパッツ風の水着のボトムに差し込まれた。凶器をまた出す、と思われた、そのとき、

「又兵衛さん！」

　半蔵は叫ぶと、背後の壁を蹴る。そのままはるかに体当たり、という直前で、

「ん、あ!?」

　脚から滑り込んだ。意表を衝かれたはるかの股の間をこじ開けて、背後へ出る。そのままこんどはヘッドスライディングよろしく、又兵衛が待つコーナーへ。

「そうは……させるか！」

　だがはるかも股を抜かれてばかりではない。

　振り返りざま半蔵の背中へ手を伸ばした。だが背中にタックルするのではなく、その水着をつかんで、引っ張った。

　ビビビビビ……！

　たちまち裂ける半蔵の水着。すでに胸の部分が切り裂かれていたせいで、そこから破れ目が広がってしまう。

　水着をつかむのは反則だ。だがもちろん審判はノージャッジ。

「ああっ！」

「これで、逃げられない……ぇえ!?」

　だが驚いたのははるかだった。水着をつかんで離さなければ、半蔵は逃げられない。そのうえ破れ目がさらに広がって、恥ずかしい姿をさらしてしまうはず。

　しかし半蔵は違っていた。

「又兵衛さん……に！」

　床を蹴ってさらにスライディング。その結果、半蔵の身体を引き留めるはずの水着は自分から脱ぎ捨てている。まさに捨て身。

「うぉおおおわぉおおおー!!」

　最高潮に達するギャラリー。

「タッチを！」

　半蔵はそのままきれいに前転して、自陣コーナーへ戻る。膝を抱かかえた姿勢のまま、手を伸ばして、

「タッチ」

　成功。

「あとはわたしが」

　又兵衛は半蔵の背中にタオルをかけると、プールのリングへと降り立った。

「ち、タッチさせてしまったか。まあいい。どうせそっちも、背が高いだけの、ぼんくらザムライだろ。こっちは審判も味方なんだ。負けるわけなんて、ぜんっぜん、ないってーの！」

　はるかがダッシュする。その手に握られているのは、凶器の刃物だ。

「又兵衛さん、気をつけて！　水着を切るつもりです！　避けて！」

　半蔵が叫ぶ。

「ははは！　遅い！」

　はるかが一気にダッシュすると、又兵衛との間合いを詰めた。ふところに飛び込む。凶器を指の間に挟んだ手刀を一いつ閃せんした。

「ダメ！　又兵衛さんっ！」

　だが半蔵の言葉もむなしく、切り飛ばされた又兵衛のビキニトップが高々と翻る。鮮やかなオレンジが、天てん井じようからのカクテルライトに輝いた。

「うおおおお～！」

　またも、興奮のるつぼに陥おちいる会場。

「ははは！　どうだ。これでもう動けまい！　あとは……」

　勝ちを確信したよしのが、振り返る。又兵衛の後ろを取るか、腕を取るか、というところだった。少なくともはるかはそう思った。

「ぇ……」

　又兵衛が、そこに立っていた。

　確かに、はるかの凶器付きの手刀は、又兵衛のビキニトップをはぎ取っている。だが又兵衛は両手で胸を覆うことも、胸をかばってしゃがみ込むこともなかった。

　どうどうと、佇立していた。しかも、いつでもその両腕を振るうことのできる体勢のままで。

「な……！」

　なぜ。たったふた文字の言葉も、はるかは最後まで発することができなかった。なぜなら、又兵衛のかまえに対してとっさに相対しようとしたその瞬間、

「ぐわっ!!」

　強きよう烈れつな掌しよう底ていをくらって、身体ごと吹ふっ飛んでいたからである。

　低い軌き道どうの放物線を描いて、はるかの身体がプールの外へ落下する。

「はるか！」

　あさぎが駆け寄った。しかしはるかは完全な失神状態。これでは無理にタッチもできない。

　ここに至って、完全に生徒会サイドの審判員も、もはやジャッジを下さざるを得なくなった。

「場外失格！　服部はつとり・後ご藤とう組の勝利！」

　ふたたび、場内が割れるほどの歓声が沸わき上がった。

「又兵衛さん！」

　半蔵もタオルを身体に巻き付けたまま、プールのリングへ飛び込んでくる。又兵衛に飛びつき、祝福した。

「又兵衛さん！　又兵衛さん！　やりましたよ！　すごい！」

　メガネがずり落ちかかるほど、よろこんでいる半蔵に、

「ぁ……ありがとう」

　又兵衛もまた、答えた。

　あさぎ・はるか組の敗因。水着を破ってしまえば、露わになった肌を隠そうとして両手が不自由になり、戦えなくなると信じて疑わなかったことだ。

　ビキニトップをはぎ取られても、戦いのさなかの又兵衛は動じることがなかった。逆に勝ちを錯さつ覚かくして隙だらけになったはるかを、一いち撃げきで葬ほうむることができた。

「又兵衛さん、これ……！」

　半蔵はプールの中でトップレスのままの又兵衛に、自分のタオルを着せかけようと、いっしょに包もうとした。

「ぁ」

　このときになって、又兵衛は初めて自分が裸の胸を曝していることに気がつく。それほど極度に戦いに集中していたのだ。

　いっきに、カーッと顔も、全身も赤くなる又兵衛。それまでの集中から聞こえなかったギャラリーの声まで聞こえてくる。

「又兵衛さん！」

　半蔵がタオルを広げる。

　ふつうのバスタオルよりもひと回りは大きいタオルだ。ふたりで抱き合うように密着し、くるまってしまえばいい。そのまま会場を出られる。

　……はずだった。

　ドタッ！

　身長差から来る歩ほ幅はばの違いなどから、ふたりの歩みがもつれ、どちらともなくタオルを踏んづけてしまい、派手に転ぶまでは。

「い、痛……！　又兵衛さんだいじょうぶで……きゃぁああ！」

　この日何度目かの、会場が揺れるような反応がわき起こったのは、言うまでもない。
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「だいじょうぶかなあ、みんな。ね、ぐつぐつ」

「ですから！　わたくしはぐつぐつなどと、鍋なべが煮えるような名前ではないと！　何度言ったらわかるのかしら、この乳だけ特盛り女は！」

　ここは第三会場。

　本丸の生徒会棟から二の丸の高等部棟の高楼へと一本のかなり太いロープが張られている。

「綱渡り勝負」は、このロープの上で行われるのだ。

　地面まで十数メートルはゆうにある。もちろん、下にクッションなどない。一般人はもちろん、サムライ、剣姫マスターサムライといえど落下すれば無事では済まない高さだ。

「でも、『プールで宝探し』とか『ヌルヌルオイルプロレス』とか、そっちのほうがおもしろかったかな、ぐつぐつ？」

「て、ぜんぜん聞いてやがらねーですわ！」

「え、なにか言ってたの？　ぐっちゃん」

「ぐっちゃ……もう、原形も留めていないですわ！　ぐっちゃぐちゃですわ！　ああああ！」

　意外に繊せん細さいで打たれ弱い兼続。

「あれ、ぐっちゃん？　ぐっちゃん！」

「せめて、ぐつぐつに……」

　そんな、兼続のメンタルな動きなどまったく意に介かいしていない十兵衛は、対戦相手を目で探した。

「あれ！　あの人たちじゃない？　十兵衛とぐっちゃんが戦う相手、って」

「だから、ぐつぐつだっての！　……ぁ」

　これほどの過か酷こくな試合のため、エントリーされた選手たちからは棄き権けん者しやが相次ぎ、結果、残ったのは十兵衛・兼続の組と、生徒会側である、

「おもしろくなってきたなァ！　なァ、小こ十じゆう郎ろう！」

　とにかく声が大きく、しゃべっている言葉がさっきから全部丸聞こえ、の、

「ほ、ほんとうにやるんですかぁ、政まさ宗むねさまぁ。こんな、無理だと思いますぅ。ていうか、無理ですぅ。高いところ、苦手ですぅ」

　ひとりは伊だ達て政宗。そしてもうひとり、小十郎と呼ばれる片かた倉くら景かげ綱つなだった。もちろん、生徒会側のサムライである。

　ふだんは金、銀、パール、玉虫など、色とりどりでメタリックな出いで立ちを好む政宗だったが、今回は規定なのでレインボーカラーのビキニを着用していた。

　身長はとりたてて高いというほどでもないが、その堂々たる体たい躯くはプロポーションに顕けん著ちよであり、ビキニトップのカップを押し退のけんばかりのバストの膨らみなど、さすが奥おう州しゆう一を謳うたわれるだけのものはある。

　隻せき眼がんで、左目はほとんど髪に隠れていた。その前まえ髪がみの一部が、まるで角のように横に長く突き出しているのは、兜かぶとにつけた三日月の前立を思わせる。

　もうひとりの小十郎は、対たい照しよう的てきに小学生かと思うほどの小ささ。

　じつは十兵衛や宗朗たちと同じ、高等部一年の十六歳なのだが、なぜか小学校のころからちっとも背せ丈たけが伸びず、他の部分の発育も皆かい無む。

　その点で、昨今の発育のよい小学生に較くらべてもいろいろと未熟で小さく、ヘタをすると幼よう稚ち園えん児にも間ま違ちがわれかねない十六歳、身長百センチであった。

　赤いランドセルがしゃれにならないほど似合う。細くて腰のない髪を、長く振り分わけた二本のお下さげ髪がみにしていた。

　水着は白一色のワンピース。いちおうスク水ではない。

「なんですの、あんな子どもみたいな……というより本当に子どもですわ。あんな子ども相手に……って、ちょ……！　十兵衛さん！」

「うわぁ～！　かわいい～!!」

　じつは小十郎を見つけるやいなや、十兵衛は矢も楯たてもたまらない、といったふうに駆け寄っていたのだ。あっと言う間に、かかえ上げて抱きしめている。

「きゃ！　きゃあああ！　なんなんですか！　なんなんですかぁ～!?　い、イヤですぅ、そんな胸を押しつけ……ほっぺたを押しつけられるのも、イヤぁあ～！」

「うぅぅ～、かわいいよぉ～！　んー！　んちゅ、ちゅ、ちゅ……！」

「ヤぁああ！　チューをしないでください！　チュー……そんなところにしないでぇえ！」

　ほとんど、レ○プである。

「ちょ……っと！　十兵衛さん、おやめなさい！　そんな、いきなり幼女を襲うなんて……え、わたくしより三つも年上？　そ、それは……と、とにかく！」

　焦あせって止めに入る兼続。しかし仲間の政宗はといえば、

「はっはっはは！　そうか、小十郎が気に入ったか。小十郎はかわいいからな。是ぜ非ひもない。だが、やらぬぞ。小十郎はオレのものだからな！」

　豪ごう快かいに、アブノーマルな宣言をぶちかます。両手を腰にあてて笑っていた。

「ぅ～ん、ゆっきーもすべすべでいい匂いだけど、こじこじもすっごくもちもちツルツルだよぉ～！」

「こじこじ……！　いきなりあだ名やめてぇええ、ですわぁああ！」

　兼続はどこかもう涙なみだ目だった。

「ぁぁ、ぁぁ、ぁ～……！」

　玩がん弄ろうされる小十郎も。

「はっはっは！　おぬし、いい目をしておるな！　相手にとって不足はない！　豊臣方の！　こころゆくまで堂々と渡り合おうではないか！」

　もっともらしい口上の政宗。しかしさっきから十兵衛は小十郎の愛あい玩がんに夢中で、政宗のほうなど見ていない。

　ほとんどテンプレというか、自分のなかの盛り上がりだけで型どおりの見み得えを切っている政宗だった。

「もう！　いいかげんになさい！　幼女がおびえてますわ！」

「あ～ん、こじこじ、またね！」

　こじこじ、は決定らしい。

「またね、もなにも、すぐに対戦ですのよ！　あのふたりと！」

　兼続に引きずられるようにして自陣サイドに戻る十兵衛。

「ふぇ……政宗さまぁ」

「ははは！　なあに、野犬にでも噛まれたと思えばいい！　是非もない！」

　いろいろ不ふ穏おん当とうな表現ではある。

「で、でもぉ」

「はは！　噛まれたところはな！　あとでオレが、なめてやるよ」

　そう言うと、そこだけちょっと目を逸そらす政宗。顔は背そむけても、耳が赤く染まっていた。

「政宗さま……」

　小十郎もまた、赤く染まった頬で、瞳を潤ませる。

　やがてどちらからともなく、手をキュッと繋ぎ合っていた。
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「綱渡り勝負」。ルールは簡単だった。

　地上約二十メートルの位置に張られた一本のロープの上に、両りよう端たんからそれぞれの組が進み出る。かちあったところで勝負となる。

　勝負はロープからの落とし合いで、ふたりとも落ちた方が負けだ。

　一度にふたりがロープ上にあっても、ひとりずつでも出てくるのでもかまわないが、ふたりとも落ちないうちでも、相手に完全にロープを渡り切られて、自陣へ踏み込まれてしまえばそれもまた負けだった。

「用意！　始め！」

　審判のかけ声とともに、試合が始まった。

「おうさ！　行くぞ小十郎！」

「は、はい。政宗さま」

　生徒会側は、政宗がまず出る。小十郎はロープのたもとでまずは様子見のようだ。

「行こ！　ぐつぐつ！」

「ぐつぐつ違いますわ！　ぐっちゃ……い、いえ、参りますわ！」

　十兵衛たちは、十兵衛を先頭に兼続も続く。ふたりが同時にロープ上に進出して、後方が先頭をサポートする腹だ。

「さあ。来ーい！」

　早くも中央付近まで進み出た政宗が、声を上げる。両腕を広げてかまえた。

「よおーし、行っちゃうよ！」

「ほっ。まだ政宗さんにあだ名はつけてないようですわね」



    

  
    
      「ムネムネ！」

「つけるなー!!」

　ロープは比ひ較かく的てき太いが、もちろんその上を簡単に歩けるようなものではない。十兵衛は適度に両脚の間かん隔かくを開けて、すり足で前へ出た。

「おぬし、柳生十兵衛とやら！　聞くところによると、何人ものサムライを打ち負かして来たそうだな！　おぬしと勝負できること、うれしいぞ！」

　政宗は言った。

　とはいえ、その勝負は綱渡り競争なのだが。

「あのー、その、いろんなサムライの人に勝ったのは、十兵衛の十兵衛じゃないんだけど、でも、十兵衛も、がんばるもん！」

　政宗のように、十兵衛の秘密を知らない者にはかなりわかりにくい言い方だ。十兵衛はそのあとで小さくつぶやいている。

「……義仙さんにだって、負けないよ。お兄ちゃんのために、ぜったい勝つんだもん」

　そして両者は、とうとうロープの中央でお互いに手を伸ばせば簡単に届くところまで来ていた。

「ここだ！　来い！」

　再び政宗が、両手を広げてかまえながら、挑ちよう発はつする。こんどは十兵衛も、

「それ！」

　政宗のかまえを受ける形で、両手を繰り出す。

　がっちりと両者組み合った。

　と、見えたのが、

「ぁ……きゃああ!?」

　違った。政宗は両手を広げ、手のひらを向けて十兵衛と組み合う、と見せて、十兵衛が繰り出してきた両手を、スルーした。

「お、っと」

　もっと言えば、サッと手を引っ込めた。

　よく考えればわかることだが、ロープの上でお互い、全力を出しての押し合いなどはありえない。力を込めれば必ずバランスが崩れるからだ。

　その意味でこれは、お互いに足の位置を動かしたら負け、と向かい合って行う「押し合い」に近かった。

「あ、あ……ぁー！」

　完全に外された十兵衛は、前にのめった。政宗は一歩引いてやり過ごす。つかまるところもなく、ロープからダイブするように落ちていく十兵衛。

「悪く思うな！　この勝負、オレの勝ちだ！」

　政宗が宣言する。

「十兵衛さん！」

　後ろで見ていた兼続は、十兵衛を助けようとダッシュした。もう手を伸ばしても届く距離ではない。そのまま跳とんだ。

「ほお。仲間思いのことだ。この政宗、感じ入ったぞ！」

　政宗は、自分の身をかすりながら落ちていく兼続にも敬意を表した。そして、十兵衛、兼続がふたりとも落ちてしまえば、その時点で政宗・小十郎組の勝ち。

「あっけなかったな！」

「政宗さま！　後ろをぉ！」

　小十郎の声に、振り返る政宗。そこに、

「おお!?」

　ぶら下がっていた。ロープを足に引っかけてまず兼続が逆さに。そしてその兼続が腕をつかんで、十兵衛が。

　つまりふたりが一直線にロープに下がっているのだ。

「はぁ、はぁ、は……な、なんですの！　あんなトリックに引っかかるなんて、情けないにもほどがありますわ！」

「ごめ～ん、ぐつぐつ。でも、助かったぁ」

　兼続の小言に、ペロッと舌を出す十兵衛。

「助かっていませんわ！　このままでは負けですわよ！」

　ふたりが落ちていないことに政宗も瞠どう目もくしていた。

「なんと！　さすがは豊臣方のサムライよ！　やりおる！　だが」

　政宗は前を見る。相手が落ちなくとも、相手方の陣に入ってしまえば勝ちなのだ。

　この場合、兼続も十兵衛も、政宗よりも後ろのロープにかろうじてぶら下がっているだけ。政宗の前はがら空きなのだから、このまま難なくロープの終しゆう端たんまで歩けば政宗組の勝ちになる。

「ぐっちゃん！　やるよ！」

　十兵衛が下から見上げる。

「やるよ！　って、やるのはわたくしですわ！　それに、ぐっちゃんではございませんわ！」

　兼続は文句を言うが、すでに十兵衛の意図は伝わっている。

「もう、やるしか、ございませんわぁああ！」

　兼続は小さな身体の全部を使って、十兵衛を振り回まわした。

　もともと兼続の武器は大おお槌つち。自身の体重よりも重い大鎚を振り回し、ときには投げて戦うのが兼続の上うえ杉すぎ流戦法。となれば、投擲はもとより得意の範はん疇ちゆう。

　といってもこの姿勢からではそうとう困難だ。そのうえ投げるのは大鎚ではなく、十兵衛の身なのだから。

　本来なら、振り子このように何度か往復させるうちに振しん幅ぷくを大きくして、というところ。だがあと十メートルもロープの上を歩けば政宗がゴールしてしまう。となれば、

「えええええええええいい！」

　一回転で、投げる。身体をねじり、角度をつけて、わずか一回転で一気に加速し、投げつける。

　そのための両脚、腹筋から両腕にいたるまで、いかに剣姫マスターサムライといえど、その全身の筋肉が極限の悲鳴をあげる。それでもなお、一いつ気き呵か成せいに投げつける。

「ぐっちゃん！」

「ぐっちゃん言うな！　ぐつぐつですわぁあああああ!!」

　手を、離した。斜ななめ上うえへすくい上げるような軌道で、十兵衛が飛んでいく。

「政宗さま、危ないぃ！」

「なに!?」

　十兵衛は政宗には激げき突とつしなかった。その前へ出る。ロープを手でつかみ、勢いのままに回転すると、

「たぁっ！」

　ロープの上へ、再び立っていた。

「や、やりましたわ！」

　兼続が歓声を上げる。

　そして十兵衛を支える必要がなくなれば、兼続もまた自分でロープの上へと復帰することができる。

　形勢逆転。こんどは十兵衛と兼続に、政宗が挟まれる形となった。

「なんだぁ！　こいつは驚いたぜ！　ふははは！　これだから、サムライの戦いはおもしろくてしかたがねえ！　よし、こんどこそだ。こっちから行くぜ！」

　挟まれた政宗には、黙っていれば両側から挟み撃うちになる危険がある。となれば目の前の十兵衛に自ら仕掛けて、突とつ破ぱ口こうを開くしかない。

「ごめんね、政宗さん。でも、十兵衛も、ほんとうに負けるわけに行かないんだ！」

　十兵衛がかまえをとる。しかし政宗を真っ向から力で止めるためではない。一時的に足止めして背後から兼続が来るのを待つ。

「もう、あだ名はＮＧですわ！」

　兼続がそのとおりに、政宗の背後から襲う、というところ、

「政宗さまに、させませんぅ！」

　とつじょ響く金属的な幼女の声。もとい、高校生の小十郎だ。

「政宗さまぁあああ！」

　ロープの上を、まっしぐらに突とつ進しんしてくる。

「小十郎！　危ない！　おまえは！」

「いま、お助けしますのですぅううう！」

　だがこの動きは、兼続も読んでいた。

「あいにく様ですわ！　このくらいなら……!?」

　せいぜい脚を払う、といった攻撃を予想していた予想していた兼続は、小十郎の渾こん身しんの体当たりを避けきれず、

「きゃあああああっ!!」

　もつれるようにふたり、ロープから落ちていく。

　せめて政宗の背後の敵を道連れに、という小十郎の自じ爆ばく攻こう撃げきだった。そうすれば確かに、政宗は目前の十兵衛だけに相対すれば済む。

「小十郎！」

「ぐっちゃん！」

　しかし政宗は即そく座ざに十兵衛にきびすを返すと、空中へダイブした。もちろん、その目的は、

「小十郎！　いま助けるぞ！」

　空中で小十郎の腕を取る、というところ。小十郎はしっかり兼続に抱きついている。道連れ攻撃などで、当然そうなる。

「政宗さまぁ」

「うむ！」

　一瞬迷ったあげく、兼続のワンピースの水着をつかむ政宗。背中のクロスした布地をむんずと握る。

「きゃあっ！」

　これでふたりをつかみ取った。とはならない。なにしろ政宗が、ロープを大きく離れてしまっている。

「ムネムネ！」

　が、政宗の腕をつかんだのは、

「十兵衛、おぬし……！」

　こんどは十兵衛が、足をロープにからませ、身体いっぱいに伸ばした腕で政宗の手をつかむ。

「ううぅぅー！」

「きゃああ！」

「政宗、さまぁっ！」

　こうなると全員が一本に繋がってしまう。ロープから、十兵衛、政宗、兼続、そして小十郎、だった。

　当然、全員の体重が十兵衛ひとりにかかってくる。

「十兵衛どの！　離せ！　そのままではおぬしが……！」

「ううん！　ぜったい離さない！　だって、離したら、ムネムネやこじこじや、ぐっちゃんが！」

「わたくし、いちばん最後ですの!?　さっき助けたのは誰だと、まったく！」

　毒づく兼続。

　しかし十兵衛ひとりで三人を引っ張り上げる力は、やはりない。

「ま、政宗さまぁ、小十郎は、平気です。政宗さまのおんためなら、この身はどうなったって、いいんですぅ」

「バカを申すな！　小十郎！　行くときはいっしょだ！　でないと、あの世で小十郎と添そい寝ができぬではないか！」

「政宗さま……う、うれしいですぅ。小十郎は、政宗さまになでなでされるのがいちばん好きですぅ」

「小十郎！」

「政宗さまぁ！」

「なんですの、このバカップル！」

　そうする間にも、十兵衛の限界は近づいていく。

「ううう……もう、ダメ、かも……ううん、あきらめちゃダメだよ。ぜったいなにか、なにか……」

　もはや手の感覚がなくなってくる。このままでは握あく力りよくがなくなって、離さずとも落としてしまうのは明白。

「こんなとき、こんなとき……！」

　十兵衛は祈いのった。それはもうひとりの……。

「小十郎ともう一度お風呂に、いっしょに入りたかったぜ！　いっぱいいっぱい洗ってやったのにな！」

「政宗さまはぁ、お口に石けんを入れて泡あわ立だてて、そのお口で小十郎の身体を洗うのはぁ、やめてくださぃぃ……でも、やっぱり、好きですぅ」

　その間にも、どんどんハレンチなカミングアウト中。

「ええい、もう聞いていられませんわ！」

　業を煮やして兼続が叫んだ。

「いいですの、あなた。下をご覧なさい！」

　兼続が小十郎に言う。いまはほとんど、兼続のほうが小十郎を抱き止とめているかっこうだ。

「ぁ、はい……ぁ」

「わかったら……！」

　兼続が、小十郎を離した。

「え、あ……きゃああああっ！」

　落ちていく小十郎。気づいた政宗が、

「おのれ！　小十郎を落としたな！　きさま、ただでは……！」

　怒りを兼続にぶつける、というところ。

「ご覧なさい！　まったくバカップルは。下を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんですわ！」

「なに!?　……ぁ」

　政宗が下に目をやると、そこには、

「政宗さまぁ！　小十郎はこのとおり、だいじょうぶですぅぅ！」

　手を振る小十郎の姿がある。

　二十メートル近いロープの高さ、といっても、四人が手脚を繋ぎ合ってほぼ一直線に繋がれば、いちばん下から地上まではその半分以下になる。

　常人ならともかく、残りの十メートル足らずは、サムライならば十分着地可能な高さ。まして下はコンクリートなどではなく、芝しばの地面だった。

「わかったら、とっととわたくしの水着をお離しに……きゃっ！」

　落下していく兼続。しかしこれまた尻餅をつきながらもケガなく着地。

　あとは、

「政宗さまぁ！　降りて来てくださっても平気ですよ。小十郎が受け止めますからぁ」

「あなただけでは、無理に決まってますわ！　わたくしもこの際、協力いたしま……むぎゅぁっ!!」

　ちょうど小十郎をサポートするように兼続が後ろから支えようとしたところへ、政宗が空から降ふってきた。

「小十郎！」

「政宗さまぁ！」

　小十郎の小さな腕の中へ飛び込むように落ちてきた政宗。

　当然、小十郎だけでは支えきれず、倒れ込む。地面との間の、ちょうどいいクッションになったのが、言うまでもなく兼続だった。

「は、早くおどきなさい！　もおお！」

　そしてただひとり、ロープに足でぶら下がっていた十兵衛。

「よかった！　みんな無事なんだね！　ムネムネさん！　こじこじ、ぐっちゃん！」

「またわたくしが最後！」

　しかし十兵衛からは、飛び降りるには高すぎる。下半身のバネでもう一度ロープによじのぼる、というところ。

　急にホイッスルが鳴り渡った。そして審判の声。

「柳生・直なお江え組の勝利！」

　三人が地面へ落ちて、また降りてしまったいま、ロープに唯一残っている十兵衛が、結果、勝者だった。

「やったぁあああ!!　お兄ちゃん、十兵衛、やったよぉおお！」

「わたくしが！　……まあ、いいですわ。よく、勝ちましたわ。ええ」

　薄はく氷ひようの勝利。かもしれなかった。

「きゃ！　政宗さま、なめちゃダメですぅ」

「おう！　小十郎はいつなめてもいい味がするな！　ははは！」

　懲こりていないカップルであった。



    

  
    
      伍◆襲撃！
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「宗むね朗あきらさま、よろしいですか」

「いいっていうか。なんなんだよ、この競技」

　義ぎ仙せんに対して宗朗が言う。

　第四会場。といってもただの高等部のグラウンドである。

「ピンポン球スプーン運び」。ほとんど運動会のアトラクション的競技だ。余興と言ってもいいかもしれない。

　他の「プールで宝探し」や「ヌルヌルオイルプロレス」、「ロープ綱渡り一本勝負」が、そのタイトルのゆるさこそあれ、内容はときに命がけの格かく闘とう技ぎだったのに対して、

「ピンポン球をスプーンで運ぶ競争がどれほど、とお思いなんですね。ふふ、それはそうです。だってこれ、義仙と宗朗さまの距離を近づけるためだけの、舞台なんですから」

　ピンポン球運びのルールは簡単だ。

　口にくわえたスプーンの上にピンポン球を乗せたまま、百メートル先のゴールへ入る。ピンポン球を一度にふたつのスプーンの上には乗せられないので、もうひとりはくわえたスプーンを、ピンポン球を乗せたスプーンにつねに接せつ触しよくさせていなければならない。くわえて身体の一部も。

　ただし、ピンポン球を落としてしまった場合などには、接触を解消して拾うことが許されている。

　つまり、ふたりで背中や肩を抱き合うなどしてスプーンをくっつけるのがいちばん走りやすい。また、スプーンどうしがくっつくほどの近さは、もちろん顔もそうとう近づいている。走りながらだと、頬がふれ合ったり、は、ごく自然に起こると思っていい。

「それじゃ、これはぼくと義仙が……」

「ええ。走りながら、もしかしたらキスしてしまうかもしれませんね。スプーンをくわえていたら、無理でしょうか。でも、唇くらいは触れ合うかもしれないし、スプーンをうっかり落としてしまうことも考えられます。そうなったらほんとうに……」

「な、なんだ、それ！」

　これほどあからさまなキス狙いの競技も珍めずらしい。というよりキス狙いで最初からこんな競技を作ったとしか思えない。

「義仙、きみはもう契約しているはずだ。きみの強さ、それしか考えられない。剣姫マスターサムライの痣はどこにあるのか、わからなかったけど。そして、きみが契約している『将』といえば、いや『将軍』の慶よし彦ひこさま以外にはない」

　宗朗の言葉に、義仙は小さく笑って見せた。

「ふふ、どうでしょうね。じゃあ、こんなのはいかがですか。こんどこそ、義仙の身体にあるという痣、徴しるしを、宗朗さまが探すというのは。見つけるまで。義仙の身体のどんなところも、隠れているところも、開いて、剥き出して、見つけてくださるというのは？　宗朗さまが正しければ、見つけられるはずです」

「それは……そんなこと、できるわけないよ。ただし、契約の、キ、キスが狙いならこの競技はもう意味がないって、ことだろう。だったら」

「お降りになりますか？　競技を止めると失格になるんです。宗朗さまは自動的に敗退。慶彦さまとのお約束では、負けた宗朗さまは慶彦さまの『臣』となられます」

「『臣』……」

　義仙が続けた。

「はい。『将軍』は『臣』を支配することはもちろん、陪ばい臣しんたる『臣』の『士』をも支配することができます。つまり、宗朗さまと契っている剣姫マスターサムライたちは、すべて生徒会の、慶彦さまのものとなります」

　宗朗のもとにどれだけサムライが集まっても、頭である宗朗さえ取り込んでしまえば、すべて慶彦のものになる。この公式はやはり本当だったのだ。

「『将軍』の力。それほどに……」

　初めから、慶彦の手の中でずっと、宗朗は踊おどらされていただけだった、ということなのか。

（いや……！）

　違う。それを証明するために、みんながいま戦っている。

　幸ゆき村むら、千せん姫ひめ、半はん蔵ぞう、又また兵べ衛え、兼かね続つぐ、それに、

（十じゆう兵べ衛え！　……さん）

　その戦いを無駄にすることはできない。できるはずがない。そのためには宗朗が、なにがなんでも生き残り、予選を通過すること。それしかない。

　どんな試合でも。どんな方法でも！

「やる気になられましたか？　ふふ、最初から義仙を、宗朗さまの奴隷にしておけばよかったんです。義仙が慶彦さまと契約しているとしても、女を従わせる方法はいくらでもありますよ？　慶彦さまとの約束なんて、守る必要もない」

　義仙からの不思議な誘ゆう惑わくだった。片方しか見えていない目が、泣きはらしたように赤く染まっている。ドキッ、とする妖よう艶えんさがあった。しかし、

「そんなことはしないよ」

　宗朗は言った。

「ぼくは慶彦さまと約束したんだ。慶彦さまに勝って、すべての謎を聞き出してみせる」

「負ければ、慶彦さまのものになるのですよ」

　義仙が言うと、宗朗は意外なほどに落ち着いた、力み過ぎないその表情で、義仙を見つめた。

「負けない。ぼくたちは、負けないよ。ぼくも負けない。みんなも」

「なぜ、そんな」

「信じている」

「信じて……それだけですか」

「それだけだ。それだけで、じゅうぶんだよ。ほかに何もいらない。ぼくはみんなを信じてる。みんなもきっと、ぼくを信じてくれてる。それだけでいい。だから、負けたらどうしよう、とか、負けたらその後は、なんて、ぼくは考えない。考える必要がないんだ」

「なん……」

　義仙が戸惑うほどの自信、いや、確信だった。義仙は二の句を継ごうとして、呑み込んだ。

　迷っている者、揺れている者には、誘惑は効果がある。

　供される利益、獲かく得とくできる利益をリスクと天てん秤びんにかける。そこにいくらでも、天秤に乗せる錘おもりを追加してやることができる。たとえ見せかけの錘でも。

　だが宗朗にはそれがない。天秤にかけようともしないのだから、義仙がいくら誘惑という錘を使っても無駄なのだ。

「さすがですね」

　義仙が漏らした。すっ、と息を吸って、ややためらったあと、続ける。

「慶彦さまと直接約束を交かわしただけで、宗朗さまの中にはすでに慶彦さまの『拘こう束そく』の能力が埋め込まれています」

「慶彦さまの『拘束』。ほんとうなのか」

「はい。この約束に関してだけですが。それほど慶彦さまの『将軍』の力は大きいということです。ですから宗朗さまは、決して慶彦さまとの約束を違えることはできません」

「それじゃ、なぜさっき、約束を破れ、なんて」

「宗朗さまの力を見るためです。この義仙の眼の力からも逃れる宗朗さまの力」

　そう言うと義仙は眼帯をずらし、さらに閉じていた右目を見開いて見せた。

「う……！」

　思わず目を逸らそうとする宗朗。

「いいえ、よく見てください。だいじょうぶ。もう魔眼は使いません」

　義仙に言われて目を合わせる。あ、と思った。

「その、目の中……」

　右目の虹こう彩さいに、徴があった。星の形。契約したサムライ＝剣姫マスターサムライの徴だ。それも慶彦と同じ形。

「キミは、義仙、やっぱり」

　魔眼に魅入られているときには気づかなかった。こんな場所に義仙の徴があったのだ。

「はい。宗朗さまのお考えのとおりです。なぜこの徴を見せたか、おわかりですか。もう義仙は宗朗さまをたばかる気も、剣姫マスターサムライであることを隠す気もありません」

「じゃあ、なにを……」

「見たいのです。宗朗さまは約束を守るとおっしゃった。でもそれは、慶彦さまの拘束によるものでもなかった。ブレのない、宗朗さまご自身の意志であり、力です。どこからそんな……いいえ、楽しみです」

　義仙が微ほほ笑えんだ。ほんとうに楽しそうに。

「楽しみ」

「はい。そのお力、どこまで通じるものか。宗朗さまのお力は、物理的なサムライの能力、剣技とは異なるもの。いわば人を動かす力。それがどこまで……邪よこしまな暴力にどれほど曝されても保っていられるものでしょうか。義仙、そういうことは得意ですから」

「また、そういうことか。どれだけ脅おどされても、拷問しても無駄だよ」

「はい。それはわかっています。ですから……義仙を拷問してもいいんですよ。お好きなように、イヌのように扱あつかっても、人でないほど壊してしまっても。それを許したくなるのは、ほんとうひさしぶり……」

「そんなことをぼくがするわけ……待てよ。ひさしぶりって……じゃあやっぱり慶彦さまが……いや、まさか」

　なぜかその「誰か」が、謎の中心にいるのではないかという確信が宗朗にあった。

「なにを見ているんですか。行きますよ」

　つい義仙をごく間近で見つめてしまっていた。義仙の頬が、不意に、かすかに染まっている気がした。

　宗朗が言った。

「ぼくは義仙、きみを許す気はない。ぼくのたいせつな妹の十兵衛を傷つけたこと。幸村や千姫さまたちを襲わせて、それだってケガでは済まなかったかもしれないんだ」

　まえにも言ったこと。しかし言っておかなければ、と思った。義仙もこれには、

「わかっています。宗朗さまと義仙は、傷つけ、傷つけられる関係。義仙は望んでいます。宗朗さまだからこそ、そんな傷つけ合う関係もとても甘美なものになるんです。もう義仙は宗朗さまの大切なみなさんを傷つけています。宗朗さまも義仙を傷つけてください。思う存分。でないと、宗朗さまがやってくださらないと、また義仙が、傷つけてしまいますよ。こんどは、ケガくらいでは済まないと思います。だから……」

「違うんだ。義仙！」

　応じる義仙に、宗朗は自分から向かっていた。その、眼帯で隠れて、ひとつしかない眼を見つめる。

「もっと、きっと、できるはずだ。そんなんじゃなく。傷つけ合うとかじゃなく、表の柳生やぎゆうと裏柳生は。どっちがどっちを呑み込むとか、支配するとかでもない。自然に、ひとつになれるはずだよ。四百年近くまえに分かれたとしても、ぼくたちはもともと同じ柳生。必ずできるはずだ」

　そこまで言うと、宗朗は少しだけ目を逸らした。圧あつ倒とうされていた義仙が、なにか言おうとするそのまえに、続ける。

「……ぼくは、感じるんだ。いや、感じる、気がする。義仙、きみはほんとうはやさしい女のコなんだ。やさしくて、かわいい……」

　そこまで言ったところで、次の言葉が出なくなった。

　虚きよ構こうだから、ではない。レトリックでもない。ただそれだけ。宗朗が言いたかったのは、ただそれだけだから。

「かわい、い……やさしい……？　義仙が……この、義仙が……？」

　義仙の表情にあるのは、戸惑い。混乱。困こん惑わく。

　次の瞬間、嘲ちよう笑しようされるか、と宗朗は思った。なにを世迷いごとを！　と笑われ、この場で斬きりつけられるのでは、と。

　だが、違った。

　ボッ。と音さえ立てそうに、義仙の頬が、顔全部が、真っ赤に染まった。

　さっきもかすかに色づいたように見えた頬が、いまは湯気さえ立てそうに、灼しやく熱ねつしている。それは顔だけではない。青白い全身が桜色に色づいて、体温さえ数度上じよう昇しようしているようだ。

「義仙、だいじょうぶ……か」

「かわいい……やさしい……義仙が、わたしが……かわいい……」

　震えていた。眼はいまにも涙で決壊しそうに、潤んでいた。宗朗は悟った。

（やっぱり、だ。義仙は、この子は……言われたことがない。愛されたことがないんだ。ほめられることも）

　それはおそらく、暗殺や拉ら致ちなど、裏仕事の成果でしか褒ほめられたことがない。

　義仙個人の、ひとりの思春期の少女として、ほめられたことも、愛されたこともない。

　だから傷つける。傷つけることでしかその想いを顕あらわせない。自分から奴隷だと宣言したり、強引に迫ることはできても、それもまた真の自分を偽いつわっている。

　奴隷だと言って受け入れられても、自分から迫って抱かれても、それは傷つけられるのと同じ。そうして自己を表現しようとしていた。

　自分を見て！　義仙を見て！　触れて！　あ・い・し・て……、と。

　ただ残酷で、傷つけるだけの少女ではないはず。義仙の内面は、きっともっと別のもので満たされているはず。ぎゅうぎゅうに詰まって、破は裂れつしそうなほどに。

「だから……！　ぁ、ごめ、ん」

　いつのまにか、義仙の手を力いっぱい握っていた。宗朗は気づいて、手を離す。だが照れて、その手を引っ込めたのは、義仙のほうだった。

　熟れた果実のように赤く染まった顔をうつむけて、長身の身をもじもじと恥ずかしそうにすり合わせる。

「わたしは……義仙は……」

「義仙、いっしょに、来ないか。ぼくのところ。みんなのところへ。ちょっと賑にぎやか……かなりうるさいと思うけど、けっこういいもんなんだ。人といっしょにいるって。なにをするにもみんなといっしょで、ご飯の支し度たくも大変だし、お風呂の順番もわずらわしいけど、そういうのが、悪くないんだよ。なんだか。だからきみも、義仙もいっしょに……」

　こんどこそ、手を差し出した。差し出すことができた。

　宗朗の、差し出された手を、義仙は震えながら見つめていた。

　たったいままで、自分から誘惑するように密着した男の差し出す手を、わずかに手のひらに触れることが、怖くてできない。

「わたし……」

「義仙、さあ……！」

　思わず、宗朗が踏み出した。一歩、前へ。そして義仙の手を握ろうとした。もう一度。

　指が、触れたと思った。手を握った、と。

　だが、さっ、と離れた。手のひらの中を、つかまえたと思った椋むく鳥どりが、素早く身を翻すように。

「……ダメ！」

　義仙が、後ずさった。怯おびえた眼が、宗朗を見る。

「だいじょうぶだ。ほんとうに、義仙はかわいい、女のコなんだよ。だから……」

「ダメぇ！」

　長い髪が大きく翻った。きびすを返した義仙が、走り去る。

「待って！　義仙！　ぼくは……！」

　だがその白い背中を、まだ宗朗は追えなかった。追ってつかまえることはできない。でも、きっと通じている。義仙の心の中の、ほんの一部かもしれない。しかし確実に宗朗の、ほんとうの気持ちは、いま……。

「義仙……」



「……え、失格!?」

「はい。パートナーが失踪してしまったのでは、ふたりひと組の『ピンポン球スプーン運び競争』には出られません」

　義仙が逃げ去さって戻って来ないため、宗朗の競技出場はならず、失格が宣言されたのだった。

「そ、そんな！」

　しかし生徒会側の義仙が一方的に逃げたということで、宗朗に非はないことがその場で認められ、かろうじて予選通過処置となった。

　柳生道場チーム。全員予選通過、である。
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　いっぽうこちらは豊臣方のサムライたち。

「なんだ！　あのバカげた試合は！」

　毛もう利り勝かつ永ながが憤れば、

「ふぇ～！　びっくりしたのだぁ。でも、生徒会のヤツらを合法的にたたきのめしてやったのだ。気分がすっきりしたのだぁ！」

　こっちは長ちよう宗そ我か部べ盛もり親ちか。小さい身体で自じ慢まんのダブルの鑓を持って笑っている。

　じつはふたりとも、「プールで宝探し」の試合に出て生徒会側の選手を打ち破っている。水練の達者なふたりだからこその快勝だった。

　もっともそれなりに犠ぎ牲せいはあったようで、水中でパックを巡っての格闘では、勝永の水着のブラが外れるなどのアクシデントが。それでいつもは冷静な勝永が、めずらしく声を荒げていたのである。

「我が輩はいは、意外と楽しかったのである。ひさびさ、思いっきり敵の身体に組み付いて、グラウンドのサブミッションを存分に使えたのである。うふ、うふふ、うふ」

　ぼそ、と。しかしどこか楽しげに言うのは明石あかし全たけ登のり。

　こちらは、パートナー不要、と単独で「ヌルヌルオイルプロレス」の試合に出て、相手選手をふたりとも、関かん節せつ技わざで病院送りにしてしまった。

「ともあれ、我ら三人とも予選を勝ち抜いたのは僥ぎよう倖こうであった。これでかねてよりの計画を実行に移すことができる」

　本戦の剣術勝負に向けて、勝永は得物の大鎌の手入れにも余念がない。

「これであの御方の期待に応えられるというものなのだ。そして我らも、生徒会を一気に打倒するために奮ふん闘とうするのだ！」

　盛親も言い、二本の鑓をかち合わせた。

　全登も、武器の金砕棒を握りしめる。二メートル近い長さ。先へ行くほど広がった棒は断面が十角形をしており、その各面に多くの鉄棘が並んでいた。浦うら島しま太た郎ろうが退治にいった、鬼おにヶが島しまの鬼おにが持っていた武器、を連想するとだいたい近い。

「我らの悲願も、成じよう就じゆは近いぞ」

　勝永が言ったとき、物もの陰かげで動く者があった。三人がいっせいに、武器をかまえる。

「誰なのだ！」

　盛親が鑓を向けて言う。影は、女子生徒だった。怯えたように、出てくる。

「あ、あの……これを、……さまが」

　聞こえないのは、わざとかもしれない。差し出すメモを、勝永が受け取った。広げて目線を走らせる。

「わかった。大義だった。情報、感謝する、と伝えられよ」

　勝永が穏おだやかに言うと、女子生徒は命拾いをした、という表情で何度も頭を下げ、そそくさと立ち去る。

「なんなのであるか」

　全登が言う。勝永は、メモを早くも粉々に破り捨てていた。

「慶彦の出てくる時間と場所。それに、警備のざっとした配置図だ。これで奴やつらの隙を衝くことができる。この勝負、我らの勝ちだ！」

　拳を握りしめた。



　勝永にメモを届けた女子生徒は、息を切らしながら生徒会棟の階段を上っていた。

「はっ、はっ、は……ぅ！」

　突然、階段の後ろから現れた影に的確な当て身を食くらわされ、一瞬で気を失う。影は崩れた女子生徒を支えると、顔を重ねていく。唇に向かって、息を吹き込んだ。

「たったいまのことを、おまえはすべて忘れる。そして五分後に目覚める。目覚めたあとは、いつものおまえに戻っている」

　それだけをつぶやくと、女子生徒を壁にもたれるように床に座すわらせ、立ち上がる。

「慶彦さま。さていかに、なさいますか」

　面を上げる。その顔にはいつもよりも神経質な笑みが、ときおり浮かんでは消えた。

　松まつ平だいら尊たか保もり。すぐにきびすを返すと、生徒会棟の奥へと消える。
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　武應学園格技大会。通称御前試合。

　予選を終わって柳生道場、それに豊臣方の面々はすべて、予選を突とつ破ぱしていた。これから先は、本来の剣術試合となる。

　武器は自由。真剣もしくはそれに準ずる物にて行う。試合の決着は、双方のうちどちらか、「参った」と言うまで、あるいは審判が、どちらかが戦せん闘とう不能であることを認めて、もう一方の勝ちを宣言するまで、であった。

　御前試合の剣術勝負は五人対五人のチーム戦だ。

　その対戦チームが発表された。



●準決勝第一試合。



・柳生道場チーム



　直なお江え兼続

　柳生三みつ厳よし

　服部はつとり美よし成なり

　徳とく川がわ千

　柳生宗朗





・生徒会旗本サムライチーム



　本ほん多だ忠ただ朝とも

　立たち花ばな宗むね茂しげ

　藤とう堂どう高たか虎とら

　井い伊い直なお孝たか

　大おお久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もん





　このチーム編成もまた、大会執行部が任意に決めるという極めて一方的なもの。生徒会チームは当然のように、大勢残ったうちの精せい鋭えいを選抜してきている。個人参加の選手たちもけっきょく予選を通ったのはサムライだけで、それらはひとつの組にされていた。

「あ、十兵衛も入ってるー！」

　服部美成は半蔵の、徳川千は千姫のことだ。柳生三厳はもちろん十兵衛。

「あれ、誰か足りないような……」

「ん……」





●準決勝第二試合





・フリー剣豪チーム



　佐さ々さ木き巖がん流りゆう

　宝ほう蔵ぞう院いん胤いん舜しゆん

　エトワーヌ・ド・ラ・セーヌ

　荒あら木き又また右衛え門もん

　宮みや本もと武む蔵さし





・豊臣方チーム



　毛利勝永

　明石全登

　長宗我部盛親

　後ご藤とう基もと次つぐ

　真さな田だ幸村





「なにぃいいいいいい！！？？」

「……!!」

　これに驚いたのはもちろん幸村、それに又兵衛（基次）だった。

「え、なんでゆっきー、べーたさんも!?」

「これは、どういうことじゃ！　わらわがなぜ豊臣方の……」

　呆ぼう然ぜんとする幸村。宗朗は猛もう然ぜんと、

「幸村はぼくたち柳生道場の一員だ。こんなのは認められない！　ぼくが行ってくる！」

　抗議しようとする。だが幸村は、

「ま、待て宗朗。たしかにそうだが、どうやらチームの編成権まで大会の執行部が握っておる現状では、抗議も詮せん無ないこと、じゃ……」

　まるで幸村たちと豊臣方の行動を最初から読んでいたかのような編成に、憤りつつも冷たい汗が出てくるようだった。

　ようやく柳生道場チーム、生徒会チーム、と組にされたのは、いっけんまともなようで、この試合によって柳生道場の面々はもちろん、豊臣方も束にして一度にカタを付ける、という生徒会の、いや慶彦の意図と自信を見せつけるものだったのだ。

「そ、それに、わ、わらわは気分が少し……。ま、又兵衛、供をせよ」

「はい、幸村さま」

「あ、ゆっきー！　ゆ……行っちゃった」

「幸村！　どう、したんだ」



「始め！」

　よく響く審判の声が、高い空に溶けていった。

　宗朗が蹲そん踞きよの姿勢からゆっくりと身を起こす。

　袴はかまに道着。鉢はち金がねつきの鉢はち巻まき。道着の袖そでは襷たすきで押さえていた。柳生道場での、剣術試合の正式な出で立ちだった。道着の下、腹には晒をきっちりと巻き付けている。

　御前試合の準決勝。先せん鋒ぽうの試合。

　相手は生徒会チームの本多忠朝だった。短たん髪ぱつ、太い眉が特とく徴ちよう的てきな、いかにも馬力のありそうなサムライ少女。武器は長巻である。

　チーム戦は、先鋒、次鋒、中ちゆう堅けん、副将、主将の五人からなる総当たり戦だ。

「あなたがいちばん弱っちいんですから、最初に出るのがいいのですわ！」

　兼続の身もフタもない言い方はともかく、多くのサムライ、剣姫マスターサムライたちの中にあって宗朗は残念ながらいちばん戦力的に見み劣おとりするのは正直なところだった。

「うわ、ぐっちゃんひどーい」

「そうよ、言いかたっていうものが……」

　だが、

「いや、ぼくが行くよ」

　そう言って、宗朗は剣を手にしていた。

　宗朗は一礼とともに、かまえを取る。白砂を踏みしめた。

　白砂の向こうに、

（慶彦さま……！）

　慶彦がいた。床机に腰を下ろし、試合を見つめている。

　すぐ側には太た刀ち持もちの少年。兜を持った少年もいるが、慶彦は特注の白学生服のまま。鎧を身につけているわけではない。

　慶彦の背後や並び、また視界をさえぎらない前には、ずらりと生徒会の親衛隊が大刀や鑓を持って整列している。

　それらをすべて包むように、背後には陣じん幕まくが張られていた。野戦の陣のそのままで、まるでそこだけが戦国武将の本陣のような様相を呈ていしている。

　試合のまえには花火が打ち上がり、陣じん太だい鼓こが厳おごそかに打ち鳴らされた。

（見ていてください。必ず勝って、慶彦さまと約束を、必ず……！）

　宗朗が剣を抜く。対する忠朝も長巻をかまえていた。

　間合いが詰まる。

「……宗朗。お兄さま」

　ぽつっ、とつぶやくのは千姫だ。

　慶彦たちのいる、一段高くなったいわば貴き賓ひん席せきの対面。試合場の白砂を挟んで、柳生道場の面々がいた。

　そのさらに背後には、多くのギャラリーたちが、まさに鈴すずなりに連なっている。

　およそこの武應学園富士校舎の学生たちの、半分ほどが詰めかけているのではないか、と思えるほどの大観衆。本丸の御庭に入りきらず、櫓やぐら門やら望ぼう楼ろうにまで人がよじ登り、ぶら下がっていた。

　もちろん、試合の模様は複数のカメラによる中ちゆう継けいで、学園の電脳網にリアルタイムで流されていたが、何度も接続が落ちるほどの、こちらも大だい盛せい況きようだった。

　千姫たちの柳生道場チームの横には、生徒会の親衛隊チームが並んでいる。さらにその向こうには豊臣方のチーム。

「幸村殿、又兵衛殿がいっしょに戦ってくれるとは思わなかったぞ」

　勝永が言えば、

「おう！　これで百人力なのだ！」

　盛親が歓声を上げる。こくこく、とうなずく全登。

「う、うむ。これこそわらわの思おも惑わくどおりというものじゃ」

　しかし豊臣方の思惑がうまくいく、ということは、慶彦を完全に亡なき者にするということだ。

　ちらっ、と幸村の視線が、離れた場所の千姫に泳いだ。

「迷いなど……わらわには似合わぬ。似合わぬ……のじゃが……」

　そして、視線は試合場の宗朗へ注がれる。

「宗朗が戦っておるのじゃぞ。しっかりせよ。しっかり……」

　しっかり、とは宗朗を鼓こ舞ぶすると当時に、いや、もしかするとそれ以上に、自分への叱咤しつたでもあった。

「そろそろ……じゃな」

　幸村の視線が、試合場に設けられた時計表示に走る。

　十二時二十九分。秒の表示がじょじょに増えていく。五十一、五十二……五十七、五十八……。

　幸村は肩に座っている佐さ助すけの頭を、ぎこちなくなでた。

「ウキュ……？」

　十二時三十分。

　突然、異様な音が鳴り響いた。

「な！　……んだ、これ」

「うが！」

「きゃあ、ぅぅ！」

　キーン、という金属音をさらに極限まで高めたような音。それがすべての野外スピーカーからいっせいに、しかも大だい音おん響きようで鳴り続ける。

　たとえて言えば、黒板に爪を立てるあのイヤな音。それが千倍に増ぞう幅ふくされ、可か聴ちよう域いっぱいにかき鳴らされるような。

「なんですの、この音は……！」

「耳が……！　御姫さま、ご無事で、すか？」

　柳生道場の面々でさえ、耳を押さえて苦しみを訴えるほど。一般の生徒たちなどは、うずくまり、頭を抱えて倒れる者さえ続出していた。

「ウキ───ッ！」

　興奮した佐助が飛び出し、走り回る。

「成功……じゃな」

　幸村も苦痛に顔をしかめていた。

　この超ちよう音おん波ぱこそ、幸村が仕掛けたトラップだった。電脳網から御前試合の音おん響きようシステムを探さぐり出し、枝葉をつけておく。

　そしてさきほど抜けだした隙に、携けい帯たい電脳で最後の仕掛けを施した。時間を設定し、実行のコマンドを出す。

　かくて、人間がもっとも嫌うパターンと音域、周波数で全スピーカーが吠え始めた。この音で聴ちよう覚かくが飽ほう和わされてしまうと、単に他の音が聞こえなくなるだけでなく、頭痛や吐き気、身体の痺しびれまで起きてくる。

　音さえおさまれば短時間で回復するものの、生徒会棟本丸は御前試合のために多くのスピーカーを増設していた。

　一瞬の効果は、まるで会場全体が暴風か落らく雷らいにでも襲われたようだ。

　そしてそれは、慶彦を護る親衛隊の面々にも及んでいた。

　さすがに一般人とは違い、その場で倒れるような者はいない。しかし聴覚を奪われ、判断力、思考力、集中力は極端に低下する。もちろん、戦せん闘とう力りよくも。

「く……っ！」

　宗朗にも音の牙は襲いかかっていた。

　瞬間、刀を取り落としそうになる。眼がかすみ、敵の姿を見失うところだった。かろうじて目を開け、踏みとどまる。

　この間、音の発生から約五秒。

　そしてその瞬間が、訪おとずれた。

　誰もが気をとられ、ダメージを受け、警備と警護に最大の隙が生じる、その瞬間。

「徳川慶彦！　覚かく悟ごするのだぁああ……!!」

　豊臣方の控え場所から上がる大音声。

　かろうじて気づき、眼を向けると、小さな体躯で大鑓を二本も持った長宗我部盛親が慶彦の陣へ向かって突進していくところだった。

「何やつ！」

「曲くせ者ものか、止まれっ！」

　親衛隊もしかし然さる者。スピーカーからの金属音にも負けず、盛親への対応シフトを敷く。

「うぁりゃあああ！　なのだぁ！」

　盛親はしかし、勢いとともに持っていた鑓の一本を、投げつけた。それは親衛隊の生徒の間を抜けて慶彦へまっしぐらに突き進すすむ。

「ぬおお！」

　だがひとりの親衛隊員が、身を挺して鑓へ向かった。剣で穂ほ先さきを叩き落とす。と、見えたところ、

「なに!?」

　穂先が、爆ばく発はつした。次の瞬間、ひとつに見えた長鑓が、十本もの細い鑓の群れに分ぶん裂れつしていた。

「これぞ長宗我部流、鑓そう矛む蜂ほう針しん弾だんなのだ！」

　一本の鑓の中に十本の小さな鑓が格納されている。それが投げられた空気抵抗のある一定のところで弾け、内部から出現する。

　まるで襲い来るスズメ蜂ばちの群れのような、鑓の穂先の飛ひ翔しよう体。大たい気き圏けんに再突入する際、分裂して迎げい撃げきを難しくする、弾だん道どう弾だんの弾だん頭とうのようでもある。

　十本に分かれた鑓の数本は、親衛隊員の捨て身の技で叩き落とされた。しかし残り半分が慶彦へ殺さつ到とうする。

　床机の上で慶彦は微び動どうだにしない。

「お兄さまっ!!」

　思わず千姫が悲鳴を上げる。

　襲撃は成功した。誰の眼にもそう映った。そして豊臣方のサムライたちにも、

「我、ことをなせり！」

「徳川慶彦、討ち取ったり！」

　そして宗朗も、夢中で叫んでいた。

「慶彦さまぁっ!!」



４



　武應学園城と呼ばれる本校舎とその周辺の施し設せつ、学生街を遠く離れたこの場所。

　鬱うつ蒼そうたる樹海の足元は、ぐずぐずとぬかるんだ沼ぬまと湿しつ地ちのここも、まだ武應学園の広大な敷しき地ちの一部だった。

　足を踏み入れる者すらいない辺境。植生さえどこか忌いまわしい陰いん鬱うつな気を孕はらんでいるように見える。空気の温度さえ、確実に一、二度低いのではないか、とも。

　その場所。なにもないその場所の地下に。数百メートルにも亘る高さの大洞どう窟くつがあることを知る者は、公には誰もいなかった。

　洞窟は広さ数千平方メートルに及び、そこから繋がる細かい洞窟は無数。どこへ繋がっているのかもわからない。

　いっさい地上との繋がりのないこの大空くう洞どうの中。底には地下から染しみ出た水が湖のように溜たまっている。

　その中心に島がひとつ。島というより、峻しゆん険けんな岩場がそのまま水中から突き出したような形だ。

　岩場の頂上に、巨大な建造物があった。

　急な岩場と一体となって、その発する光が周囲を妖しく照らし出している。

　近づく者はそれが、五層七重の大天主だとわかるだろう。

　黒の海鼠なまこ壁かべが一面に張られた漆しつ黒こくの外観ながら、一部に朱、白、それに金があしらわれて豪ごう奢しやな装いを見せる。

　禍々まがまがしく尖った破は風ふ。最上階には血のような朱しゆ塗ぬりの高こう欄らん。さらにその上、天辺てつぺんには向かい合った金の鯱しやちが大きく跳ねて獰どう猛もうな歯を剥いている。

　大おお坂さか城じよう。

　それも、豊臣家の大坂城だ。

　大坂の陣で焼しよう失しつした大坂城は徳川によって再建され、石いし垣がきの一部や天主の位置、形も大きく変わった。

　この地下大空洞にそびえているのは、もともとあった、豊臣家オリジナルの大坂城大天主だった。

　徳川版の大坂城がまるでシンプルな白の外観なのに対し、黒、赤、金で彩いろどられ、複雑な千鳥破風や高欄はそれ以前の安あ土づち城じようを思わせる。

　地下大洞窟にそびえる古大坂城。

　かつては幸村も訪れたことのあるこの城。いまも豊臣方サムライの、言葉どおりの牙が城じようとなっている。

　いまこの大坂城の最上階、高欄の間に影があった。

　坐ざしたその姿は、しかしその全身を見ることはできない。まるで部屋中を埋め尽くすように、広がった単ひと衣えが、その姿を隠していたからだ。

　色とりどり。色しき彩さいの洪水の十じゆう二に単ひとえ。その中心にいるのはむろん女性で、漆黒の黒くろ髪かみが長く背中の先まで広がっていた。

　いまはわずかにうつむいた姿勢のため、切りそろえた前髪で表情も隠されている。青白い顔が、しかし意外にも笑っていた。笑っているのに、少しもそこに「愉」や「楽」はない。そんな笑顔で。

　口もと。たったいま血に塗れたばかりのような真しん紅くの唇が、開いた。

「まことでありんすえ？　徳川慶彦が命、わちきにくりゃるのかえ」

　その視線の先に平へい伏ふくしている影がひとつ。いまは制服ではなく、裃かみしもと袴はかま姿すがたの正装だが、その顔は間違いなく、生徒会の重じゆう鎮ちん、

「そなた、尊保や」

　呼びかけられて、尊保が顔を上げる。

「はい。間違いなく。たったいまこのときにも、慶彦の命、我らが掌しよう中ちゆうに落ちなんとしている最中かと存じます」

　そして一拍ぱく空けて、こうも。

「ご安心くださいませ。御方さま」

　はらり、と尊保の前髪が落ちて、眼の辺りにまでかかる。ふだんは後ろで結んでいる髪が解けて、肩にかかっていた。

　そういえばいつもは凛り々りしい眉も、ずっと細くなっている。

　じつは尊保の眉は、自分で書いて太くしたものだった。そしていつもは晒で押さえつけている胸も……。

「よきかな、よきかな！」

　御方さま、と呼ばれた美少女が、凄せい絶ぜつな笑い声を上げた。耳に付く、根源的に不快で刺さるような笑い声があるとしたら、それはこんなふうかもしれない。

　いくつものかんざし飾りが突き立った髪。頭を振るように上げる。白さを通り越して青い顔が冴え冴ざえと露わになった。

　鋭い切れ長の目。尖った唇。妖艶な色いろ香かが恐ろしいほどに薫かおってくる。決して、部屋中に焚たきしめられた香のせいではない。

　少女は再び尊保を見つめて笑った。こう言った。

「これからも、頼たよりにしておるぞえ、尊保……」

　そう言われた尊保が、静かに平伏する。

「必ずや、御方さまの御おん為ために、この学園を……ひいてはこの日の本を手に入れてご覧に入れまする」

　尊保の言葉に、満足そうにうなずく少女。

「頼んだえ。ひゃっひゃっ……！」

　そう言うと、ひときわ大きく笑った。

　青い肌に、そこだけ血が塗ぬりつけられたような唇が切れ上がって、中のやはり血の色の舌が長く伸びる。

　真紅の舌の中央。五芒の星の徴が輝くように浮き出して、見えた。





（続）



    

  
    
      あとがき





　すずきあきらです。思いがけずいま、北海道でこれを書いてます。いわゆる帰省です。一種の休暇中ですが、ケータイで「あとがき書け。明日までに書け」と言われました。原稿書くのが遅い自分が悪いです。スイマセン。

　北海道はやっぱり寒いのでした。２００９年10月６日ですが、夜はストーブを焚たいてます。先日は支し笏こつ湖こまでドライブに行きましたが、湖こ畔はんを吹きさらす風が寒すぎ。

　また、慣れないアイドリングストップなど手動でしてみたところ、信号が青に変わっても車が動かず、「？」とか思ってるうちにプチ渋滞を作ってました。結果的に地球に厳きびしく、スイマセン。あと、戻ってきて、車を駐とめようとしたら家の門柱に左前バンパーを思い切り擦りました。家の車なので笑って済ませましたが、スイマセン。



　そんなこんなで、『百花繚乱　巻ノ参』です。

　新たなキャラで、○○○○が登場します。なぜ伏せ字？　このスペースは「あとがき」ですが、「あとがき」を先に読む、という人もいるので、いちおう伏せてみました。しかし本当にあとに読んでいる人には意味ない、というか、おいおい！　という感じだと思います。スイマセン。なので少々ネタバレはご容赦を。

　○○義○といえば（少しバレ）、有名なのは『子連れ狼』です。ええ、乳う母ば車ぐるまを押してた方、ではなくて、敵のほう。

　隆りゆう慶けい一いち郎ろう氏の『吉原御免状』にも出てきます。こっちの義○もかなり非情で執しゆう念ねん深く、かなり手強い敵かたき役でした。後半はいろいろと変わっていくんですが。

　そんなふうに、一般的にエキセントリックな敵キャラの義○ですが、本作もまさにそれ。ただそれを美少女キャラにするとどうなるか。悩み……ませんでした。義○はヤ□□レ（また伏せ字！）！　これしかない。ただ、どういうヤ□□レっぷりなのか、では少々ＨＪ文庫編集部と意見を調整しました。最初はもっと、堂々と△んでたんですが、もうちょっと、ふだんはかわいい感じになった、はず、です。

　義○みたいな女のコがそばにいたら、意外と幸せかも。だって、何でもしてくれるんですから。その分、見返りが怖そうだけれど、そのへんは、なるようになってください。最悪、◇◇にされるだけなので。それもまた甘かん美びな世界、かも……。



　タタミの上に座って、椅い子すの座ざ面めんにノートＰＣを乗せてこれを書いてるんですが、そろそろ膝ひざとか痛くなってきました。マウスパッドとかないので、靴くつの入ってた段ボール箱の上にマウスを置いて動かしてます。手のひらの、手首に近いところが痛いです。なんでこんな部屋にモデム付けてしまったのかと。ネットワーク外して、ワープロ状態で食卓テーブルの上ででも作業すればよかっただけど、もう面めん倒どうなのでこのまま最後までいきます。

　そんなこんなですが、『百花参』、本文のほうはちゃんと机と椅子に座って、落ち着いて書いてますのでご安心を（違！）。落ち着かなかったのは執しつ筆ぴつスケジュールだけでした。スイマセン。

　この『百花参』、シリーズとしては初の続きもの。このあと義○を含め、十兵衛や幸村、千姫たちがどうなるのか、ご期待いただけると幸いです。あ、宗朗くんも。



　ではでは。また『百花肆』でお会いできれば、です。



（あとがきを書き終わるころに、このノートＰＣが無線ＬＡＮ機能内蔵なのに気づいた（マジです））すずきあきら



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すずきあきら 先生／Ｎｉ 先生
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